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　きっとあそこで終わらせていればよかったのだ。

　20階層を攻略して、首切りと戦って、平穏なパーティーハウスでの生活が帰ってきた時点で。

『到達する者アライバーズ』も、ダンジョン探索も、冒険者も、全部終わらせておけばよかった。

　そうすれば、俺達たちは幸せな日常の中で生きられた。

　それなのに、俺達は間違った選択をしてしまった。

　悔やんでも悔やみきれない、人生最大の後悔だ。

　俺達は気づかないうちに、調子に乗っていたのだろう。

　自分達の実力を過信していて、決して失敗しないものだと。

　壁にぶち当たっても、いつかは乗り越えられると。

　しかし、人生というものは誰に対しても平等に残酷だ。残酷なまでに平等なのだ。

　永遠に幸せが続くことなどなく、誰に対しても無慈悲に不幸が降り注ぐ。

　そして、俺達にもその番がやってきたのだ。

　分不相応な夢を抱いて、その夢に近づきすぎた罰を与えられる瞬間が。

　もし、時間を巻き戻せるならば。

　何度も何度も何度も考えた。

　でも、そんな横暴な願い、叶かなうはずもない。

　この世界に本当に神がいるのなら、時間さえ巻き戻してくれるのだろうか。

　それとも、神ですら不可能な願いなのだろうか。

　わからない。そんなこと知らない。知るわけがない。

　だけど、一つだけ。一回だけ人生をやり直せるなら。

　過去の自分に、俺はこう伝えよう。




　──絶対に21階層に潜るなと。
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　金銀、魔道具、叡えい智ち。地上では手に入れられない宝の数々を秘めている閉鎖空間。ダンジョン。

　誰も最奥まで到達したことのないその未開の地は、人々を興味という見えない力で引き寄せる。

　夢や希望、はたまた欲望や打算など、大小、公私を問わない様々な理由で冒険者達はダンジョンに挑まんとする。

　そのようなダンジョン攻略を目もく論ろむ無数の冒険者の中で、最も偉業に近いとされているパーティーの一つが、俺の所属する『到達する者アライバーズ』だ。

　現在、このパーティーでは次の攻略目標である21階層の探索の打ち合わせを行っていた。

「さてどうする？　まあ作戦会議って言っても、21階層の情報がなんにもないんだよね。この前さらっと見てきたけども、特に何かあるわけでもない、普通の階層って感じだったし」

　みんなの意見を代表して、議題がないことを示してくれたのは、このパーティーにおけるまとめ役。

　最年長にして、落ち着いた大人の風格が漂うジンである。

　ジンの言う通り、この前、『到達する者アライバーズ』は20階層の攻略後、軽く十分くらい21階層を見て回った。

　その時の個人的な感想といえば、拍子抜けといった感じだった。

　21階層から先は深層と呼ばれ、それまでの階層とは一線を画しているのではないかとされていた。

　しかし、蓋を開けてみると、モンスターの気配も感じられない、特別なギミックも見つからない、といった様子だった。

　様相として、一番似ている階層を挙げるなら20階層になるだろう。

　21階層もぱっと見は遺跡のような装いをしていた。

　もちろん雰囲気までもが同じというわけではない。

　20階層が未知の古代遺跡なら、21階層は怪しげな悪魔を祀まつった宗教的遺跡といったところか。

　全面が黒で統一された壁や柱には怪物の顔を模した文様がところどころに描かれていた。

　悪魔の偶像などが点在して見受けられたのも特徴的だった。

　けれども、火山や雪山、天空に浮かぶ島や空を泳ぐ魚が存在する階層を見たことがある身としては、インパクトに欠けるというのが正直なところだ。

　悪魔っぽいモンスターなら、１階層にだって出現する。

　と、自分はそのように考えているのだが、全く異なる考えを抱いている人物もいるらしい。

　その人物の筆頭こそ、うちのパーティーの神官、ネメ。お化けとかその他諸もろ々もろが苦手な、実年齢以外は全て幼いドワーフの女性である。

「どこが普通の階層です!?　悪霊とか出そうだったです!?　怖かったです！」

「ボクが言っているのは、そういう意味じゃなくてね……」

「ならどういう意味です!?　ジンは怖くなかったですか!?」

「まあ、怖くはなかったよね」

　ネメの取り乱しように、ジンは困ったように頰を搔かいていた。

　誰もが彼とは同意見かと思いきや、意外な人物が声をあげた。

「怖いわけではないですけど、わたくしもあの階層は好きになれませんね。なんか、空気が澱よどんでいません？　あそこにいると気持ち悪くなってきそうです」

　ネメに助け舟を出したのは、まさかのロズリアであった。

　その美貌と立ち振る舞いから、数あま多たのパーティーを崩壊に導いてきた彼女らしからぬ発言だ。

　いつもなら、平然としているか、か弱い乙女アピールをしていそうなところだが、今はそういったふざけた感情は見受けられない。

　彼女なりにあの階層に何か感じるものがあったのであろうか？

　問いただそうと口を開きかけると、先に割って入ったのはフォースだった。

「じゃあ、行くのやめるか。21階層」

「おい」

　彼がロズリアに対して甘いのはいつものことだ。

　思わずため息が漏れ出る。

　これがパーティーのリーダーだというのだから驚きだ。

　かわいい女の子に目がなく、過去には女に絆ほだされて脱退しかけた男。それがフォース・グランズである。

「行くのはやめにしないけどさ。エリンは何かそういう違和感を覚えたかい？」

　ジンから話を振られたのは、このパーティーの魔導士、エリンである。

　彼女は案の定、普段通りの手厳しい視線をロズリアに向けていた。

「私は何も感じなかったわよ。どうせこの媚こび売り女が、自分か弱いですアピールしているだけでしょ」

「媚なんて売ってませんよ。酷ひどいです。ぐすんっ。ねえ、ノートくん。エリンさんが虐いじめてきました」

「ほら、そういうところを言ってるのよ、私は！　ほら、そこくっつかない！　ノートから離れなさいよ！」

「わたくしからくっついているように見えて、実はノートくんの方からくっついているという逆転の発想は──」

「ないからね。とりあえず、話が進まないから離れてよ」

「ノートくんが言うなら仕方ないですね。とは言っても、話し合うことなんてあるんですか？」

　と言いながら、すごすごと引き下がるロズリア。

　その言い分も一理ある。

　せっかく時間を取って話し合いを設けたが、肝心の議題が尽きつつあった。

　21階層の情報が少なすぎるのだ。

　こんな感じで作戦会議が締めくくられるのは毎度のことだ。

「では、次の階層についてもう話し合うことはなさそうなので、今日の夕食メニューについて話し合いましょう」

「その案、賛成！」

「ネメも一票入れるです！」

　ロズリアの能天気な発言に、フォースとネメが反応する。

「私も今日のメニューを考えるのに困っていたし、そうしましょう」

　しかもエリンまでもがその案に乗ってきてしまった。

「わたくしの希望は豚の丸焼きです」

「もうちょっと作るの楽な料理にしてくれる？」

「じゃあ、シーサーペントの姿煮で」

「そうそう。ちゃちゃっと作れるシーサーペントの姿煮がいいわね──ってシーサーペントの姿煮って何？　料理の種類としてそんなもの存在するの!?」

「おっ、こてこてのノリツッコミ来たな」

「フォース、うるさい！　した方もちょっと恥ずかしいんだから、あまり触れないでよ！」

「46点のツッコミです！」

「ネメは地味に傷つく得点つけないで！」

　とまあ、いつも通り雑談タイムに入り込んでしまうわけで。

　さっきまで話を仕切っていたジンが気を悪くしていないかと、ちらっと目を向けると──。

「ボク的には今のノリツッコミ好きだよ」

「そういう優しいフォローが一番いらないのよ！」

　あっ、この流れに乗るんですね。





＊






　転移結晶から出ると、虚うつろで薄暗い空間が広がっていた。

　21階層。現行の冒険者が誰も到達したことのない、深層の始まりだ。

　ここから見えるのは、列をなしてそびえ立つ柱のみ。天井は目視できず、柱は天まで届くかのごとく伸びていた。

　空には不気味な紫色の太陽が照っている。視界は良好とはいえないが、数メートル先までは見渡せる状態だ。

　慣れない色の光源なせいか、目がちかちかする。空気中に薄い膜が存在しているような視界だ。

　床は黒一色で、大理石のような光沢を持っていた。一歩踏み出す度に足音が静寂の中に響いていく。

「とりあえずは前回の様子見で通ったルートに沿って行きましょうか。途中からは知らない道になると思いますけど」

　パーティーにおいて、ルートを決めるのは【地図化マツピング】スキルを持つ自分の役目である。

　脳内には、前回行動したルートの半径１ｋｍの地図が浮かび上がっている。

「それでいいと思うよ」

　パーティーの意思決定を司つかさどるジンが頷うなずいたことで、21階層の探索は始まった。







　三体の黒きガーゴイルに囲まれた。

　先程まで、道端の銅像だったそれは突如生物となって、牙を剝むいてきた。

　すかさずジンが目の前の一体に狙いを定めて、刺突を繰り出す。

　が、黒い剣けん戟げきは敵の上腕部を軽く削るのみに留とどまった。

　どうやら見た目以上に身体からだは硬いようだ。

　辺りを確認すると、ロズリアが一体を《脚光ライトアツプ》で引きつけていた。

　もう一体はフォースが向かい合っている。

　エリンとネメは三人の内側に隠れていて、比較的安全なポジション取りを行えていた。

　近くには他のモンスターの気配はない。今は包囲されている状況だ。

　ここは逃げるよりも、殲せん滅めつの選択肢を取るべきだろう。

　となると、自分がすべきは敵を一体受け持ち、手が空いた一人を他の場所に回させ、火力が集中する状況を作ることである。

　誰の場所と取って代わるかという問題だが、この場合はターゲット管理アーツを持たないフォースのところが最適だろう。

　彼の前の個体に《殺気》を放ち、注意をこちらに向ける。

　その瞬間、ネメが持続回復リジエネレートスペルを展開した。

　これで《偽・絶影》の発動準備も整った。

　一息でギアを上げ、フォースの背後から駆け抜ける。

　そのままガーゴイルの横を過ぎ去っていき、敵の注意を無理やり奪い取った。

　ガーゴイルから放たれた三連の刺突を、上半身の動きだけで躱かわす。

　身を屈かがめると、背中の上を三さん叉さ槍そうが通り過ぎていく気配がした。

　右足で《離脱ウイズドロー》を二発放って、距離を取る。

　力を溜ためていた左足で進行方向垂直に《離脱ウイズドロー》を発動すると、さっきまでいた場所は黒炎で包まれていた。

　ガーゴイルのブレスである。

　その一秒にも満たない間で、横目ながらフォースの立ち位置を確認する。

　大丈夫だ。ジンの下へ向かっている。

　こちらは俺一人で充分だと判断して、相手を任せてもらえたということだ。

　ガーゴイルが持つ三叉槍の先端から魔力の気配が迸る。

　空気が弾はじけると、雷撃が奔はしった。

　目についた柱に跳びかかり、《登破クライム》で駆け昇る。

　重力を引きはがすように走り、追ってくる雷を振り切らんとする。

　雷撃は背後から距離を詰めてきていた。重力に逆らった状態では速さ勝負では勝てなそうだ。

　でも、問題ない。予想の範はん疇ちゆうだ。

　雷撃を自身の寸前まで引きつけ、そこで一気に両足で柱を蹴り上げた。

　自身の肉体は宙を舞うように空中に弧を描いていき、雷撃の上を通過していく。

　両手で着地。そのまま身体を丸め、落下の衝撃を受け流す。

　上う手まく転がることはできたが、右手に違和感。

　どうやら、着地の衝撃を１００％はやり込められなかったようだ。

　しかし、ガーゴイルの槍やり捌さばきを二、三発躱すと、違和感は消えてなくなった。

　その後、数秒間、敵の猛撃をいなしていると、僅かな異変が脳に警告を与える。

　身体がいつもよりも軋きしむ。

　なんだ？　《偽・絶影》の反動か？

　そんなわけはない。

　反動はネメの《恒常ハイ・リジ回復エネレート》で打ち消されているはず──。

　そこまで考えて、異変の正体に気がついた。

　ネメの《恒常ハイ・リジ回復エネレート》の効果がいつもより薄い。手首の違和感だって、治るのにいつも以上の時間がかかった。

　推測を確信に変えようとフォースに目を向ける。

　彼も自分と同じく、妖刀による継戦ダメージを受けているはずだ。

　先入観があるせいか、普段より身体を侵食している黒炎が広がっているように見える。

　目の前の敵に視線を戻そうとしたところ、不意にロズリアの戦闘風景が目に入った。

　防御スペル、《不落城壁》が雷撃を纏まとった刺突に破られていたところだった。

　即座にエリンの援護射撃が入って、ガーゴイルは跳び退のく。

　難は逃れたが、結構危ない状況だったんじゃないだろうか。

《不落城壁》は聖騎士系の最高クラスの防御スペルだ。

　21階層のモンスターが強いというのはあるが、そう簡単に破られるものじゃない。

　となると、《不落城壁》の効果まで弱まっているということか？

　てっきりネメの調子が悪いのかと勘ぐっていたが、二人もとなると不自然だ。

　もしかして、スペルやアーツが弱体化しているのか？

　いや、《偽・絶影》の技の切れ具合は絶好調だ。

　少なくとも、俺のアーツに異変があるということはない。

　問題があるとすれば、反動が持続回復リジエネレートスペルで庇かばいきれていないことくらいである。

　すると、考えられるのはスペルだけにデバフがかかっているという可能性だ。

　推測を確かめるのにはエリンの魔法を見るのが一番だ。

　ガーゴイルの追撃をやり過ごしながら、隙を見て、様子を窺うかがう。

　ぱっと見た感じでは、エリンのスペルは問題ないように思える。

　残った結論としては、ネメとロズリアのスペルのみが阻害されているという可能性だった。

　二人に共通する点。それはどちらとも聖職系戦闘職バトルスタイルであるということだ。

　ふと、19階層でのネメとの会話が思い起こされる。

　魔導士と神官や聖騎士では、スペルを発動する工程に差があるらしい。

　魔導士は『魔力を変換する』が、神聖術師は『魔力によって御み業わざを堕おとす』とのことだ。

　原理が違えば、エリンのスペルが衰えず、ネメやロズリアのスペルだけが減弱する理由にも納得できる。

　そうこう考えているうちに、ジンとフォースの組は割り振られたガーゴイルを倒したようだ。

『到達する者アライバーズ』のアタッカー二人で対処すれば、21階層のモンスターであっても押し切れるらしい。

　フォースはそのままロズリアの援護に入り、ジンはこちらのサポートに回ってきた。

　正直、まだ一人でやれそうだったが、無理に命の危険を冒す必要もない。ターゲットを持ち回りして時間を稼ぐことにした。

　しばらくすると、フォースとエリンとロズリアがガーゴイルを処理し、残った個体は六人で一斉に葬った。

　ボスでないモンスターにだいぶ手間取ってしまった。

　どうやら見た目以上に、この階層の難易度は高いようだ。

　ダンジョンは５階層ごとに難易度が跳ね上がる。

　20階層から21階層は、ちょうど難易度が上がる区切りだ。

　戦いが終わり、一息吐つき終わると、先程の考えを口にした。

「そういえばネメ姉さん。戦っていて、スペルの調子が悪かった感覚とかありませんでした？」

「言われてみればそんなような気もあったような……？　なかったような……？　気がするです！」

「それってどっちなんですか……」

　煮え切らない答えだ。

　もしかして彼女は自分のスペルの異変に気がついてなかったのか？

　それとも俺の勘違い？

「ロズリアはそういう感覚なかった？」

「はいはいっ！　ありましたよ！　すんごい調子が悪かったです！　それなのにエリンさんと来たら、戦いの最中『何、ひょろひょろのスペル放ってるのよ！　しっかりしなさいよ、このあんぽんたん！』って罵ってくるんです！　酷ひどくありませんか？」

「それは、あなたがあんぽんたんな戦いぶりを見せていたからでしょ！」

　戦いの最中に、なんて吞のん気きな罵りをしているんだ……。

　文句を言い続けるエリンを横目に、俺は先ほど感じていた神聖術スペルの減弱について語った。




「──と思っていたんですが、皆さんはどう思います？」

「それはオレも感じたな」

　とフォース。さらに彼は続ける。

「煉れん獄ごくのダメージが全然回復してくれねえし。てっきりネメが手を抜いているのかと思ってたわ」

「ネメは手なんか抜いたりしないです！」

「となると、それはガーゴイルの特性なのかな？　神聖術を弱めるっていう？」

　ジンは顎に手を置きながら、考える素振りを見せる。

「おそらく。そうとしか考えられませんよね」

「聞いたことのないモンスターの特性だけどね。ここは未知の階層なわけだし、そういった特別なモンスターがいてもおかしくないか」

　彼は納得したのか、一人頷く。

　ジンの言う通り、この21階層は現存するどのパーティーも到達したことがない。

　過去に足を踏み入れたパーティーはあったものの、詳細な記録は残されていなかった。

　21階層にどのようなモンスターが現れ、どのようなギミックが仕掛けられているのか。なんの情報もない状態だった。

　しかもダンジョンは５階ごとに難易度が跳ね上がる。

　この階層は、より一層の注意が必要かもしれない。

　なんて考えていると、脳内に映し出されていた地図に変化が現れる。

「──えっ？」

　その変化に思わず声をあげてしまう。

「一体どうしたの？」

「いや……」

　自分の得た情報が真実だとは思えなくて、エリンの問いかけに曖昧な返事をしてしまう。

　ただ、このまま一人で考えていても埒らちが明かなそうな問題だ。

　全員に聞こえるように返答をした。

「次の階層に行く扉を見つけちゃったんだけど……」

「えっ!?　もう!?　まだ三十分も探索していないわよ!?」

「そうなんだよね……」

　俺もエリンと似たようなことを思っていた。

　いくらなんでも、この階層を攻略するのが早すぎる。

　まだこの階層を探索し始めたばっかりだし、モンスターにも一度しか出遭っていない。

　ましてや16階層から新たに現れるようになった、中ボスとも交戦していなかった。

　今までダンジョンには散々苦労させられたけど、こんなにあっさりと攻略しそうなのは初めてだ。

　ボス部屋の存在も見受けられないし、ボスの気配すら感じられない。

　このまま何も起こらず、スキルで示される扉の場所までたどり着いたら、階層攻略になってしまう。

　拍子抜けにもほどがある。

　最も攻略が容易とされている１階層でも、ボスくらいは出てきた。

【地図化マツピング】で扉までの道のりはわかっていたが、実際に目視できるまで気を抜かない方がいいだろう。

　先程みたいに銅像がいきなりモンスターとなって襲いかかってくることもあるかもしれない。

《索敵》による気配察知は銅像にまでは効果が及ばない。

　不意を突かれる可能性もあるということだ。

　そもそも、見つけた扉がダミーという可能性だって考えられる。

　21階層なら、そのくらい意地悪な仕掛けがあったとしても納得できる。

「もう終わりです？　21階層も大したことないです！」

「あまり調子に乗らないでください」

　ネメの脳天にチョップをお見舞いする。

　彼女は頭を擦さすりながら、上目遣いで睨にらんできた。

「何するです!?」

「ネメ姉さんが油断を誘うようなこと言うからですよ。もうちょっとちゃんとしてください」

「ノート君の言う通りだね。ネメは気が抜けすぎかな」

「ネメさんに今更そんな注意しても、意味なさそうですけどね……」

「珍しくあなたと意見が一致したわね、ロズリア」

「二人とも、ネメを馬鹿にしているです!?　ネメだって真面目にやろうと思えばできるです！」

「本当か？」

　フォースは小馬鹿にしたような視線をネメに向ける。

　俺も何か言おうとするも、視界に変化が現れて、口を噤つぐんだ。

「あれ次の階層に続く扉じゃない？」

　エリンが指差す方向には、この階層の太陽と同じような紫色に光る階段があった。

　その先には、毎度お馴な染じみの次の階層へと続く扉が拵こしらえられていた。

「そうですね。でも──」

　ロズリアが言い淀よどむ気持ちもわかる。

　扉のある階段の前には、黒くて大きな銅像が立ちふさがっていた。

　高さは４ｍくらいあるかもしれない。

　ほっそりとした手足。すらっとした人型。そして、禍まが々まがしい角と翼。

　知性の溢あふれるその顔つきは、しばしば人間が思い描く悪魔そのものだ。

　銅像は、木の幹のように折れ曲がった右足の指先だけで直立していた。両腕には剣のようなものを抱えている。

　太陽や階段と同じような紫色に光る刀身。そこにはミミズを這はわせたような文字が浮かび上がっていた。

　剣の大きさとしては人が使うには少し大きめの両手剣だが、銅像が大きいということもあり、小さく見えてしまう。

　もし、あの銅像が剣を振るうなら、片手で簡単に扱えてしまうのではないだろうか。

「魔剣か何かだろうね……」

　得体の知れない存在感を放つ剣に目を奪われていると、ジンが呟つぶやいた。

「……魔剣？」

「特別な力を持つ剣のことだよ。フォースの煉獄と似たようなものだと考えていいよ」

　悪魔めいた銅像の顔に目を移す。

　おそらく、あの像がこの階層のボスだ。《索敵》では気配を察せられないが、確信を持って言える。

　扉を阻むような佇たたずまいがボスそのものだし、醸し出す異様な気配がその力を示していた。

　扉に近づけば、あの銅像はモンスターとなり牙を剝むくことになるだろう。

　ボス部屋がないのは気になるところだが、21階層からはそういうギミックなのかもしれない。

「どうします？」

　ジンに尋ねる。

　銅像が手にしているのがジンの言う通り魔剣なら脅威である。

　煉獄ですら味方ながら恐れを抱くレベルなのに、それを敵が手にしたらと思うと、ぞっとする。

　それに敵の魔剣が煉獄以上の性能を持つという可能性もあるのだ。

「どうするも何も進むしかないだろうね。幸いこっちは何も消耗していないし、万全な状態だ。物もの怖おじして引くわけにはいかないでしょ」

　そう言って、ジンは一歩を踏み出した。ネメとエリンはその場で待機。

　ロズリアとフォースも前に出て、俺は前と後ろを繫つなぐような立ち位置に留とどまる。

「《恒常ハイ・リジ回復エネレート》、《軍神の旗ライズ・アツプ》、《全軍突撃フルアタツク》、《守護神ガーデイアンの抱擁・プロテクト》、《無敵要塞フオートレス》、《聖女の加護》です」

　ネメがバフスペルを普段通り一通りかけ終える。

　続いてロズリアが《脚光ライトアツプ》を発動し、ターゲットを取る準備にかかった。

　完全なる臨戦態勢。

『到達する者アライバーズ』のベストなフォーメーションを築き上げると、フォースが一足先に前に出た。

　その瞬間、銅像の目が赤く光る。圧倒的な敵意の暴風が吹き荒れた。

　銅像の黒い身体からだはひび割れ、破片が塵ちりとなってこぼれ落ちる。

　大気を震わせる地鳴り。重低音が骨の髄まで響き渡る。

　悪魔が一歩踏み出した音だ。翼は揺らめきだし、その巨体の威圧感を増大させる。

　冒険者達たちが長年足を踏み入れることができなかった深層に眠る怪物が、たった今、目を覚ました。

　フォースが煉獄を抜いて駆け出す。

　ロズリアは左に抜け、《脚光ライトアツプ》の光を放ちながら悪魔の注意を引きつける。ジンはフォースの後ろから追従する形を取る。

　雑音としてしか認識できないような言葉の羅列が、相対する悪魔の口から紡がれる。

　魔法の高速詠唱。そう気づいたのは、魔剣を中心に紫色の光の膜が広がったからだ。

　色彩の変化した領域が瞬く間に展開される。

　俺達のいる地点の更に後方までもが包み込まれていた。

　領域に侵食された瞬間、ずしりと重力が身体にのしかかる。まるで今まで身に纏まとっていた高揚感とか万能感とかが全て引きはがされた感覚。

　身体能力の減衰？　デバフか何かか？

　身に起きたことを咄とつ嗟さに把握しようとしていると、あることに気づく。

　ロズリアの《脚光ライトアツプ》の光が消えている。それだけじゃない。ネメによる《恒常ハイ・リジ回復エネレート》のオーラまで消えていた。

　というか、バフスペルが全て剝がされている。

　神聖術スペルの完全無効化。頭の中にそんな言葉が過よぎる。

　スペルの減弱は、てっきり先程遭遇したガーゴイル特有の能力だと思い込んでいた。

　でも、違う。あのガーゴイルの能力はただの劣化版であり、本家は目の前の悪魔のものだった。

　現にネメはスペルをかけ直そうと杖つえを振るうも、そこに変化は何もない。杖が空を切る音が聞こえるだけだ。

　迫る気配に意識を戻される。

　なんで。いつの間に。こんなにも近い。黒い影が来る。

　頭上を過ぎる悪魔。俺の身体を一息で飛び越し、後衛のエリンとネメへ迫る。

　突然の出来事に頭がついていかない。

《脚光ライトアツプ》が打ち消されたから、ターゲットが剝がれてしまったんだ。

　今さら考えるには遅い思考だけが、頭の中を過る。

　急いで《殺気》を放つも、急に拵えた薄っぺらい《殺気》じゃ、敵の注意は逸そらせない。

　杖に魔力を込め、攻撃スペルを放つ準備をしたエリンに悪魔の眼光が注がれる。

　妖光煌きらめく魔剣が振り上げられた。

　瞬間、世界が止まったように見えた。

　どうにかしなきゃ。でも、どうにかって。

　俺が混乱している間にも、時は動き出す。

　エリンの隣にいるネメまで巻き込むように、悪魔は大振りに剣を薙なぎ払った。

　砂すな埃ぼこりが巻き起こる。視界が灰色に染まって何も見えない。

　ただ、煙から吐かれるように一つの影が射出された。

　あれはジンだ。

　気配察知によって、ジンが吹き飛ばされたことを理解した。

　煙が晴れると、悪魔の目の前には黒い膜が広がっていた。膜はアメーバのような構造を形成し、障壁を作り上げている。

　あれは【形状変化・鉱物】による金属の盾だ。ダガーと同じ材質の金属だったので一瞬でわかった。

「ジンがっ！　私達をかばってっ！」

　エリンの叫び声。状況を即座に理解する。

　後衛のエリン達に向けられた攻撃はどうやらジンによって逸らされたらしい。

　しかし、無傷で逸らすことはできなかったようだ。悪魔の攻撃を受け、ジンは吹き飛ばされてしまった。

　どうする？　エリン達がまだ安全圏内にいない。悪魔はすぐそばだ。危険は依然迫っている。

　やるしかない。ジンが《離脱ウイズドロー》して、ロズリアのスペルも頼れない今。

　俺が悪魔の注意を引く。

《殺気》を全力で放ち、悪魔を振り返らせる。

「──《偽・絶影》」

　ネメの回復スペルが使えない。知るか、そんなこと。

　悪魔の剣速は尋常じゃなかった。本気を出さなければ避け続けられない。

　反動など気にせず、ここで全力を出し切る。

　宙を舞う。身体と地面の間を魔剣が過ぎ去る。

　一瞬の出来事。何も考えず、反射的に跳んでいなかったら間に合わなかった。

　剣を握っていない左手が振り下ろされる。

《離脱ウイズドロー》。全力の跳躍。

　少し反応が遅れた。というか攻撃が速すぎる。

　襲ってくる衝撃波に身を屈かがめる。両手を腕の前に構え、飛び散る石いし礫つぶてを防いだ。

　砂煙から紫色の閃せん光こうが。追撃が飛んで来る。

　どんな攻撃が来るかとか、どれだけの範囲だとかは知らない。

　ただ、生存本能に任せての回避。跳んだ僅か数センチ横の空間を、剣が絶ち切った。

　次の一撃は躱かわしきれない。

　地面を擦かすって迫る魔剣の軌跡を、覚悟して眺めていた。

　力が籠こめられるインパクトの瞬間の手前。火花が散る。フォースだ。

　黒き刀身の刀で、悪魔の剣けん戟げきを堰せき止めていた。

　頰や腕には黒炎が漂っている。あれは煉れん獄ごくを抜いた反動だ。妖刀である煉獄は使用者の身を焼く。

　今はネメの継続回復スペルもない状態。捨て身状態の戦い方では長く持つはずもない。

「ノート！　ここはオレに任せて、みんなに指示を！　態勢を立て直させろ！」

　そんなこと言われても……。

　咄嗟に周囲を見回す。

　ロズリアは戸惑って視線が泳ぎ、エリンは金属の盾の後ろで腰を抜かしている。

　ネメは一生懸命杖を振り、出せるはずのないスペルを必死に振り絞ろうとしていた。

　なんだこれは。どうなっているんだ。どうしてこんな窮地に。

　動揺していても状況が改善しないのはわかっている。けど、どうしたらいいんだ。指示ってなんだよ。なんで俺が？　フォースがやれよ。

　──ジンがいれば。

　そう思わずにはいられない。

　そうだ。ジンだ。まず、ジンを戦線に復帰させるのが最優先だ。

　ジンはダメージを負っているはずだ。どこに飛ばされたのかはわからないが、回復さえできれば戦いに戻れるだろう。

　幸いにも、ボスの発動した神聖術スペル無効化領域はそこまで広くない。範囲外から出ればネメの回復スペルも役に立つはずだ。

「ネメ！　ジンの下へ！　回復してあげて！」

「一人でですか!?」

　彼女の言う通りだ。ジンは遥はるか後方まで吹き飛ばされた。

　ネメがたどり着くまでの間に、ガーゴイルに遭遇してしまうかもしれない。

　あいつらは銅像の形でいる限り、《索敵》に引っかからないのが厄介だ。

　どこに潜んでいるのかわからないから、ネメを一人で行かせられない。

「じゃあ、ロズリアもついていって！」

「でも、スペルが！」

　彼女は未いまだ混乱の最中にいた。

　頼りにしていたスペルが急に使えなくなったら、混乱するのも無理はない。

　俺もいきなりアーツを使えなくなったら、戦闘の最中だったとしても立ち呆ほうけてしまうかもしれない。

「【聖剣の導き手】は!?　フラクタスも使えない!?」

　ロズリアは自身の右手に握る剣に目を向けた。

「すみません、大丈夫です！　ネメさんについていきます！」

　彼女は聖剣を片手に駆け出した。ネメもそれに追従する。

　神聖術スペルが封じられたロズリアの戦闘力は目に見えて半減するだろう。

　21階層のモンスターであるガーゴイルに単騎で迎え撃てるか、わからない。

　でも、フォースはボスの注意を引きつけているのに手一杯だ。

　煉獄の反動もあり、相当無理をしている状況だった。

　危なくなったら、俺もフォローに入らなくちゃいけない。

　比較的手が空いているのはエリンくらいだろう。

　後衛の彼女がついていっても、ガーゴイルが現れた時の盾にはなれない。

　ロズリアしか、ネメをフォローできる人材がいないのが現状だ。

　ジンがいないだけで、ここまでパーティーが回らなくなるなんて知らなかった。

　金属同士の弾はじけるような音がした。

　フォースが競り負け、身体ごと弾き飛ばされた。

　地面に剣を差し、なんとか身体のバランスを崩さないよう持ちこたえる。

「なんだよ、こいつ……。強すぎだろ……」

　彼がそう呟つぶやくのにも納得できる。

　この21階層のボス、やたらめったらに強い。

　スピードはもちろんのこと、膂りよ力りよくまでもが半端じゃない。

　軽く躱しただけじゃ、衝撃波に巻き込まれ、次の攻撃をもろに食らってしまいそうなほどだ。

　フォースは力負けしていた。俺だってスピードの面ですら勝てていない状態だ。

　そんな相手に神聖術スペルすら封じられている状況。

　正直、勝てるビジョンが見えない。

「《呪縛方術》！」

　目の前の敵を倒すのは難しいと判断したのか、エリンが行動制限系のスペルを放つ。

　魔力で作られた鎖は巨体を雁がん字じ搦がらめにした。

　ガーゴイルの時と同じように、どうやら発動を制限されているのは、聖職系戦闘職バトルスタイルのスペルだけのようだ。

　いい狙いだ、エリン。威力重視な攻撃よりも時間稼ぎの方が数倍ありがたい。

　しかし、相手は21階層のボス。拘束スペルで完全に動きを封じられるわけもない。

　悪魔の抗あらがう動きにより、鎖は既に悲鳴のような音を上げていた。千切れるのも時間の問題だ。

　フォースに目を移す。崩れた体勢は既に立て直されていた。

　戦いには復帰できそうだ。拘束スペルが今すぐに解かれても、一応なんとかはなる。

　けれど、煉獄による呪いの影響はすさまじい。黒炎は全身に広がっていた。

　見ているこっちまで、痛ましく思えるほどの侵食。そう長くは持たないだろう。

　フォースが戦えなくなったら、いよいよ終わりだ。

　次に悪魔の攻撃を引きつけるのは俺の役目になる。それも長くは持たないだろう。

　先の数秒間のやり取りで、相手との力量差は目に見えていた。

《偽・絶影》の反動が降りかかってくるタイムリミットだってある。

　呪じゆ詛そのような音の羅列とともに、魔力の鎖は弾け飛んだ。異質で異形な瞳がエリンを捉える。

《殺気》を解き放つとともに、全速で駆け出した。

　悪魔の注意をエリンから引き剝がすことに成功はした。だが、その先に待っているのは暴風のような悪魔の攻撃。

　無我夢中で身体からだを動かすが、二、三撃が精一杯だ。

　それ以上は絶対に無理。攻撃を食らうと思った瞬間、またしてもフォースが援護に入ってくれた。

　間髪容いれずエリンが拘束スペルを発動する。

　しかし、悪魔が突然飛び上がる素振りを見せたことにより、かかり具合が甘かった。

　拘束は数秒で解かれてしまう。

　本当にまずい。このままじゃ、三人ともやられてしまう。

　どうすればいいんだ？　この窮地を挽ばん回かいできる方法はないか？

　いくら考えても、画期的な解決策が出て来てくれない。

　そもそも、力量差が離れすぎている。地力で劣っている。アイデア一つで全てを覆せるほど優しい相手じゃない。

　フォースは相当無理をしている。身体を焼く炎は渦となって、その身を焼いている。

　タイムリミットは想像よりもずっと短いかもしれない。

　あと数秒で全てが終わる。そんな可能性だってある。

　吸いつかれるようにフォースの雄姿を眺めていると、高速接近してくる気配が。

　瞬間。黒い影が戦場に降り立った。

「ごめん。待たせたね」

　そこにいたのは《絶影》を纏まとったジンであった。

「大丈夫なんですか!?」

　目に入ったジンの様子に、声を荒らげる。

　彼の黒い装束は血によってどす黒く染め上げられていた。

　エリンとネメをかばったあの時、ボスの攻撃が直撃したのだろう。

　腹部の衣服がざっくりと裂けている。傷口の様子はよく見えないが、そう浅くはないはずだ。

「ネメに回復してもらったからね。ほら血は止まっているでしょ」

　そう言って、ジンは微笑ほほえむ。

　彼の言う通り、血は止まっているようだ。

　神聖術を封じる範囲外に出て、一旦回復スペルをかけてもらったみたいだ。

「よかったです！　それでネメ姉さん達たちは？」

「こっちがピンチそうだったらからね。ボクだけ急いで向かってきたんだ。多分、後ろの方にいると思うよ」

　ジンは軽く説明すると、未だボスを食い止めているフォースの方を向く。

　そして、大声で指示を出した。

「撤退するよ！　ボスはボクが受け持つから代わって！　ノート君は道案内をよろしく！　途中でネメ達を拾ってあげて」

　こちらの返事を待たずして、ジンはフォースの下へ駆けて行く。

　──撤退。

　指示されるまで、その選択肢が思い浮かばなかった。

　勝てない相手なら撤退するべきだ。それが順当な考え。

　混乱して、的確な指示が出せなかった自分が情けなく感じる。

　今は落ち込んでいる余裕なんてない。

　気持ちを切り替えて、ジンの指示に従おう。

　階層を抜け出すために、転移結晶のある方向に向かって走り出す。

　後ろを振り向くと、ジンが悪魔を相手取っていた。

　エリンとフォースはきちんとついてきている。

　けれど、本来足の速いフォースはダメージを受けているせいで、走るのもやっとといった様子だ。エリンよりも足並みが遅い。

　撤退を始めて、ようやくこの階層のいやらしい構造に気づいた。

　この階層にはボス部屋というものがない。

　よって、ボスが階層内を縦横無尽に動くことができ、いつまでもこちらを追ってきている。

　今までの階層では、そんなことはなかった。ボス部屋から出てさえすれば、追撃からは逃れることができた。

「くそっ！」

　一歩一歩着実に追い詰められている状況に焦りが湧いてくる。

　振り切ろうと思っても、なかなかボスを引き剝がせない。

　その結果、ジンが一手に悪魔の攻撃を引き受けていた。

　ジン一人ならボスを振り切れるだろう。

　しかし、この場にはエリンやフォースがいる。彼らのスピードじゃ無理だ。

　二人の足並みに合わせると、どうしてもジンにしわ寄せが行ってしまう。

　ジンの援護をした方がいいのか？

　俺が出て行っても、ボスの攻撃を避け続けられるとは思えない。むしろ、ジンの邪魔になるだけのような気がする。

　悩みながらもとにかく走り続けた。

　とりあえずはネメとロズリアのいるところに向けて進んでいく。その後のことはその後に考えよう。

　背後から耳を痺しびれさせるような破壊音がした。

　どうやら辺りの柱が砕けたらしい。

　21階層のボスは、神殿を崩壊させる勢いで魔剣を振り回している。

　それもこれも、ジンを狙うためだ。彼を仕留めること以外、魔剣の主にとっては些さ末まつなことのようだ。

　魔剣が石の床に振り下ろされる。

　衝撃で地面が割れた。フォースがバランスを崩す。足が止まった。

　敵はフォースを射程圏内に捉えてしまう。

　悪魔の剣けん戟げきをジンが受け流す。だいぶ無理な体勢だった。

　インパクトの瞬間、ジンの手からダガーが離れた。

　手元から逃げたダガーに執着は見せず、身体に仕込んでいた金属の形状を変化させる。

　そして、次なるダガーとして持ち替えた。

　フォースはその間に体勢を立て直し、走り出す。

　それに合わせて、自分も緩めていたスピードを元に戻した。

　正面に続く暗闇を見据える。

　この先にロズリアとネメがいるはずだ。

　感じる気配に向かって、とにかく走る。

　スペルを封じられたロズリア達と合流できたからといって何かが変わるわけでもないけど。

　それでもこの窮地が打開できる何かが起きるような気がして。希望に縋すがりつくように走り続けた。

　白い影が段々と大きくなっている。距離は縮まっている。髪の色がわかるほどの距離まで近づいた。

　彼女達にもジンから撤退の指示は出ていたのであろう。

　出口に近い場所で待機していたようだ。

　こちらの姿に気づくと、その場で立ち止まり何かを叫び出していた。

　俺達のことを呼んでいるのだろうか。

　後ろの戦闘音にかき消されて、何を言っているのか、よく聞こえない。

　転移結晶までの距離は、幸運にもそう遠くない。

　このまま逃げ切れるかもしれない。

　そんな希望を抱きながら走っていると、叫び声の内容が聞こえてきた。




　──ジ──！──ジン─さ──！




　ジンの名前を呼んでいるようだ。彼がどうしたのか？

　そのまま近づくと、ネメとロズリアの泣き叫ぶような声の内容を捉えた。




「ジン、怪け我がが！」

「無茶しないでください！　死んじゃいます！」




　怪我？　死んじゃう？　何のことだ？

　慌てて振り向き、ジンの姿を見る。

　彼は依然ボスを相手取り、敵の攻撃をいなし続けていた。

　戦いの形勢になんら変化はない。戦闘は激化したままだ。

　彼の服が目に映る。その黒い服の腹辺りのところの染みが広がっている。

　半身は血で染まっている。紅色はズボンの裾まで垂れていた。

　血が止まっていない？　どうして？

　頭が真っ白になる。さっきまでは血が止まっていたはずなのに。

　怪我は治ったんじゃなかったのか？

「どういうことなんだよ!?」

　ロズリアに追いつくと、すぐさま問い詰めた。

　彼女は瞳を潤ませながら、首を振る。

「ノートくん！　早く！　早くっ！　ジンさんと代わってあげてくださいっ！　じゃないとっ！　ジンさんは怪我が治ってないんです！」

「怪我が治ってないってなんだよ！　ネメが治したからこっちの戦いに戻ってきたんじゃないのかよ！」

「違うんですよ！　他の傷は回復スペルで治ったのに！　魔剣で斬られた傷だけはどうしても治らなかったんです！　それなのに無茶をして！　みんなを助けるために飛び出して！」

　……なんだよ、それ。

　いきなりそんなこと言われたって、困るよ。

　そんなの知らない。聞いていない。

「本当は戦えるような状態じゃないんです！　今にでも治療が必要な状態なんですよ！　それを無理やり傷口を塞いで止血して！　このままじゃ死んじゃいます！　わたくしも援護しますから！　だから早くジンさんと代わらないと！」

　まくし立ててくるロズリア。

　彼女の声は音の羅列となって、脳に上う手まく入ってこない。

　どういう意味だよ。このままじゃ死んじゃうって……。

　とにかく動かないと。ここで立ち止まっているわけにもいかない。

　あともう少しなんだ。もう少しで転移結晶に着くんだ。

　結晶から立ち上る水色の光は既に見えている。

　モンスターが来ない結界内まで、あと少しでたどり着ける。

　そこまで逃げ込めれば、この窮地だって全部解決する。

　今はジンだ。ロズリアの言う通り、彼の代わりに戦わないと。

「ジンさんは休んでてください。ここは俺が引き受けます」

　俺がダガーを構えると、ジンは敵の猛攻を避けながらも器用に答えた。

「ボクは大丈夫だから。それにこいつはノート君に任せられるほど、優しい敵じゃない。ここはボクに任せて、みんなの道案内を！」

「でも──」

　ジンの言い分にも一理あった。

　21階層のボスの相手は、自分には荷が重い。

　攻撃をせいぜい三発ほど。時間にして二秒くらいやり過ごすのが、やっとのことだ。

　ジンのように、何分間も戦闘を続けることはできない。

　それもこれも、俺の実力不足のせいだ。

　俺は深層のボスを一人で相手取れるほど強くはなかった。

　唇を嚙かみ締めながら、ジンへと背を向ける。

　視線は転移結晶の光の方へ。

　ジンの指示通り、道案内に徹しよう。

　隣に立つロズリアは何か言いたげな様子だった。

　だけど、結局は俺とジンの判断を優先し、口を挿はさむことを止やめたようだ。

　少し先を進んでいたネメを回収し、彼女を肩に乗せて走る。

　転移結晶に向かって。

　迷いを振り切るように全力で。ただ、生き残ることだけを考えて、走った。

　走る。走る。どんどんと光が強くなってくる。結界に近づいている。

　足が結界の線を跨またぐと、そのままの勢いで結界内に跳び込んだ。

　俺とネメは地面に転がった。

　続いて、ロズリア。そして、エリンが跳び込んでくる。

　その後しばらくして、フォースが転がり込んできた。

　みんなは無事だ。あとはジンだけ。

　彼はだいぶ遠くの方で、未いまだ21階層のボスと戦いを繰り広げていた。彼の動きが線のようにしか見えないほど離れている。

　ジンが離脱できる隙を作ろうと、エリンがスペルを唱えた。

　魔力でできた鎖が高速で悪魔に絡みつき、縛り上げる。

　今度はしっかりと成功したようだ。

「今よ！」

　エリンが叫ぶ。

　ジンはしっかりと相手の動きが止まったのを確認して、《離脱ウイズドロー》を発動した。

　負っている怪我のせいだろうか。

　いつもの《離脱ウイズドロー》より遅く見える。

　そんな印象を漠然と抱いていると、それは起こった。

　ちょうどジンが、俺達たちと悪魔の中間地点に到達した瞬間のことだった。

　俺は最初、何が起きたのかわからなかった。

　ただ、紫色に光る大きな剣が地面に突き刺さった。そう思った。




　だけど、何な故ぜか剣は確実にジンの胴体にも刺さっていた。貫通していた。




　ジンの目は見開かれていて。暖かい赤色の瞳が輝いて見える。

　噴き出す血の色が偽物みたいに鮮やかだった。

　作り物みたいだ。なんかのオブジェみたいだ。

　目の前で起きた出来事を、そんな風に俯ふ瞰かんして眺めることしかできなかった。

　この光景に意味なんてなくて。きっと、ただの形だけのもので。

　実は剣は刺さってなくて。ジンは無事で。

　21階層のボスなんてものも存在しなくて。ここが21階層だってこと自体が偽りで。

　悪い夢だったり。自分とは全く関係ない世界の作り話だったり。

　そもそもジンって誰だ？　あれがジン？　そんなわけがない。

　だって、ジンは誰よりも強くて。最強で。

　ダンジョンのモンスターの攻撃なんて食らうわけなくて。負けるわけなくて。

　そうだ。あれは違う。別人だ。ジンに似せた誰かだ。

　誰かって誰だ？　ここには『到達する者アライバーズ』以外の人間はいない。いるわけない。

　じゃあ、誰だ？　人じゃないなら。モンスターか？
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　そうだ。モンスターだ。ジンに似せたモンスターに違いない。

　俺達を困惑させようとして、剣に貫かれたふりをしているんだ。

　お前の魂胆はわかった。だけど、騙だまされるはずがない。

　ジンが負けるはずがないんだ。敵の攻撃を食らうなんてあり得ないんだ。

　なら、本物のジンは？　どこにいる？

　見渡す。いない。ジンがいない。

　どこいったんだ？　隠れているのか？

　もしかしたら、先に帰ったのかもしれない。ピュリフの街に。

　……。

　そんなわけないじゃないか。ジンが俺達を置いて帰るなんてあり得ない。

　だったら、目の前で、血まみれで串刺しになっているのがジン？

　知ってるよ。俺だって馬鹿じゃない。本当は気づいているんだ。

　悪魔によって魔剣が投げられて、それにジンは貫かれた。

　悪魔の右手の拘束だけが僅かに緩くなっている。

　その緩みは悪魔が意図的に作り出したものだろう。

　身体からだを捻ひねるかなんとかして。拘束スペルから右手だけを匿かくまって。

　自由になった右手で、背中を見せたジンへ魔剣を投げた。

　それが今起きたことの全て。それ以上でもそれ以下でもない。

　拘束の解けた悪魔はジンにゆっくりと近づき、剣を引き抜く。

　やめろ！　そんなことしたら！

　血がさらに噴き出す。止まらなくなっちゃうじゃないか！

　剣を振り上げる。

　──もう一撃。振り下ろすかのように思えた。

　しかし、悪魔は宙で刀身を止め、背を向けた。

　侵入者である俺達に興味をなくしたのか。羽を広げ、はばたいていく。

　大気の振動とともに、瞬く間に21階層のボスは去っていった。

　よかった。とどめは刺されなかった。

　違う。よかったんじゃない。とどめを刺されなかったんじゃない。




　──とどめを刺す必要がなかったんだ。




　この階層にいるのは五人。結界内にいる五人の気配だけ。

　無情にも《索敵》はそう告げていた。

　俺、エリン、ロズリア、ネメ、フォースの五人。




　いつもそこにあったはずの静かで強したたかな気配は。




　既に感じられなくなっていた。
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　21階層から帰ってきて、十日が経たった。

　あの後、俺達は体温を失ったジンの身体を抱えて、ピュリフの街に戻ってきた。

　無理だってわかっていても、ネメは何度もスペルをかけて、傷を治そうと必死になっていた。

　それをフォースがいさめて。言い争いになって。

　いつの間にかそこにエリンも加わって。

　なんか喧けん嘩かみたいになっちゃって。

　ロズリアがそれを咎とがめて。

　でも、じゃあどうするんだよって。

　仲間が死んだときの対処法なんて、誰もわかるはずがなくて。

　みんな俯うつむいていて、途方に暮れて。

　偶然近くを通りかかったパーティーが事情を察して。

　あれやこれやと冷静な指示が飛んできて。

　彼らの言われるがままに行動して。

　いつの間にか、ジンの身体は棺ひつぎに納められ、火葬されることが決まっていた。

　瞬く間に事が運んで、その目まぐるしさに頭がついていかなかった。

　ただ、あれをやらなくちゃとか。これもやらなくちゃとか。

　人が死んだ時にやるべきことっていうのは案外たくさんあって。

　その間はジンの死を受け入れる暇もなかった。

　でも、葬儀が終わると途端にやることがなくなって。

　ジンの死について考える時間だけが残った。

　あの時、俺がジンの指示に従わず、ボスの攻撃を引き受ければよかったとか。

　ジンから任せてもらえるくらい俺が強かったらとか。

　それだけを悔やんでいればまだマシだったんだけど。

　怒りの矛先は自然と仲間に向かっていき。

　エリンがちゃんと拘束スペルで悪魔の動きを抑えていればよかったとか。

　フォースやロズリアにも攻撃を受け持って欲しかったとか。

　八つ当たりばっか考えちゃって。

　でも、俺と同じくジンの死を悲しんでいる仲間にそんなこと言えるわけなくて。

　そもそも、そんなこと言ったら、自分の非を彼らに咎められる気がして。怖くて。

　次第にみんなと顔を合わせるのが嫌になって。辛つらくなって。

　みんなを避けるように、俺はパーティーハウスに寄りつかなくなっていた。

　他のみんなも同じように家を離れることが多くなったのだろうか。

　顔を合わせてないから、そこらへんはよくわからなかった。

　毎日十一時頃に起きる。顔を洗ってすぐに家を出る。

　朝と昼ご飯を同時に済ませ、目的もないまま人ひと気けのないところへ行き、落ち着いて腰を下ろせる場所で日が暮れるまでただ時間を過ごす。

　夕ご飯は外で食べる。

　なるべくゆっくりと時間を稼ぐように料理を口に運び、静かな夜の道を帰る。

　パーティーハウスのドアを開けると、一直線に部屋に向かい、風呂と寝支度を簡単に済ませ、布団に入る。

　その繰り返しだ。昨日なんて、メンバーの誰とも会話を交わさなかった。

　みんなどうしているんだろう。気になるけど、知りたいとは思わない。

　ダンジョン探索は当然のように立ち消えになった。

　誰もダンジョンに潜りたいなんて馬鹿なことは言わなかった。

『到達する者アライバーズ』での生活の大半を占めていたダンジョン探索がなくなって、俺達は暇になった。

　ダンジョン探索をしないんだから、修業もする必要がない。

　日課だったアーツの研けん鑽さんもすっかりやめてしまったから、やるべきことが一つもなかった。

　どうしよう。これから何をすればいいんだろう。何もわからない。

　したいこともないし、すべきこともない。

『到達する者アライバーズ』は一流のダンジョン攻略パーティーだった。

　たとえ資金不足になっていたとはいえ、当面の生活費には困らないだけの蓄えはある。

　生活費を稼ぐために、働く必要もないわけだ。

　働かず、ただ食べて寝るだけの生活。

　遊ぶ気にもなれないし、気晴らしをする気にもなれなかった。

　幼おさな馴な染じみに別れを告げられた時は、落ち込んでひたすら酒に逃げていた。

　次から次へと頭に浮かんでくる嫌な思考に霧をかけようと、毎日のように酒を飲んでいた。

　ジンが死んだのは、幼馴染の期待を裏切った時と同じくらい、いやそれ以上に辛かった。苦しかった。

　だけど、その苦しさを酒で誤魔化す気にはなれなかった。

　ジンが死んだのは、俺の、俺達の未熟さ故だった。

　ダンジョン探索を甘く見て、ジンに頼り切った俺達全員に原因がある。

　数多あまたの冒険者が命を落とすのがダンジョンだって知っていたはずなのに、自分達だけは大丈夫だろうと高を括くくっていた。

　そのつけを清算する時がやってきたのだ。

　自分の罪を酒に流して忘れるなんてできるわけがない。

　そんなことしたら、死んだジンに合わせる顔がない。

　だから、酒も飲まず、ただじっと座ってジンの死について考える。

　それだけに費やす。それ以外は何も考えず、ただ毎日を過ごす。

　本当にそれだけだった。







「ノート、今日、夜空いているか？　みんなで一度話し合いでもしようと思うんだ」

　起きて、そのまま寝間着から外行きの服に着替えて、外に出ようと玄関で靴を履いていた瞬間のことだった。

　その日は、フォースがリビングから出てきて声をかけてきた。

　俺が部屋から出るのを待っていたのだろうか。

　なるべく誰とも話さないようにと急いで身支度をしていたのに、見つかってしまった。

　正直、話し合いなんてしたいと思わない。

　話し合いをしたところで、何も解決はしない。ジンは帰ってこないんだ。

「すみません。今日の夜は予定があって。また今度にしてくれませんか」

　俺は噓うそを吐つく。予定なんてあるはずもない。

「そうか……」

　フォースは視線を下に向ける。

　話し合いに誘うのを諦めてくれたかと思って、背を向ける。

　そのままドアに手をかけると、後ろから声が続いた。

「なら、いつならいいんだ？　いつなら空いているんだ？」

　知るか。そんなの。

　俺だって、いつになったらみんなと話す気になれるのかわからない。

　自分でもよくわからないんだ。

「さあ、どうなんですかね。その時のことはその時になってみないとわからないですから。まだ、なんとも──」

「話す気にはなれないってか」

　俺の拒絶を悟ったのか、フォースは苛いら立だちを隠さない口調で告げた。

「みんなは参加してくれるってよ。あとはお前だけだ。お前さえ参加してくれれば、話し合いを始められるんだ」

　なんで、こんな時になって急にリーダーらしいこと言うんだよ。

　俺の知っているフォースはもっと頼りなくて、ちゃらんぽらんな人間だったじゃないか。

　パーティーをまとめる気なんてさらさらなくて。自分の好きなことだけをして。

　それがよりにもよって、俺が一番嫌なタイミングで。リーダーぶって干渉してきやがって。

　ジンがいなくなったからか？

　いなくなったから、ジンの代わりにリーダーらしいことをしようって？

　遅いんだよ。だったらジンが生きているうちに、リーダーらしく俺達たちをまとめて、ジンの負担を減らしてやればよかったじゃないか。

　怒りを目の前の人物にぶつけたいのは山々だが、そんなのただの八つ当たりだ。

　寸前で怒りを堪こらえ、代わりの言葉を探した。

「話し合いって何を話すつもりなんです？」

「これからのことだよ。このままずっと何もしないまま過ごしているわけにもいかないだろ？　だから、みんなでこれからのことを話し合おうと思うんだ」

　正論だ。フォースの言うことは間違っていない。

　いつまでもジンの死を引きずって、逃げ回っている俺よりかはずっと正しいのだろう。

　だけど、これでいいんだ。

　ジンの死を正面から受け止められなくて。無意味で無価値に毎日を過ごす。

　今の俺にはこれが一番心地よいんだ。

　前を向く努力なんて疲れることをしたくない。

　もうちょっとだけ休みたいんだ。

「そうですか。なら、俺は現状維持に一票で。あとは俺を抜いて勝手に話し合ってください」

「そういうわけにはいかないだろ。別にノートが現状維持でいたいって言うんだったら、その意見は尊重する。けど、意見をオレに託して、話し合いに参加しないのは違うだろ」

　しつこいな。俺は誰とも話したくないんだよ。わかってくれよ。

「すみません。そろそろ予定が差し迫っているので。もう外に出ていいですか？」

「それはパーティーの話し合いより大切な用事なのか？」

「どうしてそこまで言わなくちゃいけないんですか。個人的な用事に口を突っ込まないでくださいよ」

「そんな言い方ないだろ」

　フォースは怒りを堪えきれず足を揺する。

　俺はそんな彼の怒りに気づかないふりをして、背中を向けた。

「とにかく話し合いは勝手にやっていてください。俺は不参加で。その代わりみんなの決定には従いますから。どんな結論を出そうと、文句は言いません。それでいいですか？」

　会話を無理やり打ち切って、ドアノブを捻ひねる。

　扉を開けて、逃げるように外へと出た。

　脇目も振らず、パーティーハウスから距離を取るように足早に歩いていく。

　目的地はない。ただどこか静かな場所へ。

　そう願って、俺はいつも通り、意味もなく時間を浪費することに決めた。

　だけど、俺の知らないところで状況は着実に変化していて。

　そのことに気づいたのは、夜遅くパーティーハウスに帰ってきてからのことだった。




　その日、エリンからフォースが『到達する者アライバーズ』を去った旨を伝えられた。







[image: ]




「フォースが出ていったってどういうこと？」

　最初、エリンの言っている意味がわからなかった。

　こうして会話を交わすこと自体、すごく久しぶりに感じる。

　なんて吞のん気きなことさえ考えていた。

「そのままの意味よ」

　エリンは短く答える。

「『到達する者アライバーズ』を出ていったってこと？　それとも、ピュリフの街からもいなくなるってことなの？」

「その両方よ」

「出ていったって、どうして？　ここを出ていって、どこに行こうっていうんだよ！」

「自分の弱さが嫌になったんだって。だから、もう一度自分を鍛え直すって言ってた。どこに行くつもりなのかは聞いていないわ」

「それって、当分の間は戻らないってこと？」

　俺は尋ねる。エリンは首を横に振った。

「さあね。いつ戻るのかも聞いていないわ。そもそも、戻る気があるのかも──」

「それじゃあ、『到達する者アライバーズ』はどうするんだよ！　ジンもいないのに、フォースまでいなくなるなんて！」

「そんなの知らないわよ。少なくとも続けていくことは難しいんじゃない？　解散って形になるのかしらね」

　──解散。

　その単語の冷たい響きに、背筋が凍るような思いがした。

　どうして、そんな簡単に残酷なことが言えるんだよ。

　だって、『到達する者アライバーズ』はジンとのたくさんの思い出が詰まった場所じゃないか。

　それをあっさりと捨てるなんて。どうかしている。

「なんでフォースを止めなかったの……」

　俺は呟つぶやいた。そこで、大きな声が響いた。

　エリンが俺の胸元を摑つかんで、訴える。

「私だって止めたわよ！　でも、止められるわけないじゃない！　あのフォースのことよ！　自分で決めたことを、他人にどうこう言われてやめる人間じゃないじゃない！　そこまで言うなら、ノートが止めてくれればよかったのに！」

「でも、俺は話し合いに──」

　そこまで言って、冷静になる。

　話し合いを拒否したのは俺自身だ。

　それを参加しなかったからって、他人に責任をなすりつけるのは間違っている。

　どちらかというと、責任は俺の方にある。

　エリンはフォースに一度は向き合ったのだ。

　俺はジンの死を引き合いに出して、フォースを拒絶した。向き合うことを放棄した。

　フォースに話し合いを設けようって言われた時、てっきり彼がもうジンの死から立ち直っているとばかり思っていた。

　だけど、そんなわけがなかったのだ。

　フォースは俺と同じように傷ついて、悩んでいた。

　俺は現状維持という結論にたどり着いたが、彼は違った。

　パーティーから出ていくという結論を下したのだ。

　自分のことだけしか考えられなくて、他人の気持ちを思いやれなかった俺の責任だ。

　勝手に自分だけが落ち込んでいると思っていた。世界で一番不幸だと思っていた。

　でも、俺と同じように、みんながみんな不幸で。誰しもが傷ついていた。

　それは次なるエリンの言葉で、嫌っていうほど思い知らされた。

「それで、私も色々考えた結果、このピュリフの街から出ていこうと思うの」

　衝撃だった。エリンまでいなくなるつもりなんて。

「なんで……」

　掠かすれた声をなんとかして振り絞る。

　その時、俺は初めて顔を上げて、エリンの瞳を見た。

「私もフォースと同じような理由よ……。フォースの話を聞いて、私も決めたの。もう一度きちんと魔法を学ぼうって」

　彼女は続ける。

「ジンが死んだのは私のせいよ。あの時、私がボスの動きを止めることができなかったから、ジンは死んだ。完全なる私の実力不足のせいじゃない！」

「でも、あれはボスが強かったからで、決してエリンだけの責任じゃ──」

「そんなその場しのぎの慰めの言葉なんていらないわよ……」

　エリンは冷たく呟いた。

「白魔術って知ってる？」

　ふと、尋ねられる。

　質問の意図がわからないまま、俺は頷うなずいた。

「確か魔導士が使える回復スペルのことだっけ？　珍しい魔法だってのは聞いたことあるけど──」

　そこまで言って、はっと気がつく。

「もしかして──」

「神聖術スペルは駄目だったけど、白魔術なら大丈夫だったかもしれないわ。もしジンやフォースに使っていたら、何か変わったかもしれない」

「じゃあ、なんで使わなかったんだよ？」

「使わなかったんじゃない。使えなかったのよ」

　彼女は自嘲の笑いを浮かべていた。

「私には【全属性魔法適正】ってスキルがあるでしょ？　だから、白魔術の適正もあるはずなのよ。それにもかかわらず使えないのは、全部私の努力不足よ」

「でも、エリンは魔法を必死に勉強していたじゃないか！」

「それは20階層で遭難してからの話でしょ？」

「そうだけど……」

「私が過去にもっと勉強していれば、ジンは死ななくて済んだのよ！　学校を辞めなければ！　『到達する者アライバーズ』に入ってから、魔法を鍛えるのをサボっていなければ！　自分の弱さを認めて本気になるのが、もう少し早かったら！　キャシーを怒らせて、魔法を教えてもらえないなんてことがなければ！　ジンは死ななかったのよ！」

　そう叫んでいる間にも少女は泣いていた。震えていた。

　彼女も俺と同じように、ジンの死によって心が壊れていたんだ。

「エリン……」

　俺は呟く。

　涙を流して、嗚お咽えつを漏らしている彼女を抱きしめようと近づく。

　腕を拡ひろげて、エリンの肩を包み込んだ。

「ごめん。今はノートの優しさを受け取るわけにはいかないの」

　しかし、彼女は両腕をお互いの身体からだの間に挟んで、優しく、とても優しく俺の身体を押しのけた。

「私は弱いから。ノートが近くにいるとすぐに頼っちゃうから。一人で頑張るって決めたの。ここを出るのも。魔法をもう一度きちんと勉強するのも。もうあなたを頼らないわ。一人で故郷に帰って、魔法以外のことは一旦全て忘れようと思う」

「なんだよ、それ……」

　じゃあ、俺はどうすればいいんだよ。

　世界で一番尊敬していて、恩人だった人を失って。

　悪友じみて、でもどこか憎めない先輩がいなくなって。

　その上、誰よりも守りたくて、一緒にいたかった君まで離れていくなんて。

　俺は何を支えにすればいいんだよ。

　彼女を抱きしめるために持ち上げた両腕は宙をさまよっていた。

　もう一度手を伸ばせばいいのか。それとも振り下ろせばいいのか。

　迷ったまま腕は動かなかった。

「だから、しばらくはお別れね。会えなくなるのは寂しいけど。一人で頑張ってみるから。私のことを忘れないでね」

「待ってよ！　勝手に決めないでよ！　しばらくってどのくらいなんだよ！　いつまで待てばいいんだよ！」

「さあね。私が満足するまでじゃない？」

「そんなの嫌だ！　もう会えなくなるなんて嫌だ！　頼むから一人にしないでよ！」

　自分勝手なことを言っているのはわかっていた。

　散々みんなを拒絶しておいて。いざいなくなるってわかったら、引き止めるなんて。

　でも、もう嫌だった。大切な人が去っていくのは。

　エリンは瞳に涙を溜ためながら、少し微笑ほほえんで答える。

「急にわがまま言わないでよ。困っちゃうわよ。でも、ちょっと嬉うれしい」

「なんで笑っているんだよ。こっちは真剣に言っているんだよ」

「そんなに必死に引き止めてくれるなんて思ってもみなかった。正直、ノートは私のことをそこまで大事に思っていないと思ってた。ノートって自分の思っていることを言ってくれるタイプじゃないでしょ？」

　俺だって、エリンが自分のことをそんな風に見ていたなんて知らなかった。

　知っていたら、もっと素直になれたのに。

「だから引き止めてくれて。私のことをそこまで大切に思ってくれて。言葉にしてくれて。ありがとう」

「今まで言えなかったのは悪かったよ。これからはたくさん優しくする。素直になるから。だから、どこか行っちゃうなんて悪い冗談はやめてくれよ」

「冗談なんかじゃないわよ。これは決めたことだから。なんと言われようと覆すつもりはないわ。本当にごめんね」

　彼女は俺から一歩離れて、背を向けた。

「これ以上ノートと話していたら決意が鈍りそうだから、話はもうこれでおしまいね。最後に何か言いたいことはある？」

　あるよ。たくさんある。話し残したことがたくさんあるから。

　だから、お別れなんてやめてくれ。

「魔法なんて勉強しなくていいじゃんか！　もう『到達する者アライバーズ』は終わったんだ！　もうダンジョンにも潜る必要もないんだよ！　だから、いなくならないで！」

　想おもいは言葉となって溢あふれ出てくる。

「そうだ！　前に言ってたじゃん！　ダンジョンなんて潜るのをやめにして。付き合って、二人でモンスターとか関係ない平穏な生活を送って。ゆくゆくは結婚して、人並みの幸せを歩むって！　いいじゃん、そうしようよ！　それじゃ駄目なの？」

　もう少しかっこいい別れの言葉を贈るべきだったのだろう。

　だけど、俺の口から出たのは情けない懇願だった。

　エリンは頭を横に振った。銀色の髪の束がさらさらと揺れていた。

「まさかプロポーズしてもらえるとはね。嬉しいけど、今は嬉しくないかも。ごめん、やっぱり昔に言ったあれ、なしにして」

「……っ」

「確かにもう魔法を勉強する必要なんてないのかもしれない。一生ダンジョンに潜らないのかもしれない。でも、もう二度と自分の未熟さに後悔はしたくないから。必要かどうかは関係なく、魔法に向き合ってみたいの」

　突然のエリンからの拒絶に言葉が返せなかった。

　どうして？　エリンまで俺を見捨てるのかよ。

　ずっと黙っていると、彼女は口を開いた。

「もう何もない？　なら、私から最後に一言」

　そう言って、彼女は振り向いた。

「ノート、好きよ。また会いましょう」

　去り際に聞いた、最後の一言だった。

　それから彼女は自分の部屋に戻って、急ぐように身支度を整えた。

　そして、すぐさまパーティーハウスから去ってしまった。

　じゃあねの一言もなく。この街から瞬く間にいなくなってしまった。

　その間、俺は引き止めることもできなくて。

　ただ自室のベッドに腰掛け、うなだれていることしかできなかった。





＊
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　フォースだけじゃなく、エリンだって自分勝手だ。

　一人で勝手に決断して、勝手にいなくなって。

　残された人の気持ちはどうなるんだよ。

　俺はこれから一体どうすればいいんだよ。

　今日も一人、公園のベンチでそんなことを考えていた。

　俺はエリンにいなくなって欲しくなかった。一緒にいて欲しかった。一人にしないで欲しかった。

　俺はエリンが思っているほど強くない。

　一人じゃ生きていけない人間なんだ。

　ジンが死んで、一人で自分の殻にこもったのは、『到達する者アライバーズ』という帰ってくる場所があったからだ。

　約束された居場所があったから、誰にでも冷たくできた。

　拒絶しても、その関係性が消えることはないと思い込んでいたから。

　でも、その考えは間違っていた。

　フォースもエリンもいなくなった。

　二人は、自身の無力さを後悔し、自分を鍛え直すと言っていた。

　その決断は決して悪いものじゃないんだろう。

　彼らを咎とがめることもできない。

　でも、自分が彼らと同じようにすべきなのか。

　それはわからない問題だった。

『到達する者アライバーズ』は崩壊した。それは紛れもない事実だ。

　パーティーメンバーが半数も消えた。もう存続可能な人数でもない。

　そもそもジンが死んで、パーティーとして形をなすのかという問題だってある。

　ジンがいたから『到達する者アライバーズ』はここまでこられたのであって、ジンがいなかったら『到達する者アライバーズ』として活動できるのか。

　だいたいジンがいない『到達する者アライバーズ』なんて『到達する者アライバーズ』と言えるのか。

　俺には『到達する者アライバーズ』はもう修復不可能なほど壊れているように思えた。

　だから、エリン達たちの決断は状況を好転させるようなものでもなく、ただの自己満足だ。

　いくら鍛えて強くなったところで、ジンは帰ってこない。

『到達する者アライバーズ』は終わったのだから、その力を使うべき場面はもう訪れない。

　だけど、ただ毎日を惰性で過ごしている俺よりか、生産性のあることをしているという点では褒められるべきなのだろう。

　少なくとも、今の自分の在り方は間違っている。

　俺もエリン達同様、自身を鍛え直すべきなのだろうか。もう大切な人を失わないようにと。

　ジンが死んだ原因の一端は俺だ。

　もう少し強かったら。ジンに殿しんがりを任せてもらえるくらい強かったら。

　きっと、ジンは死ななかった。

　エリンよりもフォースよりも、一番力をつけないといけないのは俺だ。

　また修業でも始めてみようか。

　どうせやることないし。他に選択肢もない。

　こうやって座って一日を過ごすよりはずっと有意義なはずだ。

　身体を動かせば、何かいい考えも思い浮かぶかもしれない。思考の袋小路から抜け出せるかもしれない。

　そうと決めたら行動は早い方がいい。この決意が揺らがないうちに。

　錆さびだらけのベンチから立ち上がる。公園の出口に向かって歩きだした。

　公園は住宅地のど真ん中にあった。

　ここから『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のパーティーハウスへの距離は随分あるが、歩いていけない距離じゃない。

　日が暮れるまでには着くだろう。

　時間的に今日中に修業をつけてもらうことは難しいかもしれないが、約束だけでも取りつけておこう。

　そうすれば自分の気が変わろうとも、約束を反ほ故ごにはできない。

　修業しなくてはならない状況ができあがる。

　そう思って、俺はリースへ会いに行った。







「ちょうどいいタイミングに来たね、幼女攫さらい君。久しぶり」

『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のパーティーハウスの呼び鈴を鳴らすと、リースはあっさりと現れた。

　ダンジョンに潜っていて、今日中に会えない可能性も考えていたから、これは幸運だった。

　彼女の言う通り、いいタイミングだった。

　彼女が何を指してちょうどいいタイミングと言ったのかは疑問なところだけど。

「お久しぶりです、師匠」

　手を上げて返事をする。

「話があるんですけど、今空いていますか？」

「空いてるよ。私も話さなくちゃいけないことがあるんだ。来てくれて助かったよ」

　なんだろう。話さなくちゃいけないことって。

　内心で首を傾かしげていると、リースは靴を履いて、外へと向かう素振りを見せる。

「ここじゃうちのメンバーもいて話しにくいし、どこか場所を変えない？」

「いいですよ」

「じゃ、近所の喫茶店とかにするか」

　頷うなずきを返し、先を歩き出したリースに続くことにした。

　五歩ほど後ろを歩きながら、今日の彼女の服装について考える。

　淡い黄緑色のカーディガンに、えんじ色のロングスカート。

　珍しい。初めて見る服装だ。

　そもそも、リースがスカートを穿はいていること自体、見たことがなかった。

　いつもはショートパンツに上はＴシャツといったラフな格好をしている。

　だけど、今日は普通の女の人みたいな服装だ。

　こういう服も着こなせるなんて初めて知った。

　そう歩かないうちに目的の喫茶店にたどり着いた。

　リースが扉を開ける。俺も中へと入り、四人掛けの大きめな席に二人でついた。

　とりあえずコーヒーを二つ頼む。

　オーダーを取った店員は、すぐさま奥へと消えていった。

　俺とリースは黙って向き合う。最初に口を開いたのは彼女の方だった。

「いつぶりだろうね。こうやって幼女攫い君と顔を合わせるのって」

「ジンさんの葬儀ぶりじゃないですか？」

　静かに答える。

　対するリースはというと頭の上に手を組んで、窓の外を眺めていた。

「そうだね……。あの時は大して話した記憶もないから、すごい懐かしく感じるなー」

「俺も師匠と話すのを懐かしく思ってますよ」

　こうして誰かと落ち着いて話をすること自体が久しぶりだ。

　パーティーメンバーとの会話は避けていたし、話したとしてもどこか棘とげのある会話になっていた。

　フォースの去り際の会話然しかり。エリンとの別れの会話然り。

　だから『到達する者アライバーズ』以外の人物と会話している、この状況はなんだか嫌いになれなかった。

　一応、リースは部外者という立場だからだろうか。少し安心して話せる。

　もっと前から、リースに声をかけていれば、何かが変わっていたかもしれない。

　そんな後悔さえ思い浮かべていた。

「で、話があるんでしょ？　だから、私を訪ねてきたと」

「はい。でも、師匠の方も話があるんでしたよね？」

「うん、そうそう」

「だったら、そっちからでいいですよ」

「じゃあ、お言葉に甘えて──」

　リースは外の景色から視線を外さずに言った。

「私ね。冒険者を辞めようと思うの」

　──え？

　俺は驚きのあまり声が出なかった。

　一体何を言っているんだ、リースは？

「ジンが死んだよね？」

「……はい」

　俺は唇を嚙かみしめながら頷いた。

「それで私も考えさせられたのよ。ああ、私にはダンジョン攻略なんて無理だって……」

　彼女は自嘲するような口調で、話を続けた。

「暗殺者として最強だったあのジンが死んじゃったんだよ。私の憧れだったあのジンが。それなのに私ごときが、ジンの成し遂げられなかったダンジョン攻略なんてできるわけないじゃん……」

　そう告げるリースの拳は、膝の上でスカートの布をぎゅっと握りながらも震えていた。

　そうか。彼女も俺と同じく、ジンの死を正しく受け止めきれなかった一人だったんだ。

　リースはジンに片かた想おもいをしていた。

　そんな大事なことを今頃、思い出した。

「私ももう大人だしさ。そろそろ現実を見てもいいのかなって……」

「……現実ですか？」

「うん。ダンジョン攻略って。いや、そもそも冒険者ってあまり全うな職業じゃないでしょ？　命を張って、モンスターと戦って。その対価を貰もらって。命を切り売りしているようなもんじゃん。そんなのいつまでも続かないのかなって……」
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　冒険者なんて職業自体、夢追い人みたいなものだ。

　真面目にこつこつと働くこともせず、好き勝手して生きていける、理想の職業の代表みたいなものだ。

　俺達は理想を見ているようで、実のところ現実から目を背けていたのかもしれない。

「命の危険もなく稼ぎも安定した職についてさ、普通の人生に戻ろうと思うんだ。結婚とかも考えなくちゃいけない歳としだしね。いいじゃん平凡な人生で。何かを失い続ける人生よりきっとそっちの方がいいよ」

　リースの言い分はきっと正しい。紛まがうことなき正論だ。

　だけど、心の底ではその正論を認めたくないと思っているのも事実だった。

「ダンジョン探索だって楽しかったよ。でも、楽しさとか、刺激とか、高揚感とか。そういうのはある年齢でおさらばするものなんじゃないのかな？　あとは現実と折り合いをつけて。妥協するのが賢い生き方なんだよ。それが大人になるってことなんだよ」

　果たして、ダンジョンに挑んで命を落としたジンは、賢くなかったというのか？　大人になりきれなかったというのか？

　その発言には文句だって言いたい。

　でも、そう話すリースの悟った表情を見て、それが無駄なことに気づく。

　彼女の意志は既に固まっている。冒険者を辞める決意は既に済ませているのだ。

　そのくらい、ジンの死は彼女にとって大きいものだった。

　俺に話しているのも、相談のためではない。決断を報告しているだけだ。

　こうやって、リースの決断を素直に受け入れられない自分は子供なのだろう。

　俺はリースにまでいなくなって欲しくないと思っている。自分の勝手な都合だけで。

「『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のみんなには言ったんですか？　冒険者を辞めるつもりなこと」

　とてもやんわりと、リースの決断が挫くじかれることを願って尋ねた。

　大人になったリースには、子供のままの自分の言葉は届かない。

　そうわかっていたから、回りくどい引き留め方しか選べなかった。

　それでも、彼女は止まらない。

「言ったよ。許可ももう取っている。もう少ししたら、ピュリフの街からも出ていくつもりだったんだ」

「そうだったんですか……」

「出ていく前に幼女攫い君には一声かけていかなくちゃと思っていたけど、君から来てくれて助かったよ」

　──ちょうどいいタイミングに来たね、幼女攫い君。

　最初にかけられた台詞せりふの意味をようやく理解した。

　いつもと違った普通の女性らしい服装も、普通の生活に戻るという決意の表れなのだろう。

　よく見ると、いつも携帯していた武器だって見当たらない。

　かつてナイフを携えていた腰のあたりにあるのは、動きにくそうなロングスカートの布地だけだ。

　彼女は本当に冒険者を辞めるつもりなんだ。そう実感してしまった。

「ところで、幼女攫い君の話って何だったの？　もしかして、私と同じようなこと？」

　今度は彼女が尋ねてくる。

　今更、この流れで修業を頼むなんてできるわけがない。

　俺は咄とつ嗟さに噓うそを吐つくことを選んだ。

「そうです。俺も冒険者を辞めようと思って」
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　もうすぐ夜明け前を迎えるといった頃合い。

　自分の部屋で明かりをつけながら、一人考えていた。




　──そうです。俺も冒険者を辞めようと思って。




　口にしてみると案外しっくりくる響きだ。

　まるで、その言葉は心の中に昔から居座っていたような安心感があった。

　自分では意識していなかっただけで、ジンが死んだ後の俺は、とっくにそう結論づけていたのかもしれない。

　リースと同じくパーティーを辞めて、冒険者まで辞めるつもりだったのかもしれない。

　エリンを引き止めようとした際、最後に出てきたのも同じような言葉だった。




　──ダンジョンなんて潜るのをやめにして。付き合って、二人でモンスターとか関係ない平穏な生活を送って。ゆくゆくは結婚して、人並みの幸せを歩むって！　いいじゃん、そうしようよ！




　実は心の底でそう願っていたのかもしれない。

　ダンジョン攻略なんて本当はしたくなくて。

　人並みに幸せな人生で満足できる人間だったんじゃないだろうか。

　そのように訊きかれて、否定できる自信を今の俺は持ち合わせていなかった。

　20階層から無事に生還できて、ダンジョン攻略をやめないかというエリンの提案を断った時はどうかしていたんだ。

　本当は頷きたかったのに、何かの間違いで断ってしまった。そうに違いない。

　元々、俺が一流冒険者を夢見るようになったのだって、幼おさな馴な染じみの子が冒険者になりたいって言っていたのに口を合わせていただけだ。

　口を合わせていくうちに、いつの間にか自分自身の夢だったと錯覚していた。

　幼馴染と別れてから冒険者を続けていたのだって、ただの未練からだった。

　夢を叶かなえる気なんてかけらもなくて、ただ現実を見るのが嫌で冒険者を続けていただけだった。

　そして、ジンと『到達する者アライバーズ』の皆に出会い、ダンジョン攻略を夢見るようになった。

　でも、その夢だって借り物だ。

　みんなの夢を真ま似ねしただけであって、俺自身がダンジョン攻略をしなくてはいけない理由なんてものはなかった。

　俺には元々、夢なんてものはなかったんだ。

　冒険者を辞めても、何も問題ないのではないだろうか。

　気の迷いで、冒険者生活なんて間違ったものに年月を費やしてしまった。

　だけど、もう現実を見て、自分の人生に向き合うべきなのではないだろうか。

　そもそも、【地図化マツピング】という外れスキルを手にした時点で冒険者になるのは諦めるべきだったんだ。身分不相応な夢だった。

　これからは誰も大切な人を失わなくて済むような、平穏な生活を歩むべきなんだ。

　そう結論づけてからは早かった。

　部屋中にある物を、この先の生活に必要な物と必要でない物に分けた。

　必要な物はバッグの中に。

　必要でない物はどうしよう。捨てるのももったいないし。この部屋においておくか。

　その次は一階に下りた。

　リビングなどの共同スペースにあった自分の持ち物を回収した。

　またしてもそれを必要な物と必要でない物に分別していく。

　作業は一時間程度で終わった。

　荷造りを終えると、部屋の窓からは朝日が差し込んでいた。

　もうこんな時間か。この時間なら、朝一番で街を出る馬車に間に合いそうだ。

　俺は部屋を出て、階段を下りた。リビングへと足を運ぶ。

　この家を訪れた当初は、その活気に驚いたものだ。

　今ではずいぶんと静かになってしまった。

　パーティーメンバーが半数もいなくなれば、当たり前だろう。

　これでこのパーティーハウスともお別れだ。

　そう考えると、胸にこみ上げてくるものがある。

　ここにはたくさんの思い出があった。嫌ってほどたくさんの思い出が。

　そのどれもが俺にとっては大切でかけがえのないもので。もう手が届かない類の宝物だ。

「さようなら、みんな」

　一人呟つぶやいて、リビングの電気を消した。真っ暗闇の廊下に向けて歩き出す。

　数歩歩いたところで、暗闇の中に人影が見えて立ち止まる。

「どこへ行くつもりなんですか、ノートくん」

　ロズリアだ。いつからそこにいたのだろう。

《索敵》なんてここ何日か発動もしていなかったから、存在に気づかなかった。

「もしかして、さっきの聞いていた？」

　俺は人影に向かって問いかける。

「はい。それより前、ノートくんがリビングで自分の所持品をかき集めていた時から気づいていました。『到達する者アライバーズ』を去ろうとしているんですね……」

「まあね……」

　軽く返事をして、彼女の隣を通り抜けようとする。

　しかし、俺の右腕は摑つかまれる。

「エリンさん達たちだけでなく、君までいなくなってしまうんですか？　どうして出ていく前にわたくしに一声かけてくれないんですか？」

「それは──」

　何も言い返せなかった。

　自分の中で『到達する者アライバーズ』はとっくに終わったものだと考えていた。もうないものだと思っていた。

　だから、最後に一声かけるということ自体思いつきもしなかった。

「わたくしが気づいたからいいものを。気づかなかったらどうするつもりだったんですか？」

「ごめん……」

　俺は素直に謝った。

　責められる。そう思って、身を強こわ張ばらせた。

　だけどロズリアは、少し笑ってこのシチュエーションに似つかわしくない明るい声で言った。

「いいですよ。わたくしの準備も間に合ったことですし。じゃあ、行きましょうか」

　そこでようやく、彼女の手に持っていたものに目が行く。

　トランクだ。遠出用の大きなトランクである。

　着替えだとか、生活用品だとか。旅立ちに必要なものが入っているのだろう。

「どこに行くつもりなのかはわかりませんが、わたくしはノートくんについていきますよ。皆さんみたいに離れたりしませんから。ノートくんが嫌って言っても、絶対ついていきますからね」

「ロズリア……」

　口元は笑っているが、彼女の視線は真剣そのものだった。

　震える赤い瞳がこちらを捉えていた。

　自分はというと返答に迷っていた。

　果たしてロズリアを連れていくべきなのだろうか。

　ピュリフの街を出てからのことは、現時点ではあまり考えていない。

　ただ、ダンジョンから離れて、冒険者も辞めて、普通の暮らしをするといった予定しかない。

　どこに向かうのか。向かった先で何をするのかもまだ決まっていなかった。

　なるべくなら、『到達する者アライバーズ』とは無縁の生活を送りたい。そう思っている。

　であれば、さっさとロズリアを拒絶して、一人でパーティーハウスをあとにするべきなんだろう。

　だけど、廊下で二人向かい合っているという状況が俺を躊躇ためらわせる。

　お互いの位置。話している内容。

　先日のエリンとの別れが思い出される。

　俺の立場が逆になって、別れを言い渡される方から、言い渡す方になるという変化はあった。

　けれど、それ以外は本質的には同じだ。

　だから、目の前にいる彼女の考えていることも痛いってほど理解できた。

　だって、ロズリアは少し前の俺だから。エリンに別れを告げられた時の俺だ。

　あの時の悲しみが蘇よみがえってくる。胃のあたりがぎゅっとして、握る拳にも力が入る。

　目からは涙が溢あふれてきそうだった。

　別れとは失うことだ。大切な人との別れはまるで手足がなくなったような喪失感をもたらす。

　自分のことはもうどうでもいい。大切なものを失いすぎて、感覚が麻ま痺ひしたから。

　でも、目の前にいる彼女までも傷つく必要はない。

　ロズリアだって、ジンの死やフォースやエリンの脱退に何も感じなかったということはないはずだ。

　一番の新参者だったといっても、彼女は『到達する者アライバーズ』の一員なのだ。

　ジンや、フォース、エリンを大切に想おもっていないはずがない。

「何の予定も立ってないけど。それでもいいの……？」

　気がついたら、そんなことを呟いていた。

「ピュリフの街を出て、どこに行くかも決めてない。冒険者も辞めてこれからどうするのかも。何のために生きていくのかも。そんな行き当たりばったりの逃げだけど、本当にそれでもついてきてくれるの……？」

　ロズリアの瞳を強く見つめる。

　ここでロズリアに拒絶されようとも構わないと思っていた。首を横に振った方が、絶対に彼女自身の幸せに繫つながる。

　しかし彼女は崩れるような笑顔で、頷うなずいてしまった。

「はい」

　そのあっさりとした返事を聞いて、思わず苦笑してしまう。

　彼女の笑顔につられてか、その選択の愚かさに呆あきれてか。

　はたまた、そのどちらのせいということもあるかもしれない。

「ほんと馬鹿じゃないの……？」

「なんですか？　その酷ひどい言い方は！」

「だって馬鹿だなーと思ってさ」

　本当にロズリアは馬鹿だ。

　こんな馬鹿な男についていくなんて。男を見るセンスがなさすぎる。

「いいよ。じゃあ、出発しようか」

　俺はロズリアに声をかける。

「そうですね。行きましょう。でも、その前にやることがありませんか？」

「やることって？」

　俺は尋ねる。

「ネメさんに別れの挨拶をしないとですよ」

「……そういえばそうだな」

　すっかり忘れていたことは、言うまでもなかった。
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　走っている馬車が小石に乗り上げたようだ。

　車内が縦に揺れ、尻を軽く打つ。

　その衝撃に、窓の外を眺めながらまどろんでいた意識が引き戻された。

　身体からだが凝り固まっている。

　長時間、狭い馬車で座っていたからだろう。

　両手を組んで背伸びをする。背骨からぽきぽきと軽やかな音が鳴っていた。

　先程までこちらの肩に頭を寄せ、熟睡していたロズリアは、低い唸うなり声をあげて目を擦こすっていた。

　突然動いたせいで、隣で寝ていた彼女を起こしてしまったようだ。

　しばらく、ぼーっと虚空を見つめていた。

　かと思いきや、何かのスイッチが切り替わったかのように、普段通りの凜り々りしい顔に戻る。

　そして、さっと俺の方へと向いた。

「あれ？　わたくし寝ていました？」

「それはもうぐっすりと」

「あーっ……やっちゃいましたね……」

　ロズリアは頭に手を当てながら俯うつむく。

「到着まではまだまだ時間があるんだから、寝ていてもいいんじゃない？」

「そういう問題じゃないんです。寝顔を見られて恥ずかしいって話をしているんですよ。乙女心がわかってないですね」

「ああ、なるほどね」

　適当に相あい槌づちを打つ。なんとも反応に困る返答だ。

　次なる言葉を探すのを諦めて、俺はまたしても窓の外に目を向けた。

　背の低い草木が右から左へと流れていく。

　風と馬車の音しか聞こえない。のどかな風景だ。

　視界の奥には灰色の山が連なっていて、俺達はその山の向こう側からやってきたわけだ。

　馬車での旅も、これでもう五日になる。

『到達する者アライバーズ』を去ることにしたあの日、俺とロズリアは最後にネメの下へ声をかけることにした。

　彼女が起きてくるのを待って、『到達する者アライバーズ』を辞める旨を伝えた。

　メンバーが半数いなくなり、そのような結末を予想していたのだろう。

　ネメはこちらの意見に反対することもなかった。

　──わかったです。残念ですけど仕方ないです。ネメは大人だから、みんなとの別れに泣いたりしないです。

　泣かないことが大人なことに繫がるかは知らないけど、ネメは本当に泣かなかった。

　一応、一緒についてくるか訊きいてみた。

　彼女は首を横に振って答えた。

　──遠慮しとくです。二人の仲を邪魔するわけにはいかないです。

　別に邪魔なんて思わないのに。

　そう思ったが、口に出すことは止めてしまった。

　これから俺達はどうなっていくのだろう。

　そんなこと自分自身が知らないのだから、答えられない。

　ネメの言う通り、ロズリアとそういう関係になっていくのだろうか。

　自然な流れだ。それも別に悪くない気がする。ロズリアだって望んでいるはずだ。

　だけど、今の自分にはそういう未来が上う手まく想像できなかった。

『到達する者アライバーズ』を辞めた生活。冒険者を辞めた生活。

　そんなのやってみないとわからない。

　ロズリアとこれから先、どうなっていくのかなんて、その時になってみないとわからないのだ。

　こうして代わり映えのしない景色を車窓から眺めるのも、いい加減飽きてきた。

　思考を放棄するように口を開いた。

「ミニョンの街まで着くのにあと四時間くらいかかるんだよね？」

「予定ではそうなっていますね」

「長くないか？」

「でも、ミニョンは馬車の乗り換えのために行くんですよ。目的地まではあと二回馬車に乗らなくちゃいけないとのことです」

「はあ……」

　告げられた事実に肩を落とす。

「こんなことなら、王都に行くなんて言わなきゃよかったな。もっと近いところにしておけばよかった」

「わたくしは別に王都じゃなくてもいいですよ。今から目的地変えますか？」

「いいよ。ここまで来ちゃったんだし。それに小さい頃から王都には一度、行ってみたかったんだ」

　王都グレンギスト。それがこの国の首都の名前だ。

　ピュリフの街から見て、北東方向数百キロ先にある都市。

　この国で一番の規模を誇る都であり、この国で最も栄華を極めている街である。

　ピュリフの街の馬車乗り場に着くまで、何も目的地を決めていなかった俺達たちは、とにかく街から離れることだけを考えていた。

　馬車を乗り継いでいくうちに、そういえば王都にでも行ってみたいなと思いついて、ロズリアに提案してみた。

　それが、目的地が王都に定まった経緯である。

「前から思っていたんですけど、ノートくんって都会に憧れがありますよね」

「そう？」

「はい。会話の端から滲にじみ出てます」

「そうか。前にロズリアには言ったよね？　俺が生まれた場所って、チャングズっていう何もない田舎の村だったんだよ。だからか、華やかな街ってものに憧れるんだよね」

「そういうものなんですか？　田舎も田舎で、落ち着いて生活できそうですし、そこまで悪くないと思いますけど……」

　ロズリアは俺越しに窓の外を眺めながら言う。

　彼女の向く方向に視線を移しながら、ゆっくりと口を開いた。

「落ち着いた生活も悪くないか……」

　心の中で言葉を反はん芻すうしていく。

　確かにチャングズでの生活は、ピュリフでの生活に比べて目まぐるしさはなかった。

　ロズリアの言う、落ち着いた生活とやらはできるだろう。

「ロズリアは王都に行って、どんな生活がしたいとかある？」

　ピュリフの街から出るというのも、王都に行くというのも全部俺の願望だ。

　ロズリアの意向は全く反映されていない。

　何か彼女がしたいことがあるなら、それを知りたい。できる限り要望を叶かなえてあげたいというのが俺の思いだ。

　顎に手を当て、考える素振りをしてから、彼女は言った。

「特にこれがしたいとかはないですけど、落ち着いた生活がいいなっていうのはありますね」

　そう言うと、彼女は顔を伏せた。

「こんなことを言うのはあれかもしれませんが、誰かが死んだりとか、そういうのはもう嫌です。大切な人をもう失いたくありません」

「そうか……」

「だから、ノートくんの言う通り冒険者を辞めて、安全な生活をするっていうのは、わたくしの希望でもあるんですよ」

　ジンが死んでからしばらく経った。

　ロズリアと彼の死についてしっかりと話し合うのは、これが初めてのことであった。

　彼女は自分の感情を滅多に表に出さない。

　冗談なのか本心なのか区別できない言動で、自身の気持ちを煙けむに巻く癖がある。

　だから、ロズリアがここまで直接的に、自分の考えを伝えてきたことに驚いた。

　そのくらいジンの死は彼女にとって大きいものだったのだろう。

　彼女の意思を尊重してあげよう。そう思った。

「わかった。じゃあ、約束するよ──」

「約束？」

　ロズリアは首を軽く傾かしげる。

　こちらを見る赤い瞳に向かって、俺は言った。

「もう絶対に危ないことはしない。戦いとか、冒険者とか、そういう危険なことからは足を洗って、命を落とす心配のないような生活を送ることにするから」

　彼女はぱちくりと瞬きをして、数秒の間黙っていた。

　しばらくして、彼女は口元を綻ばせた。

「約束ですからね。破らないでくださいよ」

　小指を差し出し、指切りの形を取ってきた。

「わかってるって」

　俺はそう答え、右手の小指を彼女の小指に絡めた。

「なんかノートくんは約束を破りそうです」

「そんなことないって」

「さあ、どうでしょう？」

　ロズリアは笑いながら、小指が絡んだ手を上下に揺らす。

　のどかな景色を背に、俺達はそんな約束を交わした。
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　何事にも慣れというものはある。

　最初の方は仕事を覚えるのも精一杯であった。

　こんな仕事、自分に務まるのかとさえ思った。

　だけど不思議なことに、半年も経たてば板についてくるものだ。

　──そうか。

　王都に来て、もう半年も経ったのか……。

「で、次の配達場所はどこだ？」

「この建物を挟んだ向こう側にある家ですね」

　手紙に書かれている住所を確認しながら、荷車を引く男に答える。

　毎度お馴な染じみのルーティーン。

　これが王都で得た俺の仕事である手紙や荷物の配達だ。

　半年前、王都にたどり着いた俺はまず家を探した。

　家が決まると、今度は仕事である。

『到達する者アライバーズ』時代に貯ためていたお金はあったが、旅費や新天地での生活準備に大部分を使ってしまった。

　それに、たとえお金があっても働かないのは気が引ける。

　将来のことだってあるわけだし、お金があるに越したことはない。

　幸い仕事はすぐに見つかった。

　それもこれも【地図化マツピング】スキルのお陰である。

　この世界ではスキルは絶対だ。

　スキルを持つ者は、その分野においてスキルを持たない者にまず負けることはない。

　所有するスキルがその人の人生を左右するといっても過言じゃないだろう。

　それは職業選択の場においても同様だ。

　冒険者という職業において、戦闘に役立たず、スロットの大きさから他の戦闘スキルを持つことができない【地図化マツピング】スキルは、外れの筆頭といえる。

　しかし、それは冒険者という職に限ってのことである。

　他の職業においては、その限りではない。

　俺が今働いている運送業などが代表的な例だ。

【地図化マツピング】スキルがあれば、わざわざ地図を広げないでも目的地を探すことができる。

　現在地もわかるため道に迷うこともない。

　結果、荷物を迅速に運ぶことができる。

　この業種では【地図化マツピング】は重宝されるスキルの一つであった。

「この建物か」

　荷車を引く男が、ベージュ色の集合住宅を見上げる。

　男の名前はヒルトン。俺の上司であり、先月まで教育係であった人だ。

　この人のスキルは【身体強化・小】。

　俺と同じく運送業で重宝されるスキルの持ち主である。

　年齢は確か36歳。既婚者であり、子供も二人いる。立派なお父さんだ。

　職場ではてきぱきと仕事をこなすが、家では奥さんの尻に敷かれているらしい。

　お小遣いが少ないことや休日も家族サービスで身体からだを休める暇もないことを、休憩中に嘆いてくる。

　でも、文句を言っている彼の表情はどこか満足気だった。

　自分の生活とやらに満足しているのだろう。幸せそうで羨ましい限りだ。

「届け場所は二階ですかね。じゃあ、自分行ってきます」

　手紙を持って、小走りでアパートの階段を上っていく。

　俺が勤めている配達所は、二人一組で配達を行う決まりになっていた。

　一人がこうやって家まで荷物を運んでいき、もう一人が手紙や荷物が積まれた荷車を見守る役である。

　さらに言うなら、俺とヒルトンのペアでは独自の役割分担がなされている。

【地図化マツピング】を持つ俺が道案内を、【身体強化・小】を持つヒルトンが荷車を引くことになっていた。

　適材適所。その人の得意分野に合わせた役回りだ。

　ドアの郵便受けに手紙を投とう函かんして、ヒルトンの下へ戻る。

「終わりました。次、行きますか」

「そうだな。今日の配達分はもうそろそろ終わりだろ？　あと何軒分くらいだ？」

「あと六軒くらいですね。でも、どこも近くなのですぐ終わると思いますよ」

　荷車の中身を確かめながら、俺は答える。

「やっぱりお前と組むと早く終わるな」

「そうですか？　自分がいない場合がよくわかんないんで、なんとも言えないですけど……」

「まあな。やっぱ【地図化マツピング】っていうのはありがたいよ。俺みたいな力自慢のやつが二人いても困るだけだ。細こま々ごまとしたことを全部任せて、身体を動かすことに集中できるってのは楽だね」

「自分の方こそ、ヒルトンさんみたいに力がある人と組めるのは助かりますよ。非力なんで、荷車引くのとか結構苦手なんですよね」

「あのな。うちの会社、肉体派ばっかりだから、誰と組んでもそうなるだろ」

「まあ、そうなんですけどね」

　うちの事業所に二十人いる配達員の中でマッピング系スキル持ちは俺一人だ。

　あとは全員、身体強化などの力に補正がかかるスキル持ちか、単に身体を鍛えている人達たち。いわゆる肉体派ばっかりだった。

【地図化マツピング】は一応ＳＲスーパーレアのレア度を持つスキルだ。

【身体強化・小】持ちよりは、ずっと人口が少ないはずだ。

「でも、お前冒険者だったんだろ？　こんな細い腕で本当にモンスターと戦えたのか？」

　ヒルトンが俺の腕を摑つかみながら言う。

「冒険者だったことは本当ですよ。まあ、すぐに引退してしまうくらいですから、才能がなかったのは事実ですけど」

　ヒルトンを含め、事業所の人には一応冒険者をやっていたことは伝えてある。

　働くにあたって、そこら辺の経歴は訊きかれたりもする。

　もちろん、ダンジョンに潜っていたことや、『到達する者アライバーズ』に所属していたことは言っていない。

　そこまで深く、自身の過去を打ち明けるつもりはなかった。

　別に言っていることは噓うそではないし、咎とがめられることでもないだろう。

　冒険者をやっていたことは本当だ。才能がなかったのも事実である。

　俺に才能があって、実力も兼ね備えていたら、ジンは死んでなかった。

　今も『到達する者アライバーズ』は解散せず、ダンジョン攻略を続けていたはずだ。

　一流冒険者を志していたものの、自分の才能に見切りをつけ、夢半ばで諦める。

　そんなどこにでもいる若者というのが、今の自分だ。

「そういえば、ヒルトンさんも昔は冒険者をやっていたんですよね」

　自分の過去から話を逸そらそうと、話題をすり替える。

「まあ、随分昔のことだけどな」

　ヒルトンはそれに乗っかってきた。

「俺の場合もノートと同じようなもんだよ。自分の限界を知って、辞めることにした。それと今の奥さんとの結婚が決まって、安定した収入が欲しかったってのもあるけどな」

　そう言って、彼は笑っていた。

　俺の過去なんて、誰しもが経験しているようなありきたりなものだ。

　パーティーメンバーが死ぬなんて、さほど珍しいことでもない。

　それを機にパーティーが崩壊して、冒険者という夢を諦めるなんてよくある話だ。

　結局のところ、自分は『到達する者アライバーズ』に選ばれた特別な人間なんかではなかった。

　世の中に無数にいる、夢破れた冒険者の一人。たたの平凡な人間なのだ。

　だから、この退屈だけど苦痛というわけでもない仕事が、自分には相応ふさわしい。







「お疲れ様でーす。ヒルトンさん。ノートくん」

　事業所に戻ると、受付にいた女性から軽やかな挨拶が飛んでくる。

　Ｙシャツと黒のスカートという女性用の制服に、明らかに規定違反の派手なワインレッドのカーディガンを羽織っている彼女の名前はモナル。

　この会社に働き始めて三年となる先輩事務員である。

「おう、おつかれ」

「お疲れ様です」

　ヒルトンと俺は挨拶を返す。

　モナルは席を立ち、俺達の方へ歩み寄ってきた。

「お二人とも随分とお早いですね。終業時間まではまだありますし、この調子だと、もう一回出られそうですかね？」

　そう言って、カウンターの奥を指差す。そこには山積みにされた荷物があった。

　現在の時刻は午後四時半。

　帰宅の準備をするのにはまだ早いが、もう一回配達に向かえば最短でも六時上がりコースになってしまう。

　どうやら早く配達を終えすぎてしまったようだ。

　もう少し時間を調整して、五時近くに帰るんだった……。

　諦めて、肩を落としながら、荷物を取りに向かっていると、ヒルトンが声をあげた。

「ああ、そういえば今日娘の誕生日だったんだー。早く帰らなくちゃなー。これは残業とかできないなー」

　すごい棒読みである。あからさまな冗談だ。

　モナルもそれを知りながらも、目を細めながら問い詰める。

「ヒルトンさん、娘さんの誕生日何回あるんですかー？　今年で10回目ですよー！」

　そんなにこの冗談を使っていたのか。俺が耳にしたのは精々三回だったが。

　立ち止まって二人のやり取りを眺めていると、ヒルトンは両手を顔の前で擦り合わせて、頭を下げ出した。

「というわけで、今回は見逃して！　お願い！」

「何がというわけなのか、私にはわからないんですけど……」

　モナルはため息を吐つきながら、俺の方へと向いた。

「ノートくんはこういう情けない大人になっちゃいけませんよー」

「モナルちゃん、手厳しいなぁ」

　反応に困る振りをされて苦笑いを浮かべていると、モナルは顔の前で指を振った。

「もうしょうがないですね。今日だけですよ。ゆっくりと帰り支度をしてあがってください」

　意外な提案にヒルトンと俺は目を見開く。

「ありがとう！　モナルちゃん！」

「本当にいいんですか？」

　俺が尋ねると、モナルは机の上に載っている荷物に視線を送って言った。

「まあ、あれは明日送る用の荷物ですし、今日やる必要もないですから。それに今日は早く帰らなくちゃいけない予定もあるでしょ？」

「そうそう、娘の誕生日が……」

「ヒルトンさんの方じゃないですよー。ノートくんに言っているんですから！」

　そう言って、モナルは俺の顔を眺めながらニヤニヤし出す。

「だって、今日は週末でしょ？　ということは、これからノートくんは彼女さんとデートとしゃれ込むわけじゃないですかー？」

　週末の仕事終わりにデートの予定が入るのは毎週のことだ。この後の予定も既にバレていたようだ。

　しかし、一点だけ間違いがあるので訂正しておく。

「彼女じゃないですよ。付き合ってませんから」

「ええっ!?　あんなにかわいいのにまだ付き合ってないの!?　絶対に噓でしょ!?　何だっけあの子の名前……。ローラだっけ？」

「ロズリアですよ」

　俺は素っ気なく答える。

　同じ職場の人にはロズリアの存在は知られていた。

　前にデートの約束をした際、残業が長引いて約束の時間に間に合わなかったことがあった。

　なかなか集合場所に現れなかった俺を心配したロズリアは、この会社にやってきてしまった。

　それでロズリアの存在が明るみに出たというわけだ。

　それからというものの、同僚達の中ではロズリアは俺の彼女ということになっていた。

　こういう風にいじられることも珍しくはない。

「そうそう、ロズリアちゃんだったねー」

　モナルは満足そうに頷うなずいた。そして、笑顔を張り付けたままこちらの顔を覗のぞき込んできた。

「でも、本当は付き合ってるんでしょ？　だって、毎週のように遊んでいるんじゃん」

「噓じゃないですよ」

「そうなの!?　向こうも絶対気があるって！　早く告白して付き合っちゃいなよ！」

「うるさいですね。お互い、色々とあるんですよ。事情ってやつが」

「何かっこつけているのよ。ただビビっているだけじゃないの？」

「自分だってもう子供じゃないんですから……。そんなわけないじゃないですか……」

「じゃあ、なんで？」

「人に話したくない事情ってやつですよ」

「よくわかんないけど、早く付き合わないと他の男に取られちゃうよー。ロズリアちゃん美人だし。狙っている男の人、絶対多いって」

「そうだぞ。あんなかわいい子と付き合える機会そうないぞ」

　ヒルトンまでモナルに加勢し始める始末だ。

　二人は俺のことを思ってアドバイスしてくれているんだろうけど、細かい事情を知らないで踏み込んでくる彼らの言動が少しうざったく思ってしまう。

　二人に打ち明けたところで何かが変わるわけでもないし、説明するのも面倒だ。

「まあ色々あるんですって。そういう問題はじきに考えますから。心配いらないですって」

　いつも通りの苦笑いでお茶を濁す。

「ノートくんはマイペースなところがなー」

「単に男気がないだけだろうよ」

　モナルとヒルトンは示し合わせたかのように顔を見合わせた。

「もうちょっと強引じゃないと、女の子は落とせませんよねー」

「女性からの告白を待っているようじゃ、恋人なんて永久にできないぞ？」

　二人とも、俺達のことを何も知らないで勝手なこと言わないでくれよ。

　早くこの億おつ劫くうなやり取りが終わってくれないかと、時計の針を気にしながら、話を聞き流していた。







　ピュリフの街はこの街ほど寒くなかった。

　その前にいたブロードの街も。そして俺が生まれた村も。

　今までコートというものをロクに着たことがなかったし、マフラーもしたことがなかった。

　手袋だって、防寒用のものは初めてだ。

　だからか、身体からだに上う手まく馴な染じんでいる気がしなかった。

　街灯の下、待つこと二十分。

　マフラーの端のふさふさした毛糸を手でこねくり回していると、道の先から手を振る女性の影が見えた。

　首元が白い毛皮で覆われたベージュのロングコート。それと合わせて綿毛のような白い帽子を被かぶっている。

　見覚えのある服装だ。ロズリアだろう。

　俺が手を軽く上げると、応えるように彼女は手を振ってきた。

　小走りに駆け寄ってきて、こちらにたどり着いた時には少し息が切れていた。

「……お待たせしました。すみません」

「全然待ってないよ。大丈夫」

「本当ですか？」

「ほんとほんと。仕事長引いたの？」

「はい。明日は大事なお客様とやらが礼拝に来るらしく、その用意で」

　ロズリアは現在、教会でお手伝いとして働いていた。

　正式なシスターの補佐として、身寄りのない子供たちの世話をしたり、怪け我が人にんを神聖術で癒しているらしい。

「というか、走って来たらさすがに暑いですね」

　手で顔を扇あおぎながら、ロズリアは言う。

「厚着しているからね。まあ、しばらくしたら冷えるでしょ。こんなに寒いわけだし」

「今日は一段と冷え込んでますからね。そろそろ降りそうですよね、雪」

「雪か……」

　雪の降る景色を思い浮かべながら、呟つぶやいた。

「自然な雪って見たことないんだよね……。魔法とかダンジョンでなら見たことはあるけど。ロズリアは？」

「はい。昔、故郷にいた時は見ていましたよ。あの時は子供でしたから、毎年降る度に雪だるまを作っていました」

「へえー、ロズリアにもそんな時期があったんだ」

「まだ純粋な子供だった頃ですから」

「やっぱりこの歳としで雪だるま作るのってなしかな？」

「もしかして、作りたかったんですか？」

「うん、割と」
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　恥ずかしくなって、少し顔を背けながら答える。

「だって、一度はやってみたいじゃん。雪だるま作り」

「いいんじゃないですか？　一緒にやりましょうよ。何歳になったから、遊んじゃいけないなんてことありませんよ」

「そういうものかな……？　でもやってみたいから、いいか」

「それなら、雪合戦もしません？　やってみると結構楽しいですよ、あれ」

「二人で雪合戦ってできるものなの？　二人だったら合戦じゃなくない？」

「雪を投げ合えば、そこで雪合戦は始まるんですよ。ルールなんてあってないような、ただの遊びなんですから」

　ロズリアは雪玉を作って投げるふりをした。

「まあ、雪が降った時のことを話し合うのはこれくらいにして。早くご飯食べに行かない？　外で話していると寒い」

「ノートくんは寒がりですね。わたくしはまだ平気ですよ」

「それはさっきまで走っていたからでしょ。こっちはこの寒い中、ずっと待っていたわけだし」

「あれ？　さっき待ってないって言っていませんでしたか？」

「……ああ。そういう設定だったな」

　一分ほど前に自分が言っていたことを完全に忘れてた。

「噓うそを吐つくんだったら、最後まで隠し通してくださいよ。申し訳なくなってくるじゃないですか」

「なんかごめん」

「なんで謝るんですか。悪いのは待たせたわたくしの方ですよ」

「長引いたのはロズリアのせいじゃないでしょ？　だったら、悪くないじゃん」

「それもそうですけど……」

「はい、じゃあそういうことで。話はおしまい。ほら、寒いし早く行こうよ」

　手招きをしながら、背を向ける。

　ロズリアはそそくさと隣へと寄ってきた。

「今日は何を食べに行くんですか？」

「寒いから鍋料理の店にしない？　一つ気になっている店があったんだよね」

「いいですね。わたくしも温かいものが食べたいって思ってました」







　こうやって男女二人で鍋をつつき合っている姿は傍はたから見たら、恋人同士に見えるのだろうか。

　白濁したスープの中から肉団子を探して、皿に取りながら、そんなことを考えていた。

　俺達たち二人がこの街に来てから、こうやってデートをするのも、もう何十回目のことだ。

　週に二回。週末の夜と、お互いに曜日を合わせた休日の一日。

　毎週のようにこうして二人でどこかに出かけることにしていた。

　現在、ロズリアとは別々の場所に住んでいる。

　それは王都に来て、家を探す時に最初に決めたことだった。

『到達する者アライバーズ』時代のように、一緒に暮らすという選択肢がなかったわけではない。

　でも、ロズリアと時間を過ごしている間はどうしても『到達する者アライバーズ』のことを思い出してしまう。

　ジンの死や、フォースとエリンとの決別が。

　当分の間、それらのことを忘れて、一人になる時間が欲しかった。

　だから、別々に暮らすことを提案した。

　意外にも、ロズリアはその提案をすんなりと了承してくれた。

　説得する言い訳とかも考えていた分、肩透かしを食らった気分だった。

　その代わり、一つの条件を付け加えてきた。

　それがこのデートである。最低でも、週に一回はお互い顔を合わせること。

　約束通り週一で会うのでも構わなかったが、それだとお互い急用が入ってしまうと約束を破ったことになってしまう。

　そんなわけで、週に二回会うことにしていた。

　これだけ会って、会話を交わしていても、未いまだロズリアとは付き合っているわけではなかった。

　確実に原因は俺の方にある。

　自分の中にはまだロズリアと交際を始めることに躊躇ためらいがあった。

　ロズリアはいわば、俺と『到達する者アライバーズ』の間に存在する最後の繫つながりだ。

　彼女がいなければ、今頃『到達する者アライバーズ』のことを綺き麗れいさっぱり忘れられた。

　過去とは無縁の毎日を過ごすことができた。

　だから、ロズリアとの関係性を進めていくのは怖かった。

　彼女と深く関われば関わるほど。共に時間を過ごせば過ごすほど。

　鮮明に『到達する者アライバーズ』での記憶が思い起こされる。

　それは半年経たっても色いろ褪あせることのない記憶だった。

　さらに付け加えるなら、エリンから別れ際にされた告白も原因の一つにあった。

　俺は王都に逃げてしまったわけだし、冒険者に戻るつもりもないわけだから、エリンとは未み来らい永えい劫ごう再会することはないはずだ。

　だけど、彼女に未練を残している自分もいた。

　このまま未練の存在をうやむやにして、ロズリアと付き合うという選択肢も考えた。

　だけど、それは今までの生活を捨ててまで、俺についてきてくれた彼女に対しての裏切りのように思えた。

　宙ぶらりんの関係性のまま、こうして会い続けていること自体が裏切りのような気がしないでもないけど。

「どう、美お味いしい？」

　野菜を取って、口に頰張っているロズリアに投げかける。

　彼女は咀そ嚼しやくして飲み込んだ後、ゆっくりと答えた。

「美味しいですよ。やっぱり冬は鍋物に限りますね」

「よかった。満足してくれたようで」

　俺がスープを飲んで、濃厚なダシの味を堪能していると、今度は逆にロズリアが質問をしてきた。

「ノートくんはどうですか？　舌に合いましたか？」

「うん、美味しいと思う」

　静かに答えると、ロズリアは口をすぼめた。

「本当ですか？　全然美味しそうにしている顔じゃないんですけど」

「そう？」

　俺は首を傾かしげる。

　本心ではこの店の料理を気に入って、また来ようかと考えていただけに、ロズリアの発言が気にかかった。

「そんな無表情だった？」

「無表情とは違いますけど……」

　ロズリアは歯切れの悪い返事をする。

　宙を見つめ、たどたどしく最適な言葉を選んでいく。

「気を悪くしたら申し訳ないんですけど、いいですか？」

「もちろん。遠慮なんてしなくていいよ」

「ノートくんって笑わなくなりましたよね。この街に来てから」

　ロズリアが俺の瞳を覗のぞき込みながら言った。

「別にそれが悪いこととかじゃないですよ。無表情とかじゃないですし。作り笑いならできていますから」

「作り笑いって悟られている時点で駄目じゃない？」

「別にわたくしは話していて楽しいですし、責めているわけじゃありません。悪い雰囲気だとか、そういう問題もないですから安心してください」

　彼女は慌てて手を振って、続けた。

「ただ、昔みたいに、心の底から笑うことはなくなったのかなって思うんです。なんかそれが残念だなって」

　話を聞きながら、その指摘はあながち間違っていないのではないかと納得していた。

　確かに俺は、昔よりずっと笑うことが少なくなったと思う。全く笑わなくなったとまでは思わないけど。

　ロズリアはこの街に来てからと表現をぼかしたが、この変化はジンの死が原因だろう。そして、『到達する者アライバーズ』の解散も。

　半年の間に、心にできた傷は癒え切ってはくれなかった。

　そのことを否定するつもりはないし、そもそもロズリア相手じゃ隠しきれそうにもない。

　素直に謝ることにする。

「なんか、気を遣わせてごめん」

「いや、気にしなくていいんですよ。落ち着いた雰囲気のノートくんも嫌いじゃないですし。大人の魅力って言うんです？　そういうのが出てきましたよ」

「年上のロズリアに言われても、からかわれているようにしか思えないな」

「からかっているつもりはないですよ。本心です」

「それを言うなら、ロズリアの方が俺なんかよりずっと大人だなって感じることは多いよ。他人を気遣って、場の雰囲気を和ませようと冗談を言えるところとか、すごく大人に思える」

「これって、いざ自分が褒められてみると恥ずかしいものですね……」

「でしょ。だったら、俺のことを持ち上げるのも止やめにしてよ」

「それとこれとは話が別です」

　ロズリアは顔を赤らめながら、咳せき払ばらいをした。

「話が逸それちゃいましたね。元に戻すことにします。わたくし、ノートくんが時々心配になるんですよ」

「心配って、どういうこと？」

「ノートくんがあまりにも楽しそうな表情を浮かべないから。ノートくんは今の生活に満足していないんじゃないかって」

「満足って……」

　言葉に詰まってしまう。

　俺はきっと今の生活に満足しているはずなんだ。

　だって、こんなにかわいい女の子と毎週のようにデートができて。

　おせっかいに思うこともあるけど、優しい先輩達に囲まれた職場で働いて。

　昔みたいに命を落とす危険もない、安心な生活だ。

　誰もが思い描く、理想的な幸せの形だろう。

　こんな生活を満足していないなんて、欲張りもいいところだ。

　これ以上、欲張ったらバチが当たってしまう。

「そんなことないよ。俺は満足しているから、安心して」

　俺は自分に言い聞かせるように、言葉を口にしていく。

「こうやってたわいもない会話をするのを、ロズリアが思っているよりずっと俺は楽しんでいるよ」

　別に噓を言っているつもりはない。

　一週間の中で、ロズリアと会っている時が一番楽しいのは本当のことだ。

「そうですか。それならいいですけど」

「逆に訊きくけど、ロズリアは俺と一緒にいて楽しいの？　何もしてあげられてないと思うんだけど」

「楽しいですよ。やっと独り占めできるようになったんですから」

「またまた、そういうこと言っちゃって。そうやって甘い言葉をかけて、たくさんの男を落としてきたんでしょ？」

「真面目に気持ちを伝えたのに、酷ひどくないですか？」

　ロズリアは頰を膨らませて、抗議をした。

「わかっているって。冗談だって」

「それにしても酷いです」

「真面目に受け取るのは恥ずかしかったんだよ。かわいい照れ隠しだと思って許してください」

「それを自分で言っちゃうのは、全然かわいくないですけどね……」

　ロズリアは目を細めて、こちらを睨にらんできた。

「もう昔のことは忘れてくださいよ。あれは黒歴史みたいなものなんですから」

「黒歴史じゃ済まされないほど、他人に迷惑かけてたけどね」

「それは申し訳ないと思っていますけど……。今は改心したんですよ。大事なのは過去じゃなくて、今じゃないですか!?」

「……それもそうか」

　大事なのは過去じゃなくて、今か……。

　不意にロズリアから放たれた言葉が、耳に残る。

　いい言葉だと思う。きっと、それは間違っていないのだろう。

　過去にいつまでも引っ張られていても、幸せにはなれない。

　大事なのは今を見つめ、生きることなのだろう。

「どうかしましたか？」

　思考の海に溺れていた俺の顔を、覗き込んでくるロズリア。

　平静を装うように、慌てて手を振る。

「なんでもないよ。ただ、いい言葉だなって思って」

「何がですか？」

「大事なのは過去じゃなくて、今ってやつ」

「そうですか？　どこでも聞けるようなありきたりな言葉だと思いますが……」

「そうだけど、今の自分に必要な言葉だって思って。俺も早く昔のことを吹っ切らないとなって」

　こうやって決意を口に出さないといけないということは、未だ過去との折り合いがついていないということだ。

　自分の中には、まだ釈然としない感情が渦巻いているのも事実だった。

　心の中に引っかかっているものは、何なのか？

　今を生きることができない自分に足りないものは、何なのか？

　その答えは今日も見つかることはなかった。
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「いやぁー。聞いてくれよ」

「どうしたんですか？」

　配達の最中、ヒルトンの方から声をかけられる。

　荷車を押す彼の横で歩きながら返事をした。

「今日の朝食で目玉焼きを食べていたら、ちょうど最後に黄身を食べるっていう段階で、目玉焼きを落としちゃったんだよ」

「それは残念でしたね」

　何の話が始まったんだ？　と内心で首を傾げながらも、適当に相あい槌づちを打つ。

　すると、ヒルトンは「話はまだ終わっていないんだよ」と断ってきた。

「家を出る直前に左右違う靴下穿はいたことに気づいてしまって遅刻しそうになるわ、いざ外に出たと思ったら水たまりを踏んで靴が濡ぬれるわで、今日は最悪の日なんだよ」

「それは最悪というより、微妙に運が悪い日って言った方が正しいと思いますが……」

「そうか？」

「最悪っていうのは、一応最も悪いって意味ですよ。それくらいの不幸なら全然許せるじゃないですか」

「それもそうだな」

　ヒルトンは納得したかのように頷うなずく。

「ということで、今日はこのあとも不幸な出来事が続く気がするんだ。お前にまで被害が及んだらごめんな」

「なんですか、それ。今日一日はなるべくヒルトンさんから離れておくことにします」

　荷台にある手紙を取って、ヒルトンの傍そばから離れる。

「おい、悲しいこと言うなって」

　配達場所であった郵便受けに手紙を入れに行っただけなのだが、俺が避けているのだと勘違いしたようだ。

　ヒルトンは荷車を置いて、追いかけてくる。

「冗談ですよ。荷物盗まれると危ないんで、戻ってください」

　荷車から目を離したヒルトンを咎とがめながら、自分も戻っていく。

「でも、いるのか？　わざわざ手紙なんて盗んでいくやつ。なんのお金にもならねえだろ」

「それもそうですけど。もしかしたら、この中に国家機密レベルの文章が交じっていて、スパイが奪いに来るってこともあるかもしれないじゃないですか」

「まずないだろ……」

「自分で言っておいてなんですけど、普通にあり得ないですね……」

「なら言うなよ……」

「まあ、そうなんですけどね……」

　頭を搔かきながら、周囲を見回す。

　今、通っているのは王都の北側にある大通りの一つだ。

　真っ昼間という時間帯なのに、人通りが少ないのが特徴的である。

「でもこの地域、治安悪いらしいですよ」

「そうなのか？　長年王都に住んでいるけど、そんな話聞いたことないぞ」

「治安が悪いってより、最近になってよく事件が起きているって感じらしいです。ロズリアから聞いただけなんですけど」

「お前の彼女からか」

「彼女じゃないですって」

　そんな世間話をしながら歩いていたところだった。

「ど、泥棒よ！」

　白昼の大通りに女性の大声が響きわたる。

　声の方向に目を向けると、尻餅をついている年配の女性が。

　その先には、女物のバッグを抱えて走り去っていく男の姿もあった。

「まさか、噂うわさしてた傍から、ひったくり現場に出遭うなんて。ヒルトンさん、微妙に運が悪い日ですね」

「そんなこと言っている場合か。ノート、追いかけるぞ」

「本気ですか？」

「本気も何も、追いかけないわけにいかないだろ」

　マジか……。これ追いかける流れですか？

「追いかけるってこの荷物はどうするんです？」

　配達物が入っている荷車を指さした。

　俺は道端で困っている人間を見かけたら即座に手を差し伸べるような善人じゃない。

　自分の用事だとか、手を差し伸べるリスクだとかを考えて、躊躇ためらってしまうタイプの人間だ。

　しかし、ヒルトンは俺とは正反対の人間だった。

　荷車の持ち手を離し、こちらを向いた。

「そんなの気にしている暇ないだろ。早くしないと見失うぞ」

「追いかけてどうするんです？　戦うんですか？」

「戦うというか、捕まえるんだろ」

「泥棒なんてするくらいですから、何か凶器を持っているかもしれませんよ。それに強力な戦闘スキルも。追いかけるのは危ないですって」

「何、ビビッているんだよ。お前だって、元冒険者だったんだろ？　男らしいところ見せろよ」

「男らしいところも何も、何かあってじゃ遅いんですよ。ヒルトンさんには家族がいるんですから。大人しく憲兵でも呼びましょう」

「ああもう、こうやって話していても埒らちが明かないな！　お前が行かないなら、俺一人で行く！　お前は大人しくここで待って、荷物でも見てろ！」

　ヒルトンが駆け出しそうになったので、慌てて手を取る。

「なんだよ、邪魔するな」

「そうじゃないですよ。仕方ないですね、俺も行きます。だから、落ち着いてください」

　王都へ向かう馬車の中で交わした、ロズリアとの約束もある。

　できることなら、自分から危険事に首を突っ込みたくなかったところだが、仕方ない。

　ここでヒルトンを放っておいて、彼が命を落とすなんてことになったら、目も当てられない。ジンの時と同じ失敗を繰り返すのは避けたかった。

「落ち着くも何も早く追いかけないと！」

「別に走って追いかける意味なんてないですよ」

　そう言いながら、アーツを発動するのも久しぶりだな、なんて考えていた。

　有効範囲最大。今持てる全力の《索敵》を発動する。

　──気配を捉えた。

　そのままひったくり犯の気配を脳内に焼き付ける。

　これならば、男が人ごみに紛れようとも、《索敵》の範囲内にいるうちは見失わない。

　幸いにも、ひったくり犯の戦闘力はそこまで高くなさそうだ。

《索敵》から感じられる気配でおおよその見当はつく。

　元冒険者であったヒルトンより少し弱いくらい。

　ヒルトン一人で行かせても問題ない気はするが、向こうが武器を持っていたり仲間がいたりしたら話が変わってくる。

　そもそもひったくり犯の居場所を摑つかんでいるのは俺なので、一人で行かせるということはできないのだが。

「走って追いかける意味なんてないってどういうことだ？」

　ヒルトンが声を荒らげながら訊きいてくる。随分と頭に血が上っているようだ。

　俺は宥なだめるように答えた。

「追いかけないって意味じゃないですよ。言葉足らずでした、すみません。ゆっくり追いかけようって意味です」

「それじゃあ、見失うだろ」

「実は自分にはちょっとした特技がありまして。周囲にいる人の位置っていうのがわかるんですよ。それで既にひったくり犯の位置は完全に摑んでいます」

「本当なのか？」

「別に噓うそなんて吐つかないですよ。だから、ゆっくり追いかけましょう」

「そんな特技聞いたことないぞ？」

「【地図化マツピング】とアーツを組み合わせると、そんな感じになるんですよ。詳しい説明は面倒なのでしませんけど……」

　驚きに満ちた目で見つめてくるヒルトンを無視し、倒れていた女性の方へと駆けよった。

　一応、この女性に断っていかなければならないことがあった。

「今からバッグを取り返しにいくんで、この荷車の荷物、誰かに取られないよう見ておいてくれませんか？」







　人ひと気けのない小路を一人歩く男を見つめる。

　身長が高く、猫背な20代くらいの男性だ。ジャケットのファスナー部分を握っている。身体からだの線が細い割に、その部分だけがやけに膨らんでいた。

　どうやら、盗んだバッグを懐に隠しているようだ。

　男が進む路の前方の角にはヒルトンが待ち構えている。

　二人で挟み撃ちをする態勢だ。

　どうやら、路地を歩く男は俺達たちの存在に気がついていないようだ。

　自分は《隠おん密みつ》を発動しているから、見つかることはまずないと思うが、ヒルトンまで見つかっていないのはラッキーだ。

　周りには他の人もいない。一般人に被害が及ぶこともなさそうだ。

　これなら、作戦は失敗しないだろう。

　男が路の中程まで進むと、予定通りヒルトンが飛び出した。

　続けて、俺も姿を現す。

「おい、泥棒！　盗んだバッグを返すんだ！」

　ヒルトンが大声を上げると、男はビクッと身体を震わせた。

　慌てて背後に目を向けるが、そこには俺がいる。

　男は逃走が不可能だと判断したようだ。

　もう一度、ヒルトンの方に向き直ると、口を開いた。

「なんだ？　お前ら？　いきなり現れやがって？　バッグを盗んだ？　何のことだ？」

「しらばっくれても無駄だぞ！　お前が盗んだ瞬間は目撃してるんだよ！」

「お前ら、あの時女の傍にいた配達員か……。わざわざ追ってくるとはご苦労なこったな」

「そうだよ。お前が盗みをしなければ、追いかけなくて済んだのにな」

「関係ねえのに追ってくるなんてよ。お人ひと好よしなことだ。だけど怪け我がをしたくなかったら、さっさとどきな」

　男はすごむが、ヒルトンは動じない。そのまま、一歩、二歩と近づいていく。

「くそっ！」

　男はバッグを投げるふりをして、一瞬で懐にしまうと、ヒルトンに向けて猛ダッシュをした。

　そしてそのままジャンプをし、跳び蹴りを放った。

　しかし、ヒルトンは躱かわすことなく、左腕を顔の前にかざす。

　腕で蹴りを受け止めると、残るもう一方の右腕でラリアットを食らわせた。

「うおりゃ！」

　ヒルトンの掛け声とともに、男は吹っ飛ばされる。一度、地面に叩たたきつけられた後、建物の外壁へとぶつかった。

　さすがは【身体強化・小】のスキルを持つだけはある。かなりの威力の攻撃が決まったはずだ。

　このスキルはレア度が低く、持ち手が多いことから一般的には軽視されがちだ。

　しかし、戦闘においてはかなり有用なスキルだ。

　近接戦闘において、身体能力の差が幅を利かせるのはもちろんのこと、このスキルの一番の利点は攻防どちらにも影響を及ぼす点だ。

　身体能力が上がれば、身体の耐久力も上昇する。

　結果、今のヒルトンのように身体を張った防御も行えるようになる。

　また致命傷のラインもスキルを持たない者に比べて高い。命だって常人よりは落としにくい。

　剣術スキルなどのように攻撃に特化した強さはないが、場合によってはそれらよりも有用なスキルだ。

　しかし、ヒルトンの一撃では男をのすことができなかったようだ。すぐさま中腰の姿勢に移って、ヒルトンから距離を取る。

　男は奪ったバッグを地面へと投げ捨てる。手荷物を持ったまま戦うのは分が悪いと判断したのだろう。

　そして、懐から小振りな刃物を取り出した。

　ナイフだ。銀色に煌きらめく刃先をヒルトンへ向ける。

「おい、退どけよ。邪魔したら、ただじゃおかねえぞ」

　男の得物の影響で力関係が逆転した。ヒルトンは一歩後ずさる。

「早く退けよッ！」

　そう叫ぶと、男はヒルトンの方へ走るかのような素振りを見せ、一瞬のうちに身体を反転させた。

　投げ捨てたバッグを拾い、俺の方へ向かってくる。

「騙だまされたなっ！」

　まあ、そうなるよな……。

　得物なしで一度戦って退けられた相手より、小柄で、どう見てもヒルトンより弱そうな俺の方を狙うのは自然なことだ。

　こちらが退かないことを見るや、男は叫んだ。

「《蛇状斬撃スネイク》ッ！」

　アーツが飛んでくることは想定外であった。

　一瞬、驚きの感情に包まれる。

　ナイフのうねる軌道が俺を捉えていた。

　しかし、男が先程から俺の方を狙っていたのは《索敵》の敵意察知により明白だったし、この程度の攻撃だったら別に慌てるほどでもない。

　ジンの攻撃に比べたら、止まって見えるようなものだ。

「──《流線回避ストリーム》」

　男のナイフを持つ手の下側に自分の手首を当てる。

　そのまま腕全体を男の身体に這はわせていく。

　上半身と下半身を深く沈ませ、男の重心を下へ下へと受け流す。

　背中に男の胸が乗ったことを確認すると、ナイフを持った腕を摑み、体重のかかった右足を払う。

　そのまま、背負い投げのような要領で投げ飛ばした。

　男の身体が地面に激突する。

　その隙を狙って、男の手首を蹴飛ばした。ナイフが石の地面を滑る。

「うりぃや！」

　ヒルトンが倒れた男の後頭部に向かって、両腕を振り下ろした。

　身体強化の力が籠こもった一撃が直じかに当たったとあれば、男も無事では済まない。

　意識を失って、全身の力が抜けたのが見てとれた。

　あとは憲兵でも呼んで、この男を捕まえてもらえば万事解決だろう。

　男の手元からバッグを回収していると、ヒルトンから声がかけられる。

「なんとか、上う手まくいったな。刃物を出してきたときは、内心冷や汗ものだったが……」

「とりあえず、二人とも怪我をしなくてよかったですね」

　地面に落ちたナイフに目を向けながら答えると、ヒルトンは訝いぶかしむような視線を送ってきた。

「というか、なんだあのアーツ。何が起こっているのか全然わからなかったぞ」

「《蛇状斬撃スネイク》ですか？　確か盗賊系のアーツだったと思いますよ。昔、他の冒険者が使っているのを数度見たことがあるくらいなので、うろ覚えな情報ですけど」

「そっちじゃない。お前が使っていたアーツだよ。ストリームって言ってたっけか？」

「ああ、《流線回避ストリーム》ですね」

「初めて見たぞ、あんなの。お前、もしかしてすごい冒険者だったのか？」

「本当ですか？　そこまでマイナーなアーツでもないんですけどね。まあ、自分でもここまで上手く決まるとは思っていなかったです。まぐれみたいなもんですよ」

　苦笑交じりに答える。

　これ以上は過去を詮索されたくなかったので話題を切り替えることにした。
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「それにしても今日はやっぱり運悪かったですね。まだ配達全然終わってないですし、これ絶対残業確定コースですって」

「そういえばそうだったな。すっかり忘れてたよ。でも、よかったじゃないか。俺達のお陰で困っている人が助けられたんだから」

　そう言って、ヒルトンは頭を搔かいていた。

　その純粋な笑顔を見て、素直に尊敬の念を抱く。

　この人は本当に優しくて善人なんだろう。

　人助けしたことを、少し後悔している自分とは大違いだ。

　事情が事情とはいえ、ロズリアとの約束を破ってしまった。

　危険なことに首を突っ込まないって約束したのに、自分の命を危険に晒さらしてしまった。

　そして、もう一つ。

　俺はあの時。男が俺の方に向かってきた時に──。

　喜んでいる自分がいたことに気がついてしまった。

　危機が迫っているっていうのに、何な故ぜかその危機に気持ちが昂たかぶっている自分がいた。

　そんなこと、本来あってはならないはずなのに。

　ジンが死んで、もう命を懸けたりとか、そういう馬鹿なことはやめようって決めたばっかりだったのに。

　あの瞬間、確かに俺は生を感じていた。退屈な日常から解き放たれていた。

　そんな風に思うこと自体、不謹慎だってことは百も承知だけど。感じてしまったものは取り返しがつかない。

　この感覚はくせになる。

　いや、くせになっていた昔の記憶が思い起こされただけだ。

『到達する者アライバーズ』にいた頃の自分。ダンジョン攻略に明け暮れた日々。

　あの時の心躍る感覚が、未いまだ自分の掌てのひらの中にあるような気がした。

　この感覚を思い出してしまうくらいなら、人助けなんてしなければよかった。

「まあ、そうですね。久しぶりに善いことをすると気分がよくなりますね」

　俺はそんなことを考えながら、ヒルトンに向けて心にもないことを言っていた。
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　それからの数日、俺はあの時の感覚を忘れることができなかった。

　ひったくり犯との戦闘。

　たった一瞬の出来事だったけど、その瞬間をもう一度と熱望している自分がいた。

　仕事が一段落して手が空いた時や、誰かと会話をしていて聴きに入っている時など。

　ふと、あの昂ぶりがフラッシュバックしてくる。

　それは職場のヒルトンやモナルと話している間だけのことではなく、週に二回約束されていたロズリアとの食事の最中でも同じことだった。

「──で、その時わたくしは言ったんですよ。『ヌベヂヤンが来ちゃうぞー！』って」

「うんうん」

「そうしたら、子供達たちが『キャー！』って叫ぶんですよ。本当、子供っていい反応しますよね」

「なるほど」

「ちょっと相槌適当すぎませんか？　ちゃんと聞いてます？」

　あからさまに、ぼーっと話を聞きすぎたようだ。

　ロズリアが腕組みをしながら、不満げな視線を送ってくる。

　確か、教会に遊びに来た子供達と遊んでいた話をしていたはずだ。

　全然頭に入ってきてないので、適当に聞いた単語を羅列してみる。

「要するにヌベヂヤンってやつが緑色に爆発するんでしょ？」

「それ、話の一番初めじゃないですか。要するにほとんど聴いていないと……」

「はい、すみません……」

　どうやら間違ってはいなかったようだが、話の中心部分でもなかったようだ。

　ロズリアの顔がさらに険しくなる。

　ヌベヂヤンが緑色に爆発するところから始まる話ってなんなんだよ。

　そもそも、ヌベヂヤン自体がなんだかわからない。

　今さらになって興味が出てきたが、ロズリアは話題を変えてしまう。

「どうしたんですか？　一日中ずっと上の空って感じですよ」

「そう？」

「そうですよ。もしかして、熱でもあるんじゃないですか？」

　そう言って、ロズリアはおでこに手を当ててきた。右手を自分の額と交互に当てて確かめている。

「熱はなさそうですね。でも、最近また一段と寒くなってきましたし、風邪の引き始めかもしれませんよ」

「そうなのかな……」

　この熱に浮かされた感覚が、風邪じゃないということは自分が一番よくわかっていた。

　だけど、自身の昂ぶりを正直にロズリアに打ち明ける勇気もなかった。

　俺はロズリアとの約束を破ってしまった。

　王都へ向かう馬車の中で交わした約束。

　もう二度と危険なことには首を突っ込まない。命の危険とは無縁の生活をする。

　そう決めたはずなのに、ひったくり犯と戦ってしまった。

　それだけならまだいい。不可抗力で約束を破ってしまっただけなのなら。

　けれど、もう一度約束を破りたいと思っている自分の感情は許されるものじゃない。

　彼女を悲しませないためにも、この気持ちは自分の中に留とどめておかなければいけなかった。

　しばらく黙っていると、ロズリアが口を開く。

「今日はいつもよりちょっとだけ早いですけど、解散しましょうか。体調、悪そうですし」

「それはロズリアに悪いよ。別に体調だってそこまで悪くないし」

「気にしなくていいですよ。調子悪いのに、無理させちゃっている方が悪いですから」

　ここで自分の意見を押し通して、ロズリアに気を遣わせるのも申し訳ない気がする。

　このまま心配をかけるよりかは、さっさと帰って、次会う時のために気持ちを切り替えるべきだろう。

「ありがとう。なんかごめんね」

「いいですよ。体調が悪い時は誰にでもありますって。早く寝て、しっかりと回復してきてください」

「そうすることにするよ」

「じゃあ、早速店を出ましょうか」

　身支度を整え、店員を呼んで会計を済ます。

　外に続く扉を開けると、寒い空気が流れ込んできた。

「寒いですねー」

「外に出るのも嫌になっちゃうくらいの寒さだよなぁ」

「家で暖かくゴロゴロしていたいですよね」

　店の外に出ると、寒さはより一層増していた。

　ロズリアは手袋をつけた両手で頰を擦こすりながら、空を見上げた。

「降りそうですね、雪」

「今日、降るのかな？」

　上空には分厚い雲が重なっており、月の光を覆い隠していた。

　暗くて、静かな夜だ。

　この街に雪が降るところを見たことはなかったが、きっと雪が降る夜っていうのはこういう夜なのだろう。

「夜中には降ると思いますよ」

「できればロズリアと一緒にいる時に降って欲しかったな。そうすれば、雪だるまとか作って遊べたし」

「降り始めじゃ遊べませんよ。そういうのは雪が積もった次の日にやるのがベストなんですよ」

「明日は、ロズリアは仕事なんだっけ？」

「はい。ノートくんはお休みでしたよね」

「うん。じゃあ、次に遊べるのは明後日かな？」

　俺はこれから二連休。明後日はロズリアも休みだったはずだ。

　週に一度、お互いの予定を合わせた休日。それは二日後に待っていた。

「明後日まで、雪残っているかな？」

「それはなんとも言えませんね。今日の降り次第でしょう」

　二人して、青白い街灯が連なった夜道を歩き続ける。

　段々と飲食店が見当たらなくなり、代わりに民家が増えていく。

　人も灯あかりも、ゆっくりと消えていって、いつの間にか見慣れたＹ字路に差し掛かった。

「名残惜しいですが、ここでお別れですね。今日も楽しかったです。ありがとうございました」

「こっちこそ、楽しかったよ。じゃあね」

　片手を軽く上げて応える。ロズリアはぶんぶんと腕を振っていた。

「早く寝て、体調治してくださいねー」

「わかったって」

　手をひらひらと振りながら歩き出すと、瞬く間にロズリアの姿は建物の陰に隠れてしまった。

　視線を前に戻し、冷えた石の道路を進んでいく。

　コツコツといった靴音が辺りに響きだす。

　──雪か。

　街に降る雪とは一体どんなものなのだろう。

　未だ見たことのない景色を、予想以上に心待ちにしている自分がいることに気づく。

「少し遠回りでもして帰るか」

　折角だから雪の降り始めを見てみたい。

　時間を稼いだからといってお目にかかれるものでもないと思うが、可能性としては高くなる。

　自宅へ直接帰るのを避け、普段通らない帰り道を選んでいくことにした。

　ロズリアから早く寝るように言われたが、風邪を本当に引いているわけでもない。律儀に従う必要もないだろう。

　罪悪感がないわけでもなかったが、好奇心の方が強かった。

　見慣れない道に差し掛かる。この方面には初めて来た。

　道は綺き麗れいに整備されていて、街灯も多く明るい街並みだ。どうやら新しめの住宅街らしい。

　通行人もさっきの道よりか断然多かった。

　シルクハットを被かぶって背筋を伸ばした男。

　おばあちゃんと孫の関係であろう老女と10歳くらいの男児の二人組。

　全身を白で着飾った成金風の青年。

　大剣を背負った中年の男とふわふわと髪をカールさせた若い美女のカップル──。

　そのカップルの男の方と目が合う。

「……えっ!?」

　思わず驚いて声をあげてしまった。

　驚いたのは相手も同じだったようで、彼も目を見開いている。

　俺は口をパクパクとさせながら、ようやく言葉を発した。

「……やっぱりヒューゲルさんですよね？」

「ノート殿!?」

　その独特な呼び方で、自分の見間違いでないことを確信した。

　ヒューゲル。またの名を首切り。

　対個人戦闘において、この国最強の暗殺者とされている人物。

　気配を消すアーツ《隠おん密みつ》に特化した戦法を得意としており、対象に気づかれないまま大剣で首を刎はねるという、大胆かつ巧妙な暗殺を得意としている殺し屋だ。

　暗殺に正義の信条を誓っており、悪人の命を狩ることだけに専念している奇妙な殺し屋であった。

　彼と出会ったのは、俺が『到達する者アライバーズ』にいた頃のことた。

　ジンを暗殺の標的としていたのだが、俺とリースによってその凶行は阻むことができた。

　その後、ピュリフの街を去っていったのは知っていた。

　しかし、違う街で再会することになるとは思っていなかった。

「どうして王都にいるんですか？」

「それはこちらの台詞せりふだ。私は元から王都に住んでいるんだよ」

　なるほど。首切りは元々、王都を拠点としていたのか。

　ピュリフの街に来たのは、ジンを暗殺するためだけだったらしい。

「そういうキミの方はどうしてこの街に？」

「色々あったんですよ……」

　職場などのいつもの癖で誤魔化そうとしてしまったが、よく考えたらヒューゲルは『到達する者アライバーズ』時代の俺を知っている。

　彼がピュリフの街を去った後、何が起きたのか調べようと思えばすぐに調べられるはずだ。

　それにジンを暗殺しようとしていたわけだ。もしかしたら既にジンの死を知っているかもしれない。

　隠しても無駄だと判断し、全てを正直に話すことにした。

「俺、冒険者辞めたんですよ……」

「それはまたどうして……？　キミは冒険者として順調にやっていたわけじゃないか」

「自分もそう思っていたんですけどね。そうじゃなかったみたいなんです。『到達する者アライバーズ』が解散しちゃったんですよ」

「解散って、何かあったのか？」

　どうやら、ヒューゲルはジンの死を知らなかったようだ。

　ここまで話してしまったのだから途中で止めるのも不自然だ。

　そのままの流れで話の核心に触れた。

「あの後、ジンさんが死んじゃったんですよ。ダンジョン探索で」

「そ、それは……」

　ヒューゲルは言葉に詰まる。

　彼にとってジンの死は、過去に手をかけることを諦めた暗殺対象が死んでしまったことを意味する。

　その事実を知って、彼はどんな気持ちなのだろう。

　喜ばしいのか。それとも、自分があの時殺していれば仕事が成功したのに、と悔やんでいるのか。

「ヒューゲルさんとしてはいい知らせなんですかね」

「そんなことはない。私は純粋にキミの冒険者としての活躍を期待していたよ。だから、ジンから手を引いたんだ」

「結局、その期待も無駄に終わりましたけどね。冒険者を辞めてしまったわけですし」

　自嘲的に吐き捨てる。

　ふと、ヒューゲルの隣に立つ女性の存在が目に入る。先程ヒューゲルの隣を歩いていた女性だ。

　しばらくこちらに気を遣って黙っていたようだが、そのせいですっかりいたことを忘れていた。

「すみません。彼女さんが隣にいたこと忘れていました。これ以上は……色々と話さない方がいいんですかね？」

　ヒューゲルが首切りとして殺し屋をやっていることは、世間では知られていない事実だ。

　彼が首切りだとわかるような直接的な表現は用いてなかったつもりだが、それでも会話の端々から何かを摑つかまれるという可能性もある。

　会話を打ち切ろうとすると、今まで黙っていた女性が口を開いた。

「彼女さんですって！　ヒューゲルさま、聞きましたか!?」

「心配いらないぞ。この子は私が首切りなことを知っているからな」

　しかし、ヒューゲルはあっさりと秘密を明かす。

「それと彼女じゃない。私の助手をしているエイシャだ。エイシャが可哀かわい想そうだからそこのところは間違えないであげてくれ」

「わざわざ訂正しなくてもいいのに……」

「ん？　なんか言ったか？」

「いやいや、何でもないですっ！」

　エイシャという女性は首と両手をぶんぶんと振って、俺の方へ向く。

「どうもエイシャと申します。ヒューゲルさまの手足として、首切りとしての仕事の依頼の窓口、そして情報収集を主な役割としています」

　そう言って、エイシャは丁寧に頭を下げた。

「ヒューゲルさまには過去に命を救ってもらって以来、この身を捧ささげても捧げきれないほどの恩がありまして。こうして尽くさせてもらっている次第です」

　彼女はぱっと見、目を引くほどの美人である。年齢は20代前半であろうか。

　カールの利いた金髪に、ぱっちりとした目が人形みたいで可愛かわいらしい。

　スタイルもよく、セーターの上からでも膨らみがまじまじと強調されるほどの胸のサイズにどうしても目が行ってしまう。

「私が勝手に助けたのだから、恩義を感じなくてもいいのだがな」

　ヒューゲルは、その低い声で素っ気なく返す。

　それを聞いたエイシャは、身を乗り出しながら反論をした。

「わたしは好きでヒューゲルさまのお傍そばにいるのですっ！」

「またしても、そのようなことを言って……。キミはもう少し、自分の人生をちゃんと見つめ直した方がいいのではないか？」

「もう鈍感なんだから……」

　なんだ、このやり取り。見ているこっちがむず痒がゆくなるんだけど……。

　エイシャは明らかにヒューゲルに恋愛感情を持っているようだが、当の本人はそれに気づいていないという。

　彼女が不ふ憫びんに思えてくる。
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「苦労してそうですね、エイシャさん……。ヒューゲルさんがここまで鈍感だと……」

「そうなんですよっ！」

　彼女は俺の相あい槌づちに食いついてきた。こちらの耳元に顔を近づけ、内緒話をしてくる。

「いつもこんな感じなんですよっ！　名前の知らない初対面の方、もしよかったらヒューゲルさんがわたしの気持ちに応えてくれるよう手伝ってくれませんか？」

「あっ、ノートと言います。それと手伝ってと言われてもですね……」

　恋愛経験がまともにあるわけでもない俺が何か手伝えるとは思えない。

　そもそもエイシャの恋路には一つの大きな壁がある。

「ヒューゲルさん、ロリコンだからなぁ……」

「もしかして、ノートさんもご存じでしたか！」

　そう言って、まくし立ててくる。

「やっぱりそこがネックになりますよね。そもそも、わたしが首切りさまに命を救ってもらったのは、10歳の時だったんですよ。その時にパッとときめいてしまいまして」

　胸の前に両手を組んで、語るエイシャ。

　訊きいていないのに、回想が始まったんだけど……。

「それから、首切りさまに見合う大人な女性になろうと、数年間自分磨きをしたのです。ようやく大人になって、いざ会ってみれば……。まさかの幼い子好きだったとは。悲しくないですか？　こんなことなら、大人になるまでなんて見み栄えを張らないで、さっさと会いに行けばよかったですっ」

　なんとも悲しいエピソードだ。ますますエイシャが不憫に思えてきた。

「話の途中で一つ疑問だったところがあるんですけど、いいですか？」

　エイシャとヒューゲルを見比べて、尋ねる。

「大丈夫ですよ」

　とエイシャが答えた。

「よく首切りがヒューゲルさんだって気づきましたね。確か、首切りって正体を隠してましたよね？　どうやって、ヒューゲルさんまでたどり着いたんですか？」

「執念です！」

　エイシャは笑顔で親指を立てていた。

　ちょっと怖いな、その執念……。

　そこで話を途中から聞いていたヒューゲルが付け加える。

「エイシャは情報収集を極めた盗賊だからな。この国にいる盗賊でエイシャに情報収集能力で勝てる者はいないと思うぞ。必要とあらば、王族が揉もみ消した悪事の正体まで突き止める。エイシャが首切りのブレインとまで言っても過言ではないな」

「えへへっ」

　エイシャは首切りの称賛を受けて、弛ゆるみきった笑顔をこぼしていた。

「で、この方はどうしてヒューゲルさまが首切りだということを知っているのですか？」

　俺を指差しながら、エイシャはヒューゲルに質問する。

「前に一度話したと思うが、彼がジンの暗殺を取りやめる原因にもなった『到達する者アライバーズ』の盗賊、ノートだ。気配察知を極めて、この私の《隠密》を見破れる唯一の人間と言ってもいい」

「どうも」

　そこまで大層なものではないと思うので、頭をぺこぺこ下げながら答えた。

「ああ、話では聞いていましたが、この方があのノートさんとは。改めて初めまして。エイシャです。ヒューゲルさまが絶賛していたのを聞いていましたので、一度はぜひお目にかかって話をしてみたいと思っていました」

「そうなんですか……。ヒューゲルさんが過大評価しているだけだと思いますよ。実際は大したことない人間です」

「そんなことないと思いますよ。ヒューゲルさまがあそこまで言うことはそうそうないです」

　エイシャは頷うなずくと、両手を叩たたいた。

「ここでずっと立ち話しているのもなんですし、よかったらわたし達たちの家に来ませんか？　いいですよね、ヒューゲルさま？」

「うん、私としても大歓迎だ。ここからすぐであるし、寄ってかないか？　ノート殿」

「でも……」

　言い淀よどんでしまう。

　ロズリアとの約束を思い出す。

　俺は冒険者から足を洗うと彼女に約束をしてしまった。

　それなのに、冒険者時代の知り合いと話に耽ふけるのは、あまりいいことではないはずだ。

　話をすること自体が、約束の違反に接触するということはないと思うが。

　本来なら、遠慮しておくべきなのだろう。

　だけど、俺の中ではヒューゲルともっと話をしたいという気持ちがあった。あの首切りが認める情報収集のプロの盗賊の話も聞きたかった。

　きっと、先日のひったくり犯との一件がなければ、二人の誘いを断っていただろう。

　ただ、あの一件で俺の中に冒険者としての情熱が僅かに蘇よみがえっていた。

　ヒューゲルとの再会によって、その炎が増していくのを感じ取っていた。

　ロズリアごめん……。

　少しの償いにもならないけど、心の中で呟つぶやく。

「わかりました。じゃあ、ありがたくお邪魔させていただきます」

　さっきまで、身を凍えさせていた空気の寒さは噓うそのように消え去っていた。

　ヒューゲルの家へ向かう途中、パラパラと白い粉が空から舞ってきた。

　雪だ。雪が降り始めたようだ。

　あんなに待ち遠しかった光景だったはずなのに、今はヒューゲルとエイシャの話を聞きたいという気持ちの方が強かった。

　空から降り注ぐ小さな氷の結晶は、心の内で燃え始める情熱を鎮火させるには、些いささか遅い登場だった。
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「見てください、ノートくん。あそこの家の前、雪だるまがたくさんありますよ」

「本当だ。大きいのに小さいのにと、なんか家族みたいだね」

　民家の軒先に並ぶ雪だるまを眺めながら、隣を歩くロズリアの言葉に答える。

　この街の雪景色にもだいぶ見慣れてきた。

　一週間に二日ほどのペースで降る雪は、冬晴れの日差しでは溶け切らず、道の端には茶色く土で汚れた雪が積もっていた。

　石の道路は溶けた雪が再度固まって、上を歩くと滑り転げそうだ。

　だからといって、道の端を歩けば、残った雪が靴の中に入り、靴下を濡ぬらしてしまう。

　あんなに降る前は楽しみだった雪が、今では早く冬が終わって綺き麗れいさっぱりなくなって欲しいと願うほどだ。

　非日常はいつの間にか日常になって、退屈に変わってしまった。

　それは日常に新たな刺激が加わってしまったから。雪の白さが色あせてしまったのかもしれない。

「じゃあ、ここで」

　いつもの分かれ道に差し掛かると、手を上げた。

「はい……」

　ロズリアは名残惜しそうな表情を浮かべると、俺の瞳を見つめた。

「ノートくん、最近大丈夫ですか？　仕事忙しいみたいで、身体からだ壊したりしてませんか？」

「身体は大丈夫だと思うよ。でも、忙しいのに変わりはないからなぁ……」

「それならいいですが……」

「ごめんね。あまり会う時間作ってあげられなくて。今日も少ししか話せなかったし」

　今の時刻はまだ夜の八時半だ。ロズリアと会ってから、まだ二時間しか経たっていない。

「仕方ないですよ。明日も仕事が早いんでしたよね？」

「うん、最近同僚の人がたくさん辞めちゃってね。朝の仕分けのために早く行かなくちゃいけないんだよ。ごめん」

「それは何度も聞きましたって。わかっています。ノートくんは何も悪くないんだから、謝らないでください」

「それと、明後日の休日も。会えなくなってごめん」

「だから、謝らないでくださいよ。忙しい中、こうして週に一回時間を作ってくれるだけでも感謝しているんですから」

「本当にごめん……」

「もう……。そこまで謝りたいなら、今度埋め合わせをしてください。事業所に新しい人が入ったら、楽になるんですよね？」

「うん、多分……」

「そうしたら、うーんと休みを取って、どこかに二人で旅行しに行きましょう。それで許しますよ」

「わかった。約束するよ」

「ありがとうございます。しっかり約束守ってくださいね」

　そう言って、ロズリアは笑顔でふかふかとした手袋をはめた右手を振った。

「それではさようなら。また来週！」

「じゃあね……」

　ロズリアの姿が見えなくなるまで手を振って、しばらくすると腕を下ろした。

「また守れない約束しちゃったな……」

　白々しく噓を吐つく自分に嫌気が差す。

　何が約束だ。何がごめんだ。何が忙しいだ。

　そんなの全部噓じゃないか。

　職場で辞めた人間なんていない。仕事が忙しくなってもいない。

　ただ、ロズリアの誘いを断り、時間を確保するための方便。

　自分のことしか考えていない、浅ましい噓だ。

　一秒でも時間が惜しい今の自分には、ロズリアと旅行に行くつもりもさらさらなかった。

「ここでうじうじ悔やんでいても、もったいないか……」

　一人呟いて、目的地へと足を向けることにした。

「行くか、ヒューゲルさんのところへ」

　こうして今日も、俺はヒューゲル宅へと向かい修業をすることとなった。







「おお、来たか。ノート殿。今日は遅かったな」

「ヒューゲルさん、どうも。お邪魔させてもらいます」

　扉を開けてくれたヒューゲルの後に続き、家の中に入って靴を脱ぐ。

　そのまま廊下に上がり、奥へと向かう。

「今日は夕食を食べてきたのか？」

「はい」

「では、間を挟まず修業し続けられるな」

　そう言って、ヒューゲルは地下室へと続く階段を下りていく。俺もその背中を追っていった。

　ヒューゲルとエイシャが住んでいる家は二階建ての大きな一軒家だ。

　外見はぱっと見、普通の民家だが、地下には広大な部屋があり、そこが修業場所となっていた。

　元々ヒューゲルは首切りであることを隠しながら修業できる場所を探していた。

　そして、たどり着いたのが自分の家の地下を修業場に改造するという大掛かりな手段だった。

　地下室に着くと、エイシャが戦闘用の服を着ていて、部屋の中央で待っていた。

「こんばんは、待っていましたよ」

「すみません、エイシャさん。今すぐ着替えてくるんで、もうちょっとだけ待っていてください」

「わかりました。では、その間ヒューゲルさまとお話ししております」

「いや、私も着替えたいから、一人で待っていてくれ」

「そ、そんな……」

　エイシャが膝から崩れ落ちる。

　しかし、ヒューゲルは彼女の様子に気づかず、更衣室へと入っていく。

　こういう光景は見慣れたものなので、いちいち慰めてもキリがない。

　俺も更衣室へ入り、バッグから取り出した動きやすい服と、この家に置きっぱなしにしている靴などの装備を身につけていく。

　着替え終わると、地下室の中央で三人して向き合った。

　ヒューゲルが口を開く。

「それでは修業を始めようか」







　俺達たちが三人でこうして修業をするようになった理由に触れるには、王都に最初に雪が降った日へと遡る必要がある。

　俺がヒューゲルに夜道で再会して、彼の家に行った後の出来事だ。

　あの後、俺はリビングへと通された。

　三人で腰を据えて、近況の報告や過去の身の上話をすることとなった。

　当然、俺が『到達する者アライバーズ』を辞めた理由にも触れることとなる。

　ジンが死んで、リーダーのフォースとエリンが自身の実力不足を嘆いていなくなって。

　それで俺も彼らの真ま似ね事ごとをしようと師匠であったリースの下を訪ね、彼女から冒険者を辞める意思を告げられて。

　もうパーティーとしての活動も自分を鍛えることもできなくなって。リースに倣って冒険者を辞める決意をしたこと。

　ロズリアの部分だけを包み隠して、事実を話した。

　約束を破って、こうしてヒューゲル達と会っていることを、彼らに知られれば咎とがめられてしまう。

　悪いことをしている自覚があったから、話すことができなかった。

　ロズリアを除いた全ての話を語り終えると、彼らは意外な提案をしてきた。

『なら私達が師匠となって、ノート殿を鍛えようか？』

　それは今の自分が一番望んでいた言葉だった。

　きっと、この提案をして欲しくて、今まで身の上話をしたのではないかと思うほどに。

　ジンがいなくなって。『到達する者アライバーズ』もなくなって。俺は冒険者を辞めた。

　不本意な結末だった。夢を諦めるしかないと思っていた。

　だから、ロズリアと二人で逃げるように王都に来た。

　冒険者時代の輝かしい思い出を記憶から塗りつぶすように、今までとはかけ離れた生活を送ってきた。

　でも、それは望んでいた出来事ではなかったはずだ。

　本当は冒険者を続けたかったはずだ。

　ずっと『到達する者アライバーズ』にいたかった。ずっとダンジョン攻略をしたかった。

　俺は自分でも気づかないほど、冒険者でいることが好きだったんだ。

　そんな大事なことに今さら気がついてしまった。

　冒険者としてのスリル溢あふれる日常が好きだった。新鮮で、目新しいものがいっぱいで、退屈さの欠片かけらもない日常を愛していた。

　半年間の平和で退屈な生活を歩んで、ようやく自分の欲望に気がついてしまった。

　だから、ヒューゲルの提案に頷うなずいたのは自然なことだった。







「それではまずいつも通り、ヒューゲルさまとノートさんでウォーミングアップがてら戦いますか。その後、わたし対お二方の二対一をやりましょう」

　不思議なことに、このメンバーの中で一番の勝率を誇っているのは、エイシャであった。

　というのも、ヒューゲルは修業の際、ハンデを負っているからだ。

　首切りがこの国最強の暗殺者とされる所以ゆえんは、その精度の高い《隠おん密みつ》にある。

　彼の《隠密》は一度発動してしまえば、たとえ目の前にいようとも、普通の人では姿を捕捉できない。

　修業で《隠密》を使ってしまうと、エイシャがヒューゲルを捕捉できなくなり、戦いにならないのだ。

　なので、修業では《隠密》を禁止したハンデマッチを行っている。

　そうなると、今度は直接戦闘の経験がほとんどないヒューゲルが、純粋な盗賊としての戦闘能力を有しているエイシャに敵かなわなくなるのである。

　ちなみに、俺は半年のブランクのせいか、最初の方は全くと言っていいほどヒューゲルに太刀打ちできなかった。

　今では冒険者だった頃の感覚を取り戻して、ヒューゲルと互角近い戦いを繰り広げられるようになってきた。

『到達する者アライバーズ』時代の全盛期と同じくらいの実力までなんとか戻せたようだ。

　問題はここから。俺が冒険者として、どう成長していくのかということである。

　ヒューゲルとのウォーミングアップを兼ねた戦いを終え、一休憩挿はさむと、二人してエイシャに向き合った。

　俺は刃を落としたナイフ、ヒューゲルも同じく刃を落として緩衝材をつけた大剣を手にしている。

　対するエイシャは武器を何も構えていない。素手だ。

　これは決して俺達を侮っているわけではない。彼女の戦い方が徒手空拳というだけだ。

　エイシャは体術系のスキルを持っているため、武器を使って戦うより、素手で戦った方が強いのだ。

　それに彼女は情報収集のため、敵地に潜入することが多い。

　よって、武器を使った戦い方を極めるより、いつどんなところでも戦える体術の方が、利便性があるとのことらしい。

　一応、今は丸腰というわけではなく、両手の中指には小さな指輪をはめていた。これが彼女の強さの秘ひ訣けつの一つである。

「行きますよ、エイシャさん」

「いつでも大丈夫ですよ。ヒューゲルさまも来てください」

「おうっ！」

　ヒューゲルが駆け出した。俺も彼の後ろを追走する。

　エイシャの戦闘職バトルスタイルは盗賊だが、その戦い方は純粋な盗賊とは異なる。

　自身の鍛え上げた体術、そして装備した指輪を触媒としてスペルを発動しながら戦う魔法行使スペルキヤスト系盗賊である。

　魔法とは本来、魔導士系の戦闘職バトルスタイルの者が、幼い頃から膨大な術式の知識を詰め込んで、ようやく行使できるようになるものである。

　しかし、この世界にはもう一つ魔法を使えるルートが存在する。

　魔法にまつわるスキルを手に入れることだ。

　魔法系のスキルを得ることで、魔導士が幼少期に行う努力の工程をある程度飛ばすことができる。

　スキルは絶対で、スキルを持つ者は持たない者に比べ、その分野で勝つことはできないのだ。

　もちろん、スキルを手に入れただけで、魔法をマスターすることはできない。

　一流の魔導士になるには、幼少期から築き上げてきた努力とスキル、どちらもが必要十分条件となる。

　魔導士になる環境で生まれず、スキルをただ手に入れただけの者は、本職の魔導士に比べ、術式の数も、威力も、発動速度だって数段劣るのが現実だ。




　そうこうしているうちに、先頭にいたヒューゲルがエイシャへと距離を詰めた。

　横薙なぎの一いつ閃せんを放つ。幾人もの悪人の首を刈り、首切りの異名の元となった自慢の一撃だ。

　しかし、本職の魔導士に負けるからといって、魔法行使スペルキヤスト系近接戦闘職バトルスタイルのスペルが全く使い物にならないというわけではない。

　魔導士のように戦えないというだけだ。

　使用する術式を限りなく絞って、杖つえ等の魔法に使われる触媒もそのスペルを放つことに最適化した調整をし、ただそのスペルを発動するために自身の魔力経路パスを鍛えていけば──。




　その分野において魔法行使者スペルキヤスターは、魔導士を上回る。




「《超音撃掌底ソニツクシヨツト》ッ！」

　エイシャの掌てのひらから放たれた衝撃波は、ヒューゲルの一閃を弾はじき返し、そのまま彼を吹き飛ばす。

《超音撃掌底ソニツクシヨツト》。

　魔法スペル《超音撃波ソニツクブーム》と体術アーツ《掌底シヨツト》を組み合わせたエイシャオリジナルの技である。

　指輪を触媒に、魔法で音の衝撃波を放ち、それを自身の《掌底シヨツト》に乗せる。

　単純だが、その威力の掛け算は凄すさまじい。大柄なヒューゲルを３ｍ近く吹き飛ばしてしまった。

　しかも、それが修業用の抑えた威力であり、ヒューゲル本人に直撃させたわけではなく武器に当てただけというのだから驚きだ。

　もし生身の人間に《超音撃掌底ソニツクシヨツト》を直撃させれば、容易に対象を殺すことも可能だろう。

　しかし、それほどの大技、連発できるわけもない。

　本職の魔導士のような魔法戦は行えないのが魔法行使スペルキヤスト系近接戦闘職バトルスタイルの弱点だ。

　右手の指輪に溜ためてあった魔力は、今の《超音撃掌底ソニツクシヨツト》で使い切ったはずだ。

　魔力の装塡には時間がかかる。もうこの戦闘では行使できないとカウントして構わない。

　残るは左手の一発のみ。

　もう一度《超音撃掌底ソニツクシヨツト》を撃たせて、魔法の残弾がなくなったところをヒューゲルと二人で叩たたく。

　あえて、エイシャの左側に陣取り、左手の一撃を撃たせるよう仕向ける。

　彼女も俺が誘っていることに気がついているだろう。

　知ってもなお、誘いに乗ってくるのがエイシャだった。

「《超音撃掌底ソニツクシヨツト》ッッ！」

　──《偽・絶影》。

　自身の黒く蠢うごめく影が、音速で迫りくる空気の壁を躱かわす。

　衝撃の余波が広がり、身体からだを打つ。

　少し体勢を崩して立ち止まるが、この程度戦いを止めるほどのダメージじゃない。

　よろめく身体を動かそうとして、ふとエイシャの右手の動きが気になった。

　何かを落とした？　光る宝石みたいなものを。

「ノート殿！　耳を塞いで！」

　ヒューゲルの叫び声が聞こえる。

　エイシャは音系統の魔法を得意とする。

　それはスキル【魔力放出】による魔法自体の行使への補正と、【聴覚強化】の上位互換スキルである、【聴覚調整】という聴覚を自在にコントロールできるスキルの補正により、音系統の魔法適正を得ているからだ。

　だから、これから何が起こるかもある程度予想できた。

　エイシャが地面に放った宝石は触媒だ。魔法を行使するために、魔力がふんだんに込められた。

「《音爆撃サウンドボム》！」

　頭がかち割られたような衝撃に見舞われる。

　爆発音は鼓膜から直接脳みそを叩きつけ、平衡感覚を狂わせる。

　襲い来る音の情報量に、脳が外界を遮断した。視界がすぐさまホワイトアウトする。

　数秒経たって、意識が元に戻ると、静かな世界が待っていた。

　何も聴こえない。自分の呼吸の音も、心臓の音も聴こえなかった。

　おそらくエイシャがあの時発動したのは、爆音を放つスペルだったようだ。

　その影響で、聴覚が壊れてしまったようだった。

　自分のスキル構成をよく活いかしたスペル選びだと思う。

【聴覚調整】により、自身の攻撃の影響を受けずに、相手だけに爆音攻撃を与えられる。

　相手に隙ができれば、瞬間に体術で片をつけられる。

　あのレベルの音量、耳を塞いだところで回避できるものでもない。耳を塞いだところでその隙に《超音撃掌底ソニツクシヨツト》をぶつけられてしまう。

　必勝に近い戦法の一つと言っても過言じゃない戦い方だろう。

　ただ問題としては、その技は修業で使う規模のものではないということ。

　エイシャが何か口をパクパクとさせているが、何を言っているのか全く理解できない。

　聴覚が全然戻ってくれないのだ。

　ヒューゲルの方に目を向けるが、彼も耳を押さえていた。何も聞き取れていないようだ。

　少なくとも耳が元に戻るまでは修業は中止だな……。

　両手を重ねながら頭をひたすら下げているエイシャを眺めながら、俺はそんなことを考えていた。







「すみませんでしたっ！」

　エイシャの大きな謝り声が聞こえてくる。

　修業を中断して、早一時間。三人は現在、ヒューゲル宅のリビングで向かい合っていた。

　キーンとした耳鳴りは残っているが、概おおむね聴覚は回復している。

　エイシャの謝罪を聞きながら、正面にいたヒューゲルはため息を吐ついた。

「過ぎたことだから、仕方ないが……。あのスペルはこの家では使用禁止だっただろうが……。ご近所さんにまた怒られるじゃないか……」

「はい……」

　ヒューゲルが呆あきれるのも無理はない。

　エイシャの《音爆撃サウンドボム》はものすごい威力のスペルだ。

　発動時に近くにいる者をその爆音だけで行動不能にしてしまう。どんなに身構えていても、対処不可能な大技だ。

　しかし、その効果は絶大なあまり、修業で使われると当分の間、耳が聴こえなくなって勝負の続行ができなくなる。

　それにヒューゲルの言った通り近所迷惑だ。いくら地下室で爆発させたからって、家からは爆音は漏れ出てしまう。

　しかも、今は夜のため、寝ている人も多かっただろう。

　爆音に起こされてしまった人は気の毒だ。今後は気をつけて欲しい限りである。

「それにしても、どうして《音爆撃サウンドボム》を発動させたんだ？　禁止してたことを忘れていたわけではないだろ？」

　ヒューゲルがエイシャに確認する。

「忘れていたわけではないです。ただノートさん、《超音撃掌底ソニツクシヨツト》を避けた後、グッと加速しましたよね？　それを見て『やられちゃう』と思って焦ったら、つい癖で《音爆撃サウンドボム》を発動しちゃったんです」

「確かに加速していたな。あれは一体なんなんだ？」

　ヒューゲルまでもが尋ねてくる。

　そういえば、彼の前で《偽・絶影》を使うのは初めてだったことに気づく。

　ジンの暗殺を取りやめてもらうための決闘では、長期戦を見越して反動のある《偽・絶影》は使用しなかった。

　王都で再会してからの修業でも、これまでの手合わせはブランクを埋めるための戦いと割り切って、上級技である《偽・絶影》は封印していた。

　全盛期の自分の実力が戻りつつあるのを確認して、今日の戦いでようやく解禁したのだ。

　それが回りに回って、今回の《音爆撃サウンドボム》騒動に繫つながっていたとは……。

「ジンさんの《絶影》の真ま似ね事ごとみたいなアーツですよ。自分の行動速度を極限まで加速するモードに入るアーツです。ジンさんのに比べたら、速さも持続時間もかなり見劣りしますけどね」

「わたしから見たら、だいぶ驚異的な速度でしたけどね」

「そうですか？　そんなこと言ったら、エイシャさんの方がすごかったじゃないですか。《音爆撃サウンドボム》。あんな奥の手があったなんて知りませんでした」

「あれは本当に命が危険だと思ったとき用に取っておいていますから。そう易やす々やすと見せるものではないんですよ。《音爆撃サウンドボム》を見せたということは、ノートさんのアーツをそれだけ危険なものだとわたしは判断したんです」

「そこまで警戒しないでもよかったと思いますよ。《偽・絶影》はスピードだけを上げるアーツなので、攻撃が強化されるわけでもないですし。攻撃面に関しては今までのへっぽこな自分だと思ってくれて構いませんよ」

　ヒューゲル達たちと連日、修業をしている俺だが、攻撃技術に関してはからっきしという進捗状況だった。

　そもそも、俺は『到達する者アライバーズ』時代も攻撃は苦手としていた。

　そんな俺が唯一使えるアーツの《必殺クリテイカル》も成功確率はあまりよろしいものじゃなかった。

　それはヒューゲル達との修業においても、何も変わっていない。

　今までの修業は半年間のブランクを埋めているだけに過ぎない。21階層に挑んだ時点から、成長しているわけではなかった。

「それにしても、二人がかりでもなかなかエイシャさんに勝てないですね。もしかしてエイシャさんって盗賊の中でもかなりトップクラスの戦闘能力を持っているんじゃないですか？」

　その問いにはヒューゲルが答える。

「私もそう思っている」

「ですよね、やっぱ。自分も強すぎるって思っていましたもん。少なくとも、ピュリフの街にいたダンジョン攻略パーティーくらいとは渡り合えそうですよね」

　俺は『到達する者アライバーズ』の皆や、『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のリースの実力を見てきたが、決して見劣りしない実力をエイシャは持っているように思えた。

　しかし、彼女はそそくさと否定した。

「それはないですよ。過大評価です。わたしがダンジョン探索なんてしたら、おそらく５階層までも行けませんよ」

「そんなことないんじゃないですか？　瞬間最大攻撃力だけを見たら、ジンさんにも勝っていそうですし。耐久力がやたらとあるダンジョンモンスターは得意そうに感じますけど」

「攻撃力はあっても、ダンジョン探索に必要な継戦能力がないですから」

　エイシャは首を振って答える。

「《超音撃掌底ソニツクシヨツト》二発に、《音爆撃サウンドボム》一発。それくらいが一戦闘に使えるスペルの限界です。魔力量も少ないので、指輪などに魔力を充塡できるのも、一日に一回ほどですし、モンスターがたくさん湧いてくるダンジョン探索には向かない戦い方なんですよ」

「エイシャは情報収集用に能力を鍛えているからな。潜入などを失敗した時に備えて、窮地を脱する瞬間的な戦いに特化しているんだ」

　ヒューゲルやエイシャの戦い方は、バランスが悪く、とても歪いびつに思える。

　己の長所を伸ばし、短所な分野では戦わない。

　冒険者にはなかなか見られないタイプだ。それは彼らが冒険者ではなく、殺し屋だからかもしれないが。

「さあ、そろそろ耳も治ってきたことだし、手合わせを再開するか」

「そうですねっ、ヒューゲルさま」

　そう言い出して、ヒューゲルとエイシャは二人して立ち上がった。

　俺も続くように椅子を引いた。

「本当にありがとうございます。俺のために修業をつけてくれて」

　俺が感謝の気持ちを述べると、ヒューゲルは肩に手を置いてきた。

「気にしないでくれ。この手合わせはこちらとしても助かっているんだ」

「そうなんですか？　毎日のように時間を取ってもらって、嬉うれしいですけど、申し訳ない気持ちでいっぱいなんですけど」

「なに、私達が訓練をするのは毎日のことだから、心配いらないさ。な、エイシャ？」

「はい！」

　ヒューゲルの呼びかけに、エイシャは恋する乙女の眼まな差ざしで応えていた。

　俺は疑問に思ったことを二人に投げかける。

「お二人は、そんなにお強いのに、毎日のように訓練しているんですか？」

「もちろんだろう」

　ヒューゲルが大きく頷うなずいた。

「私達は冒険者じゃないからな。モンスターと戦う機会もないから、すぐに腕が鈍ってしまうんだよ」

　それに、とヒューゲルは続ける。

「首切りとしての素性を隠したいから、対人戦の経験をしたいのに相手がいないんだ。それで私とエイシャはこうして自前の地下室で特訓をしているわけだが、いつも同じ相手になると戦いがワンパターンになってしまうんだ」

「だから、ノートさんとの手合わせはこちらとしても、メリットが多いんですよ」

　なるほど。そういう裏もあったのか。

　確かに、首切りという暗殺者にとって、その正体が暴かれることは死に繫がる。

　たくさんの人間に恨まれているだろうし、手の内がバレて正面戦闘が苦手と知られれば、それこそ暗殺者をけしかけられるかもしれない。

　首切りの正体を摑つかんでいる俺という存在は、数少ない修業相手に適した存在なのかもしれない。

「そうとわかれば遠慮はいらないんですかね？　じゃあ、修業を再開しましょうか」

「そうだな」

「ええ、そうしましょう」

　こうして俺達三人は、地下室へと続く階段を下りていくのであった。





＊






「もうすぐ冬が終わるらしいですよ、ノートくん」

「まだまだ全然寒いのにな。ああ、早く春になってくれないかな……」

　暦の上では冬も終わろうとしている、雲一つない空模様のこの日。

　俺とロズリアは、朝から外に出かけていた。

　こうして休日に顔を合わせるのは何週間ぶりのことだろうか。

　毎週のように仕事があると噓うそを吐つき、週に一回だけの平日デートで済ませていたので、彼女と丸一日遊ぶのは久しく感じる。

　ロズリアには大変悪いことをしていると思っている。

　約束を破って、冒険者を辞めるという夢を捨てきれずに修業に明け暮れて。二人の時間を作れないでいる。

　これは完全なる裏切りだ。

　本来なら、そういった裏切りは即座に止やめるべきなんだろうが、その選択をするつもりはなかった。

　夢と呼べないような仕事をして、退屈な日常を送っている自分にとっては、ヒューゲルとエイシャとの修業は生きる活力そのものだ。

　ロズリアのために、その時間を切り捨てることはできそうになかった。

　幸い、昨日からヒューゲル達は仕事で家を空けていた。

　修業相手がいなくなって暇になったことで、この度こうしてゆっくりとロズリアと遊ぶ時間ができたというわけだ。

　罪滅ぼしになるかどうかはわからないが、今日だけは目一杯ロズリアを楽しませよう。

　そんな気持ちで今日のデートに臨んでいた。

　朝早くから王都の観光スポットを回って、昼食には背伸びした高めの店に入って、今はカフェで一休憩取っているところだ。

　これから彼女の希望を聞いて、候補地から次の行き場所を決める。それで夜は予約した高級レストランで食事をする。

　今日の予定はこんな感じだ。

「これからどこに行きたいとかある？」

　テーブルに肘をつきながら外を眺めているロズリアに投げかける。

　道端の雪は既にほとんど溶けていて、水たまりとなって地面を濡ぬらしていた。

　こういう光景を見ると、冬ももう終わりなんだなと実感する。

「ノートくんは、今日はこの後、仕事は入っていないのですか？」

「うん、今日は一日休み貰もらえたから。ずっと遊べるよ」

　ロズリアの横顔を見つめながら答える。

　すると、彼女は瞳を閉じて言った。

「ちょうど先々週になりますかね。デートが取り止めになった日です。わたくし、ノートくんの仕事場に行ったんですよ」

「──え？」

　ロズリアの口から出た言葉に、俺は固まった。

「わたくしはその日は休みでしたから、仕事を頑張っているノートくんにお弁当でも届けようと、サプライズするつもりだったんです」

　彼女はそのまま流れるように話していく。

「でも、ノートくんはいませんでした。それどころか、職場自体が休みの日だったんですよ。おかしいですよね……。人が足りなくなって、仕事に出なくちゃいけないからって、デートを断られて。けど、実際ノートくんはその日働いていなくて」

　やがてロズリアはゆっくりと目を開いた。

「何かの間違いだと思って、その次の週も確認しましたけど、同じでした。一体、ノートくんは何をしてたんですか？　仕事で忙しいってのは全部噓だったんですか？　そんなにわたくしとのデートが嫌だったんですか？　好きな女の子とデートでもしてたんですか？」

　彼女は潤んだ瞳で問いかけてきた。

「またどこか行ってしまうつもりなんですか？」

　いつかはバレる噓だと思っていた。

　彼女を裏切るような願望を抱いていることも、約束を破ったことも。

　だけど、こんな形で。こんな風に、全てが崩れることになるとは思わなかった。

　今日はロズリアにとって、最高に楽しい日にするつもりだったんだ。

　今日だけは。彼女のことだけを考えるって決めていたんだ。

　けれども、それは俺の卑劣な噓で、壊されてしまった。

　ロズリアを泣かせてしまった。

「ごめん……」

「謝らなくていいですよ……。本当にノートくんが悪いことしているみたいじゃないですか？　違いますよね？　何か致し方ない事情があったんですよね？」

「違うよ。全部、俺が悪いんだ……」

「やめてください、そういうの……。その先は聞きたくないです……」

　ロズリアは涙を流しながら、首を振り続ける。

「あれですよね？　わたくしがちょっとうざったくなっちゃっただけですよね？　毎週のように会っていたから、少しの間だけ距離を置きたくなっちゃっただけですよね？　そうですよね？　そうだと言ってください」

「そうじゃない──」

　もうやめよう。噓を吐つき続けるのは。

　約束はとっくに破られているのだ。

　今更取り繕って、自分の罪を誤魔化しても手遅れだ。

　その場しのぎの噓を言えば、この場は丸く収まるかもしれない。今日一日はロズリアを楽しませてあげられるかもしれない。

　でも、きっとそれは長期的な目で見たら、彼女のためにならなくて。

　ロズリアのためにも、俺は全てを打ち明けるべきなのだ。

　たとえ俺とロズリアの、友達と恋人同士の中間のような、白黒つけない心地よい関係が今日終わるとわかっていても。

　彼女が俺に愛想を尽かし、離れていくとしても。

　これまでに吐いてきた噓の全てと、これから先にしようと思っている裏切りの全容を話そう。

　そう決めたから──。

「ロズリアに話さなくちゃいけないことがあるんだ。だから、聞いてくれ。俺は──」

「だから、聞かないと──」

　子供のように駄々をこねるロズリアに向かって、打ち明けた。




「もう一度、冒険者をやりたいんだ」




　ロズリアは俺の顔を覗のぞき、目を見開く。

「ジンさんが死んで、一度は冒険者を辞めようと思った。でも、半年以上経たって。気持ちも落ち着いて。自分のことをきちんと見つめ直せるようになって。やっと、自分の夢に気がついたんだ」

　今まで溜ためていた感情が、堰せきを切ったかのように溢あふれ出る。

　一度、想おもいを口にしたら、言葉はもう止まらない。

「ダンジョン探索が。『到達する者アライバーズ』にいた時が。人生で一番楽しかったんだ。毎日が輝いていたんだ。あの夢のような毎日を知ったら、普通の日常になんか戻れない。普通の人みたいな人生を歩んで、人並みの幸せを感じていくなんて嫌だ。だったら、たとえ死ぬとしても、その短い最高の瞬間だけを走っていたい」

　あのジンが死んだんだ。大した実力も持たない俺が冒険者なんか続けても、すぐに命を落とすのがオチだろう。

　そんなのは傍はたから見たら、幸せとは程遠い人生だ。馬鹿げている選択だ。

　だけど、夢というのは幸せになりたいから抱くものじゃなくて。

　人生の損得を無視してでも叶かなえたいものだから、夢なのだ。

「ロズリアと会う予定を、噓を吐いてまで断ったのも、全部これが理由だよ。冒険者に復帰するために、ずっと修業をしていたんだ。もう危ないことはしないってロズリアと約束していたのに、破っていたんだ」

「……それが隠していたことの全てなんですか？」

　ロズリアがゆっくりと尋ねる。

　彼女を傷つけていることにいたたまれなくなって、俯うつむきながら頷いた。

「本当にごめん……」

「はあ……そんなことだったんですか……。なんか心配して損しました」

「はい？」

「わたくしの今までの心配を返して欲しいって言ったんです」

　頰を膨らませ、プイッとそっぽを向くロズリア。

　その冗談じみた反応にあっけに取られてしまう。

「約束を破ったんだよ？　噓を吐いたんだよ？　もっと怒らないの？」

「ノートくんは怒られたいんですか？」

「そういうわけじゃないけど……。俺、真剣な話をしているつもりだったんだけど……」

　理解できない状況に頭を搔かく。

　未いまだ混乱の最さ中なかにいる俺に向かって、ロズリアは人差し指をさす。

「わたくしはてっきりノートくんが職場の女の子と付き合って、自分をポイッとしちゃうのかと思ったんですよ。それなのにノートくんと来たら。修業をするためにデートを断っていただけって。肩透かし感満載ですよ」

　肩透かし感満載って……。

　ロズリアに見放される覚悟までして、身構えていた俺の方が肩透かし感満載なんだけど……。

「そもそもノートくんが修業のことばっかり考えているのだって、『到達する者アライバーズ』の時のままじゃないですか。元のノートくんに戻っただけですよ。それをもったいぶって言われても、驚きませんから！」

「じゃあ、約束は？　もう危ないことはしないってロズリアとした約束を破ろうとしているんだよ？」

「ああ、それですか……」

　ロズリアは上を向いて、思い出したかのように言った。

「あれは元々、ノートくんが冒険者を辞めるって言うから、それだったらわたくしも平穏な生活をしたいなって思っただけでして。冒険者を続けたいのなら、いいんじゃないですか？　再開しても？」

「えっ、反対しないの!?」

「別にしませんよ。わたくしも『到達する者アライバーズ』にいた時が一番楽しかったですから。もう一度冒険をしたい気持ちもわかりますし。今の生活も、普通の恋人同士の日常って感じで嫌いじゃなかったですけどね……」

　白けた目で見つめてくるロズリア。

　その視線に思わず身を引いてしまう。

「それはなんかごめん……」

「それと、どうして全部事後報告なんですか？　冒険者に復帰するつもりだったこと。修業を始めたこと。なんで相談してくれなかったんですか？」

「いや、それは……」

「こっちだって、冒険者に戻るには色々と準備が必要なんですよ！　いきなり仕事だって辞められないじゃないですか！」

「というか、ロズリアまで冒険者に戻ってくれるの？」

「何、当たり前のこと言っているんですか」

　ロズリアはさらっとした口調で告げる。

　彼女自身はあまり気にも留めていないようだが、当然のようについてきてくれるというのはとても嬉うれしいことだ。

「なんで、にやけているんですか。文句はまだまだあるんですから！」

　どうやら、嬉しさが顔に出ていたようだ。恥ずかしい。

　口元を指先でほぐして誤魔化していると、ロズリアはこちらの動揺に気づかないまま、まくし立ててきた。

「そもそもですね、なんですか！　人を誤解させるような、あの話の前振りは！　ちょっと泣いちゃったじゃないですか！」

「その誤解に関しては、そっちが勝手に思い違いを……」

「何か言いました？」

「いえ、何も言っていません」

　凄すごみに押されて、背筋が自然と伸びてしまう。

　まあ、この件は全面的に俺が悪いので、黙って文句を耐え凌しのぐしかない。

「で、冒険者に復帰するって、ノートくんは具体的にどうするつもりだったのですか？」

「具体的な方法ね……」

　呟つぶやきを口に出しながら、自分の思考を整理してみる。

　正直なところ、今後の具体的な方策は、今のところまだ何も考えていない。

　ダンジョン探索をするのか。それとも普通の冒険者として地上のモンスターと戦っていくのか。

　そもそも、どの街を拠点に冒険者をやっていくのかすら、決まっていない。

　もう一度冒険者に戻りたい。その一心で行った決断だ。

　ただ今の俺達たちにとって、一番手っ取り早く冒険者に戻る方法は、王都を拠点に活動していく方法だ。

　ピュリフの街から持ってきたお金は、王都での生活でかなり減っていた。

　他の街に移るだけなら間に合うが、そこからの生活も考えると心もとない蓄えだ。

　冒険者の収入は安定せず、軌道に乗らないとなかなか稼ぐことが難しい。

　冒険者時代に築き上げてきた経験もあるが、経験があるからといってそう簡単に上う手まくいくものでもない。

　そもそも、ダンジョン探索にはダンジョン探索の、地上での冒険者活動には地上での冒険者活動のノウハウが必要なのだ。

『到達する者アライバーズ』での経験はほとんど役に立たないだろう。

　俺とロズリアは一応、地上で冒険者をやっていたこともあるが、どちらもお遊びみたいなものだ。勘定に入れるには頼りない。

　冒険者に戻っても、蓄えをすり減らし、食べられなくなったとなれば目も当てられない。

「とりあえず、王都で冒険者やってみようか。それである程度稼ぎが安定してきたら、その時に次の方針を決めようよ。他の場所に拠点を移すのでもいいし。そのまま王都で続けていくのでもいいし」

「要するにそれって、後のことは後で考えようってことですよね？」

「そうとも言えるのかな……？　駄目だった？」

「いいんじゃないですか？　そういう適当なのって冒険者っぽくて好きですよ」

「冒険者に対しての偏見すごいな……」

　まあ、ロズリアの偏見もあながち間違っていないんだけど。

　冒険者は皆、適当でいい加減だ。

　まともな人間が、自ら危険に飛び込むような、あんな馬鹿げた職業を選ぶわけがない。

　俺が笑っていると、ロズリアは一瞬だけ目を見開いて、それから続けて微笑ほほえんだ。

「久しぶりに見た気がします。ノートくんが心の底から笑っているの」

「あっ──」

　指摘されて、口元に手を当てる。

　掌てのひらの感触で、口角が上がっていることに気づく。

　確かに久しぶりだ。無意識的に笑顔が出ていたのは、一体いつ以来のことだろう。

「止やめなくていいですよ。笑っていた方が、ノートくんらしいですから」

「なんだよ、それ……」

　なんか恥ずかしくなって、ロズリアの視線から顔を逸そらす。

　その恥ずかしさはどこか心地よくて。そこまで嫌じゃなかった。

　俺はきっとこの瞬間、楽しかったのだと思う。

　ジンが死んで。『到達する者アライバーズ』が崩壊して。師匠であったリースまでもが冒険者を辞めてしまって。

　でも、そんな過去の出来事を吹き飛ばすくらい。

　これから始まる冒険者生活に希望を抱いていた。
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「ここが王都の冒険者ギルドか……」

　三階建ての豪勢な白い建物を見上げる。

　建物の屋根からは垂直に赤い旗が立っており、模様からここが目的地であることが窺うかがえた。

　今日は、俺とロズリアが冒険者に復帰する、記念すべき最初の日である。

　これからこの建物の中で王都の冒険者として身分を登録する。

　そうすれば、依頼を受け、モンスターと戦える日々が戻ってくる。

　配達員の仕事は長期の休みをもらっていた。

　冒険者稼業が軌道に乗れば、ゆくゆくはその仕事も辞めるつもりだ。

　同僚のヒルトン達には申し訳ないと思っているが、冒険者をやりたいという欲の方が俄が然ぜん強かった。

「随分と嬉しそうですね」

　どうやら感情が顔に出ていたようだ。

　ロズリアが面白おかしそうに指摘をしてくる。

「まあ実際に嬉しいからね。しょうがないじゃん」

　それも仕方ない。今の自分の中にはこれからを期待する気持ちでいっぱいだ。

　少し前までの、人生を悲観していた時が噓うそみたいだった。

「そうですか。ノートくんが嬉しそうで何よりです」

　そう話すロズリアの表情も嬉しそうで、なんかホッとした。

「どんな依頼を受けようか。冒険者復帰一発目の依頼は」

「そうですね。すごいのがいいですよね」

「すごいのってざっくりすぎない？」

「イメージですよ、イメージ。ノートくんだって、わたくしの言いたい意味はわかりますよね？」

「まあ、大体は……。でも、具体的にどんな依頼がいいとかある？」

「そうですね……。ドラゴン討伐とかどうです？」

「初しよっ端ぱなから随分な大物狙うなぁ……」

「サクッと倒しちゃいましょうよ。サクッと」

　ドラゴンは普通の冒険者がサクッと倒せるようなものじゃないんだけどな……。

　ダンジョン中層の中ボスと単騎でやり合えるロズリアが言うと、現実味を帯びてしまう。

「俺が死なないような依頼にしてよ。復帰早々そんな目にあったら、シャレにならないから」

「大丈夫ですよ！　わたくしが守りますから！」

「それ、あんまりフォローになってないからね」

　自分が弱いのは自覚しているけど、ロズリアにおんぶにだっこ状態なのは悲しかった。

「まあ、折角の晴れ舞台なんですから。超強いモンスターが出てくる依頼を受けましょう！」

「それもいいか……そっちの方が楽しそうだし……」

　あんまり深いことを考えても、疲れるだけだ。

　安定を捨てて、好きなことをして生きていく人生を選んだのだ。もっと自由に行きなければ損だ。

　俺より数十倍強いロズリアもいることだし、そう滅めつ多たなことは起きないだろう。

　そんな未来への希望に満ち溢あふれながら、俺達は冒険者ギルドへ一歩を踏み出した。







「それじゃあ、この依頼でお願いします！」

　ロズリアはギルドの掲示板に貼ってあった依頼の紙を一枚選び、受付のカウンターの上に勢いよく置いた。

　依頼内容はブリザードワイバーンの討伐。王都近くの北の山脈に巣くう竜種の駆除である。

　カウンターの中にいた受付嬢は、目の前に差し出された紙を一いち瞥べつし──。

「だから、駄目ですっ！」

　両手を交差させ、大きなバツマークを作った。

「あのですね。貴方あなた方がた二人は先程冒険者になったばかりですよね？」

　このやり取りは今回が初めてではない。ロズリアによって何回も繰り返され、その度に受付嬢は眉間に深い皺しわを作っていた。

　ため息を吐つきながら、受付嬢は話を続ける。

「冒険者になったばかりの方は、紙の色が緑の初心者用の依頼しか受けられないのです。何度も言いましたよね？」

「それは聞きました」

　ロズリアが真剣な表情で答える。

「なら、その依頼の紙は何色ですか？　言ってみてください」

「銀色ですけど……」

「あれ!?　なんで話が通じてないのかしら!?　緑色の依頼しか受けられないって言ったはずですよね!?」

　繰り返されるやり取りに堪忍袋の緒が切れたのか、声を荒らげながら受付嬢は答える。

「初心者の方は緑色の任務しか受けられないのです！　初心者用の依頼をこなして、実力が認められたら、ランクが上がって色々な依頼が受けられるようになります！　わかりましたか!?」

「それもわかっていますけど、緑色の依頼って、雑用じみた依頼や雑魚モンスターの討伐ばっかりなんですよ。もうちょっと手ごたえのありそうな物は用意していないんですか？」

「初心者用の任務ですからね！」

　ロズリアは受付嬢の説明に納得していないようで、うーんと唸うなっている。

「わたくし達たちが以前、他の場所で冒険者をやっていたことも伝えましたよね？」

「何度も聞きましたよ」

　受付嬢は頭をわしゃわしゃ搔かいて、また大きなため息を吐いた。

「これが最後ですからね。しっかり聞いてくださいよ」

　受付嬢は机を叩たたいた。

「この王都のギルドでは、他の地の冒険者ギルドに比べて冒険者の査定方法が厳しいのです。それは各地のギルドで達成できなかった高難易度の依頼が、このギルドに流れるからです。よって、他のギルドである程度の功績が認められた方でも緑ランクから始めさせてもらっています。特例で免除もありますが、それは各地のギルドで金ランク以上だった方です。貴方達は何ランクだったんですか？」

　冒険者のランクは下から、緑、青、紫、黄、赤、銀、金……と続いていく。

　あまり答えたい質問ではなかったが聞かれてしまったものは仕方ない。

　過去の記憶を呼び起こして答えた。

「自分は青ランクです」

「わたくしは黄ランクでしたね」

「論外っ！」

　俺達の答えに、受付嬢は自分の頭をカウンターに叩きつけた。

　何な故ぜ、一流のダンジョン攻略パーティーにいた俺達の冒険者ランクが低いのか。

　それは冒険者ギルドとダンジョンギルドが組織として別物なことに由来する。

　組織の発祥も、運営も、何から何までが独立した組織なのだ。

　ダンジョンに潜るにはダンジョンギルドの認可したパーティーでなければならないが、別に冒険者ギルドに登録している必要はない。

　逆もまた然しかりで、ダンジョンでいくら功績を収めても、その功績は冒険者ギルドのランクには反映されない。

『到達する者アライバーズ』で成し遂げた全ての功績が、このギルドでは無意味となる。

　よって、俺達二人が『到達する者アライバーズ』に入る前の冒険者としてのランク。

　ブロードの街で荷物持ちなどをしてコツコツと上げた俺の青ランク。

　ピュリフの街で神官として活動し、パーティーを痴情の縺もつれで壊しつくしていたロズリアの黄ランク。

　それらが、俺達の持ちうる冒険者としての過去の功績だった。

「あのですね！　他の場所で銀ランク以下だった人は、この街で緑ランクから再スタートなのですよ！　そもそも貴方方がランクを引き継いだとしても、青と黄では、この依頼は受けられませんから！」

　勢いよくカウンターに叩きつけたせいで赤くなった額を擦さすりながら、受付嬢は大きな声で説明をする。

　ロズリアは未いまだ不満があるようで、口をすぼめて抗議をした。

「でも、わたくし達は以前、ピュリフのダンジョンに潜っていたんですよ！」

「本当ですか……？」

　受付嬢は疑うたぐり深い視線を投げかけてくる。

「よくいるのですよね。そういう噓を言って、難易度の高い依頼を受けようとずるをする冒険者が」

「噓じゃありませんよ！」

　ロズリアが食らいついていく。

「ちなみに訊ききますが、何階層まで行ったことがあるのですか？」

「21階層です」

　ロズリアが自信満々に答えると、受付嬢は鼻で笑った。

「ぼろを見せましたね。ピュリフのダンジョンは現在、20階層までしか攻略されていなかったはずです。それなのに21階層まで行ったことがあるなどと。中途半端な知識で噓を吐つかない方がいいですよ。すぐにバレますから」

「噓じゃないですよ！」

　ロズリアは悔しそうに地団駄を踏んだ。

　受付嬢の情報は正しいが、ロズリアも噓は言っていない。

『到達する者アライバーズ』は20階層を攻略して、21階層にたどり着いたのだ。

　俺達が『到達する者アライバーズ』であれば両者の主張は矛盾しない。

　しかし、この受付嬢もまさか俺達がその『到達する者アライバーズ』当人だとは思いもしないだろう。

　まあ、この状況で『到達する者アライバーズ』のメンバーであったことを伝えても、更に噓っぽさが増して、信じてもらえなそうだが。

「もう諦めて、緑色の依頼からコツコツ受けようよ」

「ノートくんはいいのですか？　冒険者復帰への記念すべき依頼第一号が、ペット探しなんかで！　強いモンスターと戦おうって話だったじゃないですか！　ブリザードワイバーンを倒しましょう！」

　ロズリアの心遣いは素直にありがたいし、俺も難しい依頼を受けてみたいという気持ちはある。

　でも、言い争っていても何も改善しなそうな雰囲気が漂ってきたし、何よりロズリアと受付嬢の言い合いが予想外に加熱してしまったため、周りの目も気になってきた。

　現在、俺達はギルドにいる冒険者から、完全なる厄介クレーマーみたいな扱いの視線を受けていた。

　やっていることは完全なる厄介クレーマーなので、情状酌量の余地はないが、このままでは俺の精神力が持たない。

　今日は大人しく子犬でも探したい。もうそんな気分だ。

「聞き分けがいい、そこの男の子の意見に従ってくださいよ。これ以上、迷惑なことを続けるようでしたら、冒険者資格剝奪しますよ」

「……うっ」

　さすがのロズリアも、冒険者資格剝奪という言葉の響きにたじろぐ。

　周りで聞き耳を立てていた野次馬も、その処分の重さにざわざわと騒ぎ出す。

「聞いたか。冒険者資格剝奪だってよ」

「あいつら、さっき冒険者になったばっかりじゃないか？」

「冒険者を三十分で辞めさせられるって、この街で最速じゃない？」

「五年前に三日間で辞めさせられたやつが今までの最速記録だからな。二日と二十三時間三十分を縮めた歴史的な記録が出るぞ」

「この王都に新たな伝説が！」

　随分、盛り上がってるな……野次馬共……。

『この王都に新たな伝説が！』じゃねえよ。そんな不名誉な伝説残したくないわ。

「悔しいですが、ここは撤退するしかないですね……。姑こ息そくで卑劣な手を使いますね……受付嬢さん……」

「あの……冗談のつもりで言ったのですが、本当に資格を剝奪させたくなってきました……」

　睨にらみを利かせてくるロズリアに、呆あきれたように頰を搔く受付嬢。

　ロズリアの隣で立ちつくす俺と、俺達を取り囲むように陣取って騒ぎを楽しむ冒険者達の野次馬。

　そんな混こん沌とんとした空気にギルド内が支配されていると──。

「どうしたんだい？　みんな集まって。何かの騒ぎかい？」

　ギルドの入り口方向から、朗らかな声が投げかけられた。

　声のした方向へ目を移すと、集まった野次馬の群れを割って一人の男が直立していた。

　黄金の甲かつ冑ちゆうを身に纏まとい、色の異なる四本の剣を腰に差した美青年。

　誰だかわからずに戸惑っていると、カウンターの奥にいた受付嬢が身を乗り出した。

「『光り輝く剣レイダーズ』のエルドリッヒさんじゃないですか！」

　彼女の上ずった声に続いて、周りにいた野次馬達もざわつき出す。

「今、王都で一番勢いがあるとされている『光り輝く剣レイダーズ』のリーダーが来たぞ！」

「ソロで竜種をも倒したとされるゴールドランクの冒険者、エルドリッヒか！」

「女の子の窮地には必ずと言っていいほど、遅れてやって来るヒーロー！」

「王都冒険者イケメンランキング、四年連続一位！」

　王都の冒険者事情とやらはよく知らないが、周りの野次馬達の反応で大体理解した。

　このエルドリッヒという男は、何やらこの街では絶大な人気を誇っている冒険者らしい。

　野次馬達の話から推測するに、実力も人望も兼ね備えている人物みたいだ。

「何かお困りなのかい？」

　エルドリッヒはこちらに歩み寄りながら、その甘いマスクで受付嬢に向かって微笑ほほえむ。

　話しかけられた受付嬢は顔を赤らめながら答え始める。

「こちらの新人冒険者さんが、ランクに合わない依頼を受注しようとしてくるのですよ！　何度説明をしても理解してくれなくて、困っているのです！　エルドリッヒさんからも説得してもらえませんか？」

「それは困ったね……」

　エルドリッヒは顎に手を当てて、目を瞑つぶる。考える姿もその顔立ちの良さから、殊更映えて見える。

「エルドリッヒさんとやらが来た瞬間、この受付嬢さん声高くなりましたよ。ふむふむ、これは怪しいですね……」

「ち、ちょっと！」

　ロズリアの指摘に、焦りを見せる受付嬢。

「ほほう……焦っていますね……。図星ですか……」

「なんですか！　図星って！」

「へへぇ、一介のギルド職員が冒険者に色目を使っているってどうなんですかね……」

「いいから、もう黙ってくださいっ！」

「黙って欲しいんだったら、それ相応の対価をくださいよ。たとえば──」

　そう言って、ロズリアはブリザードワイバーン討伐の依頼用紙をカウンターに滑らした。

　おい、何、期に乗じて姑息な交渉進めているんだよ。一緒にいるのが恥ずかしくなってくるレベルなんだけど。

　あと、受付嬢さんはなんで迷った素振りを見せてるんだよ。私情で規則を破ろうとするな。

　もう周囲の目とか色々と限界になってきた。俺の体力はゼロに近い。

　大人しく退散でもしようかと声をかける前に、エルドリッヒの背後から彼のパーティーメンバーらしき集団が現れた。

「何かあったのか？　エルドリッヒ？」

　先頭にいた男がエルドリッヒに声をかけてきた。

　更に状況が悪くなってしまったと慌てて視線を巡らせていると、集団の一番右端にいた少女と目が合った。

　少女の碧あおい目が見開かれる。

「──えっ」

　驚きで身体からだが固まる。焦点が上う手まく定まらない。

　さっきまでの浮かれた気持ちが噓うそのように冷めていく。

　──なんで。ここにいるんだよ。どうして俺の前に……。

　自分が声を振り絞る前に、少女は口を開いた。

「……もしかして、ノート？」

　泣きたくなるような懐かしい呼び声が耳に届く。

　──噓だ。もう二度と会うことはないはずだ。

　そう思っていたはずなのに。

　でも、誰よりも彼女の傍そばにいた俺が見間違うわけもなくて。

　その名前を心の中で呼んだ。




　──ミーヤ。どうして君が。




　ミーヤ・ライン。俺のたった一人の幼おさな馴な染じみ。

　同じ村で生まれて、15歳まで共に過ごした初恋の人。

　二人で一流の冒険者になると誓いを立てた。俺に冒険者を目指すきっかけをくれた人物だ。

　一緒にチャングズの村を出て、贈与の儀を受けて。

　自分とは対照的に、規格外に恵まれたスキルを得て。

　それでも俺を見捨てないで、二人で誓い合った夢を叶かなえようしてくれて。

　そして、俺が彼女を裏切って。傷つけて。最後には別れを告げられた。

　それだけだ。俺達たちの関係は。そこで全部終わった。

　もう一生顔を合わせることはない。合わせる顔がない。そう思っていた。

　だけど、偶然とは残酷なものだ。

　出会ってはいけないはずの二人が、引き合わされてしまった。

　逃げなくちゃ。そう判断した。

　ロズリアの手を乱暴に摑つかんで、引く。

「いきなりどうしたんですか、ノートくん。名前呼ばれてますよ」

　彼女の放った言葉に立ち止まる。

　これじゃあ、もう逃げるわけにはいかない。

　ロズリアは俺の名前を呼んでしまった。

　これで俺がノート・アスロンだということが確定してしまった。

　彼女が黙って俺についてきてくれれば、逃げても人違いということでミーヤを納得させられたかもしれない。

　俺が足を止めたことで、一拍分の隙ができた。

　その隙間を縫うように透き通った声が響く。

「やっぱりノートだよね。わたし、ミーヤだよ。もしかして忘れたの？」

　──忘れるわけがないじゃないか。

　出かかった言葉を喉の奥で飲み込む。
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　この段階まで来たら、もうしらばっくれることは不可能だ。

　彼女と面と向かって話をするしかない。

　幸か不幸か、ミーヤは俺と会話をするつもりはあるようだ。

　別れ方も別れ方だったので、明確な拒絶をされる可能性だってあった。

　見て見ぬふりだって、しようと思えばできたはずだ。

　しかし、意外なことに彼女は普通に話しかけてきた。

　俺がミーヤにしたことは、決して許されるようなものじゃない。

　ミーヤの才能に嫉妬し、ふてくされ、一流冒険者になるという二人の夢を勝手に諦めて。

　でも、表面上はいい顔をして。彼女の優しさに付け込んで。

　彼女が自分の力のみで手に入れた手柄を、受け取り続けた。

　そして、いざ自分の怠惰な感情を咎とがめられたら。

　逆ギレして、たくさんの罵声を浴びせて。

　我ながら、本当に最低な人間だと思う。思い出す度に自分が嫌いになる。

　彼女だって、俺のことを嫌っているはずだ。

　こうしている最中だって、話しかけたことを後悔しているかもしれない。

　今更謝ったって、もう遅い。彼女は決して許してくれないだろう。

　俺はミーヤに深く関わるべきではないのだ。

　だから、久しぶりの再会に似つかわしくない、ありきたりな返事を選んだ。

「久しぶり。ミーヤだよね？」

「そうだよ。ちゃんと反応してよね」

「ごめんごめん」

「てっきり、ノートがわたしのこと忘れちゃったのかと思っちゃったじゃん」

「忘れてない、忘れてない。ただ髪型が変わっていたから、一瞬気づかなかったんだよ」

　肩ほどで切り揃そろえられた、細くてさらさらとした金髪を指さした。昔の三つ編みとはだいぶ印象が違っている。

　もちろん、自分が言ったのはただの方便である。

　無視して立ち去ろうとしたことを誤魔化すための言い訳だ。

　たとえ髪型が変わろうとも、俺がミーヤを認識できないわけがない。

「そういえば髪切ってから会うのは初めてだったね。どう？　変じゃない？」

　ミーヤは一歩踏み出し、上目遣いで俺の目を覗のぞき込んできた。

　瞳を覗き込んでくる癖は昔からのものだ。

　髪型は変わっても、中身は全然変わっていないらしい。

　瞳に映る自分の顔を眺めながら、俺は答えた。

「すごく似合っていると思うよ」

「そう？　わたしはこの髪型、あまり気に入ってないんだけどね……」

「なんでだよ。かわいいじゃん」

「昔よりいい？　なら、よかった」

　ミーヤが引き攣つった笑いを浮かべながら、毛先を人差し指に巻く。

　話を切り上げるタイミングを見失ってしまった。

　おそらく、ミーヤも同じように考えているのだろう。

　彼女のためにも、ここは強引に話を切り上げ、この場を去ることにするか──。

　そう決意して口を開きかけるも、脇から声が割って入る。

「ノートくん。わたくしという女がいながら、女の子を口説かないでくださいよ」

　──頼むから空気読んでくれよ……。

　相変わらずのお気楽な調子でロズリアが乱入してくる。

　以前、彼女には俺に幼馴染がいたことは話してあった。

　だけど、それはロズリアが『到達する者アライバーズ』に加入する前の出来事だ。フォースをパーティーに戻す作戦のときの話だ。

　話したエピソード自体は覚えているかもしれないが、ミーヤという名前までは覚えていないだろう。

　だから、察しろというのは酷な頼みだとは思う。

　それにしてもその第一声だけはない。

　俺が本当に口説いていたと勘違いされたらどうすんだよ。

「お願いだから、黙っててくれない？」

「えっ、もしかして本当に口説いていらしたんですか!?　だから、黙れと──」

「違うから。なんでそういう悪い方向に勘違いを進めちゃうかな！」

「怪しいですね……。とてつもなく困っている顔をしていますよ」

「そりゃあ、とてつもなく困っているからね！」

「じゃあ一体なんですか、このお方は？　知り合いみたいですけど……」

「ええと……」

　俺が言い淀よどんでいると、一歩引いて言い合いを眺めていたミーヤが口を挟んだ。

「……あの、ノートの幼馴染だったミーヤ・ラインと言います。あなたさんは？」

「幼馴染？　ミーヤ？」

　ロズリアは顎に手を当て、目を瞑った。

　しばらくして目を開けると、顔を青くしながら、俺の方へと向いた。

「もしかして、わたくし空気読めていませんでしたか……」

「それはとても」

「本当にすみません。悪気はなかったんです」

　どうやら彼女は俺の幼馴染との確執を思い出してくれたようだ。

　事の重大さに気づいて反省はしているようだが、一度口に出したものはいくら謝ろうとも取り消せない。

「……あとで覚えておけよ」

「ごめんなさい。許してくださいよー」

「仲いいことはいいんだけど、わたしを放置しないで欲しいかなぁ……」

　ロズリアに身体を揺すられていると、ミーヤが呆あきれてこちらを眺めていた。

「ミーヤさんもすみません。で、なんでしたっけ？」

「あなたの名前を訊きいていた最中だったんだけど……」

「ああ、そうでしたね」

　と、思い出したようにロズリアは頷うなずく。

「わたくしの名前はロズリア・ミンクゴットと言います。ノートくんとは過去に同じパーティーでして、その流れで今も一緒にいる感じです」

　またしても変なことを言い出さないかとひやひやしていたが、気遣って無難な挨拶にしてくれたみたいだ。

　ほっと胸を撫なで下ろす。

「へえ……こんなにかわいい子とパーティー組んでたんだ……」

「昔は他にも仲間がいたから、二人っきりだったってわけじゃないけどね」

　自分が『到達する者アライバーズ』に入って、真剣に冒険者という職に向き合い始めたことをミーヤに話したら、どうなるのだろう。

　怠惰な意識を改め、自分を変える努力を始めたことを伝えたら、どうなるのだろう。

　見返してもらえるのだろうか。見直してもらえるのだろうか。

　いや、きっとそんなことはない。

　どうしてわたしといた時から、そう頑張らなかったの？　と思われるだけだ。

　新しい不満を募らせるくらいなら、『到達する者アライバーズ』時代の自分の話はしない方向性でいくことにしよう。

　どうせこの会話が終われば、もうミーヤとは関わることはないだろうし。

「ミーヤはそこにいる、エルドリッヒさんって人とパーティーを組んでいるの？」

　とりあえず、自分の話から逃げるようにミーヤへと話を振る。

「そうだよ。『光り輝く剣レイダーズ』ってパーティーなんだけどね」

　彼女はエルドリッヒを含むパーティーメンバーに目を向けた。

　一番前にいた彼は一歩踏み出して、会話へと参加し始める。

「何やらこちらの男の子と知り合いだったみたいだね？」

「そうだよ。前に一緒に冒険者をやっていたの」

「僕達のパーティーに来る前ってことかい？　そうなると他の街で冒険者をやっていた頃の仲間か」

「うん。ブロードって街で冒険者をやっていた頃のね」

「ブロードって王都から随分離れていたよね？　それはすごい偶然だ」

「そうなのかな……？」

　ミーヤは考え込むように首を傾かしげた。

　自分個人の意見としては、この再会は偶然じゃなく、完全なる俺の不注意だと思っていた。

　ミーヤは俺と別れた後も冒険者を続けていた。

　彼女ほどの優秀な冒険者なら、難しい依頼が舞い込んでくる王都に拠点を移すのはおかしいことじゃない。

　それに彼女は、俺と同郷の村の出身だ。自然しかないような、チャングズの村で暮らしていた。

　そんな彼女が都会に憧れるのも当然だった。

　俺と同じように都会への憧れを原動力に、王都に行き先を決めたのだろう。

「大事にした方がいいよ。そういう偶然の再会ってやつは。世界は広いからね。一度、疎遠になってしまうと、そのまま二度と顔を合わさないまま一生を終えるってこともあるからね」

「いいこと言うね。なんかの格言？」

　ミーヤは目の前の好青年に笑いかける。

　果たしてこの二人は恋人同士だったりするのだろうか。

　それとも、ただのパーティーメンバー？

　俺とロズリアみたいな中途半端な関係ということもあるかもしれない。

「そうだそうだ。大事なことを思い出した」

　エルドリッヒが手を打った。

　すかさずミーヤが反応する。

「大事なことって？」

「この騒ぎについてだよ。どうにも彼らが、ギルドの人に迷惑をかけていたみたいなんだ」

「そうなの？」

　エルドリッヒに続いて、ミーヤも視線をこちらへ移す。

「まあね……」

　情けないことに、否定はできない。

　ギルド職員に迷惑をかけていたのは事実であった。主にロズリアがだけど……。

「それで、知り合いみたいだし、ミーヤにこの二人の説得をして欲しいんだ」

「いいけど、二人は何をやったの？」

　この状況でしらばっくれることは無理だろう。

　観念して、自分の口から事情を話すことにした。

　王都で冒険者を始めようとしたことと、自分のランクに見合わない依頼を受けようとして突っぱねられたことを簡潔に説明した。

「うん。さすがのわたしもフォローはできないかな……」

　話を聞いたミーヤの反応はこうであった。だいぶ呆れているようだ。

「……１００％俺達たちが悪いです。反省しています」

　いたたまれなくなって、視線を落とす。

　元から地に落ちていた評価が、さらに下降していく音が聞こえた。

「なんか周りの目も痛いし、これから依頼を受けようって気分でもないから、今日は退散することにするよ。色々迷惑かけてごめん」

　そろそろ話を切り上げるべきだろう。

　ミーヤだって、別に俺と長話したいわけでもないはずだ。

　たまたま、会話せざるを得ない状況になってしまったから、こうやって話しているだけだ。

　ミーヤとエルドリッヒ、そして受付嬢に軽くお辞儀をする。

　ロズリアに目配せをして、二人して帰ろうと歩き始めると、背後から透き通った声が投げかけられた。

「もう帰るの？　何もしていないのに？」

「まあ、そうなるね……」

「依頼、何か一つくらい受けていったら？　折角、王都で冒険者を始めようってなったんでしょ？」

　振り返って、依頼が貼り出されている掲示板に一瞬目を向ける。

「でも、いいや。いい依頼なかったし。また気が向いた時に来ることにするよ」

　そう言って立ち去ろうとすると、ミーヤは衝撃的なことを口にした。




「だったら、一緒に依頼受けない？」




「──えっ？」

　この少女は、何を言っているんだ。自分の耳を疑った。

「わたしはランクが金だから、ノート達に同行すれば、黄ランク以上の依頼が受注できるはずだよ。さすがに銀ランクのワイバーン退治は駄目だけど。それなら気に入った依頼も受けられるようになるんじゃない？」

「そういう問題じゃ──」

　こちらの制止を聞かずして、ミーヤは受付嬢に質問を投げかける。

「そういう決まりあったよね？」

「金ランクのミーヤさんと緑ランクの冒険者の二人で臨時パーティーを組むということですか？　そういうことなら、規定では黄ランクの依頼までは受けられることになっていますけど……」

　受付嬢に確認を取ると、お次はエルドリッヒへと顔を向けた。

「今日はこの前の依頼の報告を終える予定だけだったよね？」

「そのつもりだけど、本当に彼らの依頼を手伝うつもりなのかい？」

「まあね。昔のよしみとして、放っておけないかなーって」

「キミの時間の使い方に文句を言える立場でもないからね。好きにしたらいいよ」

「ありがとうね、他のみんなも」

　ミーヤは同じパーティーの仲間に感謝の言葉を告げると、こちらへ向き直る。

「というわけだから、今日はノート達の依頼を手伝うことにするよ」

「いや、でも……」

　勝手に進んでいく話の展開に戸惑いを隠せない。

　ミーヤは俺を嫌っているはずだ。

　かつて彼女の優しさを踏みにじって、最低な言葉を投げかけてきた幼おさな馴な染じみのことを。

　ミーヤにとって、ノート・アスロンという人間は記憶から抹消したい存在なはずじゃないのか。

「……悪いからいいよ。出直して、また別の日に依頼を受けることにするから」

「別の日に来ても、依頼の内容は大して変わらないと思うよ」

「それならそれで、その中からちゃんと選ぶから……」

「そういうの良くないよ。新しくこの街で冒険者をやっていこうって決意したんでしょ？　初日からそんなやる気じゃ駄目だよ」

「それはそうだけど……」

　ああ、そうか。ミーヤは優しいんだ。

　優しいから、たとえ相手が大っ嫌いな幼馴染だとしても、手を差し伸べてしまうのだ。

　けれど、その行為は間違っている。

　自分を傷つけた相手に、手なんか差し伸べる必要はないのだ。

「やっぱり悪いから遠慮するよ。折角の休みなんだったら、依頼の手伝いなんかするより、身体からだを休めた方がいいと思うし」

「もしかして迷惑だった？　わたしが一緒に行くの？」

「そういうわけでは……」

　返答に困り、言い淀よどんでしまう。

　本心をいえば、迷惑に思っていないといえば噓うそになる。

　俺は過去に彼女を傷つけた。そのことに負い目を感じている。

　今だって、どんな顔をして彼女と話していいかわからない。わき目も振らず、逃げてしまいたい。

　ロズリアに無言で目配せをする。

　できることなら、ロズリアの口から断って欲しい。そういう意図の目配せだった。

「わたくしは別に構わないですよ。ノートくんの好きにしていいですよ」

　しかし、彼女は逆の意味で受け取ってしまったようだった。

　ミーヤの同行の許可を貰もらおうとしていると勘違いしてしまった。

　これで俺に決断が委ねられた。

　さすがにこの状況じゃ断れない。

　断ったら、迷惑に思っていることがバレてしまう。

　もう一度、ミーヤを傷つける勇気は持ち合わせていなかった。

「じゃあ、お言葉に甘えて、依頼を手伝ってもらおうかな……」

　俺はこの場にいる誰もが幸せにならないであろう選択肢を口にした。







「フォックスウルフは見つかりそうですか？」

　前を歩いていたロズリアが尋ねてくる。

　現在、俺とロズリアとミーヤの三人は、依頼で王都の北西にある森へと来ていた。

　目的はフォックスウルフの群れの討伐。

　フォックスウルフは他のモンスターに化けることができるという稀け有うな特徴を持つ狼おおかみ型モンスターだ。

　体長は通常の狼種のモンスターより一回りほど小さく、戦闘能力もいくらか劣る。

　しかし知能は高く、弱小モンスターに化けて油断をした冒険者を襲ったり、窮地に陥るや全く異なるモンスターに化けて冒険者の目を欺いて逃げ延びたりと、狡こう猾かつな手を使うモンスターであった。

　クエストランクは黄。中堅冒険者向けの依頼だ。

「全然居場所わかんないな……」

　首を振ってロズリアの問いかけに答える。

　俺が《索敵》を使えることは、道中でロズリアがミーヤに伝えていた。

　その流れで、俺が目当てのモンスターを探す役割に任命されてしまったのだ。

　しかし、役目を引き受けたものの、成果は全くといっていいほどなかった。

《索敵》はモンスターの気配の有無や強度を感知できるアーツだ。

　ダンジョン探索では気配の強弱を覚えて、モンスターの特定を行っていた。

　しかし、フォックスウルフは初見のモンスターだ。

　一体どの気配がフォックスウルフのものなのか、判断できない。

　最初の一体を見つければ、あとは芋づる式に見つけられるが、肝心の一体が見つからない状況だった。

「本当に《索敵》なんて使えるの……？」

　ミーヤから訝いぶかしむような視線が向けられる。

　彼女はアーツを使えなかった時代の俺しか知らない。

『到達する者アライバーズ』にいたことや、ダンジョンに潜っていたことは、未いまだ伝えていなかった。

「一応使えはするんだけど、上う手まくいかなそうだな……」

　情けないが、ここで意地を張っても意味がないのでギブアップ宣言をする。

「ミーヤもモンスターを探知するアーツ持っていたよね？　今回はそれ使って探さない？」

「いいの？　それで？　自分の力で探したいんだったら、わたしは待つけど……」

「別にそういう気持ちはないよ。それよりさっさと依頼を終わらせよ」

「……そういうことなら。わかった」

　ミーヤは目を瞑つぶって人差し指を額に当てた。

「じゃあ、いくね」

　彼女の戦闘職バトルスタイルは狩人かりゆうどだ。

　その名の通り、モンスターを狩ることに長たけた戦闘職バトルスタイルである。

　当然モンスターを探すアーツも得意としている。

「……こっちの方角にそれっぽいのがいる」

　閉じた目を開いて、木々の隙間を指差した。

「逃げられる前に早く行こっ？」

「もしかして、群れが移動している感じだった？」

「そういうわけじゃないけど、一応ね」

　ミーヤが俺を置いて、ずんずんと歩くペースを速める。

　彼女の後ろ姿を眺めていると、会話に参加して来なかったロズリアが寄ってきた。

「随分と仲良さそうですね」

「そう、見える？　俺としては気苦労でへとへとなんだけど……」

　ミーヤに聞こえないよう、お互いに小声で呟つぶやく。

「意外ですね。てっきり楽しんでいるものだと」

「どうしてそうなるんだよ。ロズリアは俺達の過去をある程度知ってるでしょ？　覚えていたら、そんな感想は出ないはずなんだけど……」

「でも、ミーヤさん。そこまで怒っていなそうじゃないですか。本当に嫌っていたら、こうして依頼を手伝ったりしないんじゃないですか？」

「違うよ。ミーヤは優しいから、嫌いな幼馴染でも手を差し伸べちゃうんだよ」

「そんな優しい人、世の中にいるんですかね……」

　ロズリアは納得いかないといった表情を浮かべた。

　しかし、すぐに表情を切り替えると手を叩たたいた。

「でも、ミーヤさんとのお話を楽しんでいたわけじゃなかったんですね。気を遣って損しました」

「やっぱ、気を遣っていたんだ……」

　ロズリアは気遣いのできる人間だ。普段は人に気を遣おうとしないだけで。

　彼女が、俺達の会話に割り込まないよう計らっていることには気づいていた。

　どうせ俺がミーヤと仲直りをしたいと思っていると勘違いしていたのだろう。

「いいよ、気を遣わないでいつも通りの感じでいて」

「いいんですか？　こうしていきなり手を取ったりしても」

　そう言って、ロズリアは俺の右手を両手で包み込む。

「やっぱ、前言撤回。いつも通りを少し抑えて欲しいかな……」

　依頼を手伝ってもらっている立場で、堂々と手を繫つないでいる姿を見せるのは、さすがに間違っている気がした。







　灰色の毛並みを持った狼にロズリアが肉薄する。

　手には眩まばゆい光を放つ聖剣が。

【聖剣の導き手】によって召喚された剣、フラクタスだ。

　左足を軸に、一回転。狼を真横にスライスする。

　その間にも、俺の横では空を切る音がひっきりなしに鳴る。

　ミーヤが弓を射る。射続ける。

　矢をつがえたと思った瞬間には、既に矢は射出されている。

　密集した樹木の隙間に吸い込まれるように矢は飛んでいき、狼達たちを貫いていく。

　ロズリアが一体倒す間に、ミーヤは三体ほど仕留めている。

　淡々と流れ作業をこなすように、ミーヤは射るのを止やめない。

　狼は次々と死体へ変わっていく。

　フォックスウルフらは自分達が狩られる立場なことに気づいたようだ。

　一匹が鳴き声を上げると、群れの仲間はたちまち鳥へと化けた。

　羽ばたいて、一目散に散らばっていく。

　だけど、ミーヤの弓の前では相手が飛ぼうが飛ばないが関係ない。

　矢に突き刺されるのが狼になったか鳥になったかの違いだけだ。

　瞬くスピードで、鳥が撃ち落とされていく。

　このままでは群れが全滅すると悟ったのだろう。

　生き残った半数が一斉にミーヤに突撃をかけてきた。残りの半数を逃がすための殿しんがりだ。

　ミーヤは弓を宙に投げると、拳や手足を使って一匹ずつ丁寧に鳥型のフォックスウルフを撃ち落としていく。

　ミーヤは弓術のスキルの他に、レベルの高い身体強化スキルも持ち合わせている。

　拳が直撃したフォックスウルフの骨の折れる音が響く。一撃で絶命させていくほどの威力だ。

　向かってきた全個体を蹴散らすと、落ちてきた弓をキャッチし、間髪容いれずに矢を放った。

　そして、口では詠唱準備を始めていた。

「《万緑の精霊エスメラルダ──」

　ミーヤの周囲に緑色の魔力が可視化される。精霊術の発動準備だ。

「まとめて片付けちゃうから、ロズリアちゃん下がって」

「え？　なんですか？」

「いいから！　早く！」

　どうやらフォックスウルフに逃げられる前に、範囲攻撃で殲せん滅めつするつもりのようだ。

　敵を斬り足りない様子だったロズリアも、異変を感じて、すぐさまこちらへ引き下がった。

「一体何が始まるんです？」

「まあ、見てればわかるって」

　俺は矢を射続けるミーヤを眺めていた。

　やがて詠唱の続きが再開される。

「──風を用いビエント、暴風を生成ウラカーン》」

　魔力が渦を巻き、風が吹き荒れる。

　風は瞬く間に強くなり、暴風となって森へと襲いかかった。

　──《万緑の精霊エスメラルダ、風を用いビエント、暴風を生成ウラカーン》。

　精霊術は基本的な構成として、三節に分かれる。

　精霊指定と呼ばれる最初の節。自身が契約している精霊を呼び出す精霊術の根幹。

　属性指定と呼ばれる第二節目。術者が有している適性の中から、スペルに用いる属性を選び出す説だ。

　そして最後の節、現象指定。スペルとして、精霊に行使させる効果を定める。

　ミーヤは万緑の精霊エスメラルダの力により、破壊をもたらす暴風へと魔力を変容させたのだ。
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　これが彼女のスペル、《万緑の精霊エスメラルダ、風を用いビエント、暴風を生成ウラカーン》だ。

　暴風が止んだ後には、なぎ倒された木々だけが残っていた。

　圧倒的な殲滅力。半径十数メートルにある生き物の気配は俺達三人を除いて、消え去っていた。

　事前に範囲外として定められていたミーヤの近くに寄っていなかったら、確実にスペルの餌食となっていただろう。

「強いとは話に聞いていましたけど、まさかここまでとは……」

　戦いとも言えない一方的な蹂じゆう躙りんが終わると、ロズリアが呟いた。

　彼女の驚きも無理はない。俺も最初見た時はそうだった。

　この力を目の当たりにして、俺はかつて絶望したのだ。

「もしかすると、わたくしより強そうですね……」

「どうだろう。戦い方も違うし、単純に比べられるようなもんじゃないと思うけど……」

　ふと、二人が戦っているところを想像してみる。

　どちらが勝ってもおかしくないように思えた。

　ただ対モンスター戦闘、冒険者として強いのはどちらかと訊きかれれば、ミーヤと答えると思う。

　彼女には上位の戦闘スキルが三つもある。

【弓術・極】に【身体強化・大】、それと【森精霊王の加護】だ。

　その結果、近接、中距離、遠距離のどのレンジでも、一級の力を発揮することができる。

　どんな状況にも対応できるオールラウンダーというのが、ミーヤという冒険者の真髄だ。

　いわば、単騎でパーティーとして完成している状態。

　冒険者の理想形といっても過言ではなかった。

「それにしてもロズリアも全然衰えてないね。本当に半年間、何とも戦ってなかったの？」

「誰かさんみたいにこそこそと修業したりしてませんよー」

「それは申し訳なかったと反省しています」

　からかうような視線を送ってくるロズリアに頭を下げた。

　すると、ミーヤも会話に参加してくる。

「何、話して盛り上がっているの？」

「ミーヤさんってとても強い冒険者なんですねって話をしていました」

「あはは。ありがとうね。でも、それ言ったらロズリアちゃんだってすごかったよ。本当に黄色ランクの冒険者だったの？」

　ミーヤが疑うのも無理はない。

　ロズリアはダンジョン攻略の最先端を行っていた『到達する者アライバーズ』の聖騎士だったのだ。

　そこいらの地上の冒険者じゃ歯が立たないほどの実力を持っている。

　ただ、地上の冒険者をやっていた時は、神官として戦闘にはあまり関与せず、男漁あさりをしていただけだ。黄ランクで留とどまりもする。

「本当ですよー」

「そうなの？　ロズリアちゃんなら、本気を出せば金ランクくらい簡単に取れると思うよ」

「本当ですか？　なら、ノートくん。一緒にサクッと金ランク冒険者になっちゃいますか」

「簡単に言うなぁ……」

　サクッとなれるようなもんじゃないだろ。金ランクって。

　少なくとも、フォックスウルフを一匹も倒せていない俺がなれるようなもんじゃない。

　ほぼほぼ見ていただけだったからね、さっき……。

「今のノートじゃ難しいんじゃないかな……」

　ほら、ミーヤだって微妙な反応しているぞ。

　なんかすごく気まずいじゃん……。

「とりあえず、今日の依頼は達成ってことで。帰ろうか」

「そうだね、帰ろっか」

　露骨に話題を逸そらしたことに気がついたのか、ミーヤも乗ってきた。

「……ノートくんなら絶対なれますって」

　ロズリアは少し不満そうに呟いていたが、結局は矛を収めてくれたようだ。

「まあ、帰りますか。依頼の達成報告をしないとですし」

　依頼達成を証明するために、三人でフォックスウルフの死体から適当な部位を剝ぎ取る。

　こんなもので充分だろうというところで手を止め、俺達は帰路へとついた。

「でも、あっさり終わりましたね。倒すより、剝ぎ取りの方が時間かかりましたよ」

「そうだよな。それもこれもミーヤのお陰だけど」

「……えへへ」

　ミーヤは恥ずかしそうに笑っていた。

「ミーヤさんがスペルを盛大に放ったせいで、死体を回収するのにだいぶ手間取りましたけど」

「……えへへ」

　今度は気まずそうに笑っていた。

「ごめんごめん。少し張り切っちゃった」

「張りきったじゃありませんよ。あれ、ただの自然破壊ですよ」

「まあ、いいじゃん。ミーヤのお陰でモンスターを逃がさずに済んだわけだし」

「そうですね。午前中だけで依頼終わっちゃいましたもんね」

　現在の時刻はもうすぐ正午に差し掛かるといったところだろう。

　俺達を照らす太陽は、ちょうど頭上に来ていた。

「どうしますか、午後？」

「依頼の報告を終えて、ご飯を食べてから考えるか」

「そうですね。この調子だと午後にももう一件受けられそうですね」

　ロズリアの言葉に頷うなずいていると、思わぬ方向から反応があった。

「いいね！　それ！」

「えっ？」

　まさかのミーヤが乗ってきた。驚きの声が漏れ出てしまう。

「……午後も来るの？」

「えっ？　ここで急に仲間はずれにされちゃうの？」

「仲間はずれも何も──」

　そもそもミーヤは俺達の仲間じゃないはずだ。

　何を考えているのだろう。彼女は。

　俺のことが嫌いになったんじゃないのか？　呆あきれ果てて見捨てたんじゃないのか？

　ここに来て、またしてもミーヤの考えがわからなくなる。

　もともと、一緒にいた時から彼女の考えなんてわからなかったけど。

　再会してからのミーヤは、ますます何を考えているのかわからない。

「いいの？　だって今日、せっかくの休みなんでしょ？」

「乗り掛かった舟だもん。最後まで手伝うよ」

　ミーヤは両手で拳を作る。

　彼女は優しいから、俺を手伝ってくれるのだろうか。

　恩を仇あだで返した、最低な幼おさな馴な染じみを。

「そこまでの義理はないと思うけどな……」

　俺は一人呟つぶやくことしかできなかった。
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　ミーヤと再会してから、二週間が過ぎた。

「……はい、今日の依頼の報酬です」

　受付嬢がカウンターの上に札と金貨をぶっきらぼうに置く。

　かつて王都のギルドで最初に応対してもらった、あの受付嬢である。

　俺達たちに悪い印象を抱いているからか、他の冒険者らに比べて対応が雑な気がする。

　まあ、俺達に原因があるから、文句は言えないんだけど……。

「ありがとうございます」

　渡されたお金を礼儀よく受け取ったのはロズリアだ。

　お札を一枚、二枚と数えると──。

「あれ、金額が少ないですね……。もしかしてくすねました？」

「余計なちょっかいをかけない」

　ロズリアの脳天にチョップをかます。

「痛いですよー」

「なら、喧けん嘩かを売るような真ま似ねはやめて」

　受付嬢に頭を下げながら、ロズリアの身体からだを引っ張っていく。

「本当に出禁になったらまずいんだから、大人しくしていてよ……」

「ノートくんがそこまで言うなら、今日のところは引き下がってあげましょう」

「『今日のところは』って部分がいらないな」

　受付のカウンターから離れて、一息落ち着かせる。

　しばらくするとロズリアがお金の仕分けを終え、札と小銭を手渡してきた。

「はい、三等分です」

「どうも」

「ありがとうね」

　差し出されたお金を俺とミーヤは受け取って、財布へとしまっていく。

　どうして、未いまだにミーヤは俺達と行動を共にしているのだろう。

　その疑問は俺が訊きたいくらいだった。

　ミーヤと再会して、依頼を手伝ってもらったあの日。

　フォックスウルフを倒した後も、ミーヤは俺達を手伝うと言い出した。

　てっきりその日の午後だけの話だと思っていたのだが、結局ミーヤは次の日も手伝いを名乗り出た。

　その後も、ほぼ毎日こちらに顔を出している状況だ。

　俺としては毎回それとなく遠慮しているのだが、押し切られて結局は了承してしまうのがいつものことだった。

『光り輝く剣レイダーズ』の方は大丈夫なのだろうか？

　彼女自身は問題ないと言っているが、『光り輝く剣レイダーズ』だって活動はあるはずだ。

　さりげなく訊きくのだが、上う手まくはぐらかされるばかりであった。

　そういう懸念を除きさえすれば、今の状況は一見、昔の俺達の関係に戻ったかのように思える。

　しかし、お互いが仲直りしたのかといわれると、素直に頷くことはできなかった。

　未だに俺は仲なか違たがいした日の出来事には触れることができないでいた。

　自分自身がビビっているというのはある。

　一歩踏み込めば、きっと誰かが傷つく。

　俺か、ミーヤか。はたまたどちらもか。

　自分が傷つくのは全然構わないけど、ミーヤを悲しませるのはもう嫌だ。

　彼女から切り出さないということは、彼女自身触れられたくないということだ。

　だったら、無理に嫌な過去をほじくり返す必要はないんじゃないだろうか。

　なんて都合の良い逃避に走っていた。

　本当は、ミーヤの考えていることが見当もつかなくて、どうしたらいいかわからないってだけなのかもしれないけど。

「それにしても、今日のノート面白かったね」

　ミーヤが笑いながら話を振ってくる。

「なんのこと？」

　とりあえず、俺はしらばっくれることにした。

「ノートがダガー忘れてきちゃったやつ」

「ああ、あれね……」

　曖昧な返事で答える。

　確かに今日の俺は、彼女の指摘通りのことをしでかしていた。

　昨日、修業のために向かったヒューゲル達の家にダガーを忘れてきてしまったようなのだ。

　武器を忘れる冒険者って冒険者失格なのではないだろうか？　と思わないでもない。

「まあ、持って来ても使うところがないんだけどね……」

「そういうこと言わないの」

　ミーヤが叱る口調をする。

　俺が武器を持って来なくても、ミーヤ達だけでモンスターを殲せん滅めつできてしまうのだ。

　現状で受けられる最高ランクの依頼は、黄である。

　討伐対象となるモンスターは中堅冒険者パーティーで倒せるクラスのものとなっている。

　金ランク冒険者のミーヤや、ダンジョンのモンスターとやり合っていたロズリアにとっては相手不足。

　二人だけで殲滅できてしまうのだ。

『到達する者アライバーズ』時代後期の俺はモンスターのターゲットを取り、他のメンバーがモンスターを倒すまでの時間稼ぎをしていた。

　だけど、手ごたえのないモンスター相手にはその役目も必要ない。

　その結果、俺はただ二人についてきているだけの状態になっていた。

　初見のモンスター討伐依頼ばっかりなので、《索敵》も使えない。

　モンスター捜索もミーヤに任せており、完全なる置物状態だった。

「いいか……別にミーヤが楽しそうなら……」

　今のところは、俺が何もしていないことにミーヤは腹を立てていなそうだ。

　むしろ、嬉き々きとしてモンスターを殲滅している。

　以前みたいに不穏な空気が出てきたら、戦闘に参加することにしよう。

　それまでにヒューゲル達との修業で攻撃アーツを身につけておかなければいけない。

　今の俺じゃ、戦闘に参加したところでモンスターを倒せない。ただミーヤ達の攻撃の邪魔になるだけだ。

「何か呟きましたか？」

　先ほどの呟きにロズリアが反応してしまう。

　慌てて、首を振った。

「いや、なんでもない。ただの独り言だよ」

「そうですか。では、午後も依頼を受けますか」

「その前にノートはダガー持ってきた方がいいんじゃない？　家に戻るくらいの時間はあるでしょ？」

「そうくるか……」

　現在、ダガーはヒューゲルの家にあると思われる。

　この時間に、彼らは家にいるだろうか。怪しいところだ。

　そもそも、ダガーをヒューゲルの家に忘れたこと自体、話してなかった。

　というか、俺が彼らの家に通っていることも伝えていない。

　いくら信用できるロズリア相手だからといって、ヒューゲルが首切りなことを話すわけにはいかない。

　情報はどこから広がるかわからないし、できる限り最小限の範囲に留とどめておくべきだ。

「多分、自分の家じゃなくて、他の場所に置いてきちゃったんだよね」

「それ無くしたってことじゃん！　探さなくて大丈夫なの？」

「大丈夫。置いてきた場所には心当たりがあるから。人の家に置いてきたから、無くなるってこともないと思うし」

「人の家ですか……怪しいですね……」

　ロズリアが目を光らせた。

「その家って女の人の家ですか？」

「女の人の家と言えないこともないのかな……？」

　一応、あの家にはエイシャも住んでいるわけだし。

「やっぱりそうでしたか。ノートくんは油断ならないですね」

「……なんでそうなるんだよ」

「も、もしかして愛人？」

「ミーヤも乗っかってくるのかよ。しかも、なんで愛人？」

「だって、ロズリアちゃんと付き合っているんでしょ？」

「へぇ？」

　一瞬いじられているのかと思った。配達の職場でのように。

　だけど、ミーヤは真面目な表情で言っていたし、そもそもそういった類の冗談を言うタイプでもない。

「もしかして、最初に言っていたロズリアの冗談を真に受けてたの？」

　わたくしという女がいながら──とかなんとか言っていた例の発言。

　まさか、未だにあれを信じていたの？

　てっきり、噓うそだとわかっているものだと思い込んでいた。

「……冗談？　じゃあ、ノートとロズリアちゃんは付き合っていないの？」

「さあ、どうでしょうね……」

「意味深な答えを言うなよ。普通に付き合ってはないでしょ」

「すぐに答えを言わないでくださいよ。つまらないですね」

　ロズリアは両手をひらひらさせて、ため息を吐ついた。

「久々に出たな。パーティーをクラッシュさせる癖」

「その黒歴史掘り返さないでくださいって言ったじゃないですか！」

「完全に今のはロズリアが悪かったよね！」

　俺とロズリアが付き合っていると勘違いされたら、二人の仲を邪魔しないようにとミーヤは手伝いを辞退するだろう。

　結果として、この三人の臨時パーティーは崩壊。

　──いや、別にそれも悪くないのか？

　ミーヤは俺なんかに関わらない方がいいだろう。その方が彼女のためになる。

　これ以上迷惑はかけられないし、自分のパーティー活動に専念して欲しい。

「待てよ、ロズリアと付き合っていないってこともないのか？」

「そ、そうだったんですか!?」

　いきなりの発言に文字通り飛び上がったロズリア。

　オーバーリアクションしすぎだよ。

「あっ、噓ね……」

　ほら、秒でミーヤに見破られちゃったし。噓吐いた意味なくなっちゃったじゃん。

「えっ!?　どうしてそんな悪質な噓を!?」

　いや、それにも複雑な事情があったんだよ。

　内心、色々葛藤して吐いた噓なんだよ。

　ロズリアのリアクションで、企たくらみが全て台無しになったけど。

「冗談というか、なんというか……」

「酷ひどいです。乙女心をもてあそばれました」

　ロズリアはあからさまなウソ泣きをする。

「ごめんって」

　とりあえず謝っておく。

　いつもこちらの意図を汲くんでくれるので、今のもいけると思ったがさすがに無理だったようだ。

　自分でも相当な無茶ぶりだったと思う。

「そういえば、ミーヤさんってエルドリッヒさんって人と付き合っているんですか？」

　泣いたふりをやめると、ロズリアはふと質問をした。

　自分が今まで訊けなかった質問だ。

　どうなんだろう。初恋の相手の交際相手。

　知りたいような、知りたくないような。

　微妙な感じだ。全く気にならないといえば、噓になる。

　だけど、ミーヤにはミーヤの人生があることだろうし。

　別に俺は彼女の交友関係に口を出していいような間柄じゃない。

「違うよ。ただのパーティーメンバーだよ」

　しかし、ミーヤはあっけなく回答を口にした。

「そっちのパターンでしたか……。残念です……」

「どうしてわたしがエルドリッヒと付き合っていないと残念なの？」

「……競争相手が減ると思いまして」

「？」

「いや、なんでもないです。気にしないでください」

　ロズリアは慌てて首を振った。

「ちなみに訊きますが、現在恋人は？」

「いないよ。というかいたことないよ」

「噓でしょ？　意外……」

　驚きのせいで、心の中の言葉が漏れ出てしまった。

「ノート、馬鹿にしてるでしょ」

「違う違う。そうじゃない」

　慌てて否定する。

「じゃあ、なんなのさ」

「ミーヤ、モテるじゃん。作ろうと思えば一瞬で作れるのにって思っただけ」

「そうかな？」

　ミーヤは首を傾かしげる。

「でましたよ。そういう、かまとと」

「おい、ロズリア。変な絡み方しない」

　ロズリアにツッコミを入れる。

　俺としても、ミーヤほど綺き麗れいな人が自分の魅力に無自覚なのってあり得るの？　って気もしたが、疑問は胸の内にしまっておくことにした。

　あのミーヤのことだ。ロズリアの言う通り、かまととぶったりなどは絶対にしないだろう。

「これだから。男の人はすぐに騙だまされるんですから」

　ロズリアの呟つぶやきは無視することにする。

「あはは。じゃあ、ノートがそう言うなら、彼氏作るの頑張ってみようかな？」

　ミーヤもロズリアの発言をさらっと無視していた。

　あれ？　意図的だったりとかしないよね？

「ノートは応援してくれる？　わたしが彼氏を作る気になったら？」

　なんてミーヤは訊きいてくる。

　そういえば、こういった風に恋愛関連の話をミーヤとするのは初めてのことだ。

　十五年間同じ村で過ごしてきたのに、そんなことに今更気づく。

　過去に何度も、この少女と恋人関係になれればと願った。

　本気で彼女のことが好きだったと思う。

　きっと、過去の自分なら「応援するよ」と言いながらも、心の底では応援できなかっただろう。

　彼女と恋人関係にはなれないと知っていながらも、彼女への恋路は諦めることはできなかった。

　だけど、過去の自分は現在の自分とは違う。

　今なら心の底から言える。そう思った。

「もちろん応援するよ」

　どうやら自分の初恋はとっくに終わっていたようだ。

　そう自覚してしまったことが、少しだけ悲しかった。
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　そんなやり取りがあって、数日経たったある日。

　冒険者ギルドに着くと、エルドリッヒがカウンターで受付嬢と話し込んでいた。

　こちらの存在に気がつくと、いきなり声をかけられる。

「ああ、いいところに来た。ノートくんだよね？　少し話をしたいのだけど、時間空いているかい？」

　ロズリアとミーヤとは、いつもギルドの建物の中で待ち合わせをしていた。

　今日は約束の時間より早く到着してしまったため、俺一人という状況だ。

「十分くらいなら空いていますよ」

「なら、よかった。ここじゃうるさくて落ち着いて話もできないから、上に行って話さないかい？」

「まあ、いいですけど……。ここじゃ話しにくい内容なんですか？」

「そういうわけじゃないよ。身構えないでくれないかい」

　そう言うと、エルドリッヒは受付嬢に一礼をして、カウンター横の階段に向かう。

　彼についていく義理はないが、頼みを断るのも悪い気がする。とりあえず、ついていくことにした。

　建物の二階には、赤いカーペットが敷かれた廊下が広がっていた。脇にはいくつものドアが構えてある。

　エルドリッヒは手前から二番目のドアで立ち止まり、扉を開いた。

「ここは冒険者ギルドの応接室なんだ。さっき受付の人に頼んで貸してもらったんだよ」

　中に入ると、エルドリッヒは扉に下げられた札をひっくり返し、『在室中』へと変更する。

「へえー。応接室って借りられるシステムになってるんですね」

「そういう決まりがあるわけじゃないけどね。ギルドの職員と仲良くしていると、ある程度こちらの融通を利かせてくれるってところかな」

「じゃあ、自分じゃこの部屋を貸してもらえなそうですね……」

　どっかのロズリアのせいで、ギルド職員の不興を買っていることは明らかだ。

「それは否定できないな」

　エルドリッヒは軽く笑って返した。

「で、話ってなんですか？」

　お互いがソファーへと座ると、先に話を切り出した。

「ミーヤ関連なことは想像できますけど……」

　俺とエルドリッヒの両者に共通した知り合いといえば、彼女しかいない。

　それかあるとすれば、名前も知らないあの受付嬢だ。

「その通りなんだけどね」

　エルドリッヒは唾を飲み込むと、真剣な表情に切り替わった。

「これはノートくん達たちを責めているわけじゃないということを頭に入れておいて、聞いて欲しいのだけど──」

「ああ、はい……」

「うちのパーティーのミーヤが、キミ達の手伝いに掛かりきりになって困っているんだ。ここ数日『光り輝く剣レイダーズ』の活動が全然できていないんだよ」

「いや、でもミーヤは大丈夫だと──」

　そこまで言って、はっと気がつく。

「ミーヤから、『光り輝く剣レイダーズ』は最近休みだから心配要らないと説明されていたんですけど、それってもしかして噓うそだったりします？」

「『光り輝く剣レイダーズ』は別に休んでいるつもりはないよ」

　エルドリッヒの表情は依然険しいままだ。

「すみません。気づかなくて……」

「謝らなくていいよ。このやり取りでミーヤが悪いことがわかったわけだから」

　果たして、エルドリッヒはミーヤに怒っているのだろうか。

　俺は不安になった。

　確かにミーヤは噓を吐ついた。それ自体はいけないことだ。

　でも、噓を吐いた原因はきっと俺にある。

　パーティーメンバーをなおざりにして、確執のあった幼おさな馴な染じみを手伝う。

　そんなの優しさの範はん疇ちゆうを超えている。

　何かがおかしい。普通じゃなかった。

「エルドリッヒさんは責めないであげてくれませんか？　自分が説得するんで」

「キミは優しいんだね」

　エルドリッヒはそう言って微笑ほほえんだ。

「わかった。この件はノートくんに任せることにする。だから頼んだよ。ミーヤは『光り輝く剣レイダーズ』の大事な仲間なんだから」

「ミーヤを大事に思ってくれて何よりです。そういえば、ミーヤが『光り輝く剣レイダーズ』に入った経緯ってどんな感じなんですか？」

「特にこれといった経緯はないかな。『光り輝く剣レイダーズ』のパーティーメンバーの募集の張り紙に彼女が応募してきてくれたってだけだ」

「なるほど……」

「【弓術・大】に身体強化と精霊系スキルが揃そろっている冒険者なんてそうそういないからね。即採用することにしたよ」

「えっ……」

「どうかしたかい？」

　俺の言葉に、エルドリッヒが反応する。

　動揺していた気持ちを隠し、手を振った。

「いや、なんでもないです。気にしないでください」

「そうかい？　なら続けることにするよ。と、言っても、もう経緯のほとんどを話しているから、続きも何もないんだけどね。それから順調に『光り輝く剣レイダーズ』として活躍して今に至るってわけだ」

「ありがとうございます。わざわざ質問に答えてくれて」

「大したエピソードも語れてないけどね。それじゃあ、ここらで話を終わりにしようか。お仲間さんも、もうそろそろ到着している頃だろ？」

「そうですね。今日中にミーヤには話をつけておきますよ」

　立ち上がったエルドリッヒへと続いていく。

「あと、一つだけ質問いいですか？」

　部屋の出口へと向かうエルドリッヒに声をかけた。

「なんだい？」

「俺と出会う前に、ミーヤから幼馴染がいた話って聞いていましたか？」

「ノートくんと出会った時に初めて知ったよ。キミには悪いけどね」

　彼は苦笑いを浮かべた。

「やっぱりそうでしたか……」

　俺も半笑いで返すことしかできない。

「もしかしたらですけど。今日中に説得し終えるのは難しいかもしれません。自分としても精一杯やってみますけど」

「始める前から弱気になっていたら、成功するものもしないよ」

「そうなんですけどね……」

　エルドリッヒの言うことは至極正論だ。

　だけど、もしミーヤが俺に想像通りの感情を抱いているのなら──。

　そう易やす々やすと解決できる問題でもないように思えた。
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「ねえ、ミーヤ。大事な話があるんだけど……」

　今日の依頼を達成し、ギルドへの報告も終えた帰り道。ミーヤへと声をかけた。

　もちろん隣にはロズリアもいる。

「どうしたの？　大事な話って？」

　振り返るミーヤを眺めながら、今朝のエルドリッヒとのやり取りを思い出す。

　──うちのパーティーのミーヤが、キミ達の手伝いに掛かりきりになって困っているんだ。ここ数日『光り輝く剣レイダーズ』の活動が全然できていないんだよ。

　彼はこう言っていた。ミーヤが俺達に噓を吐いているとも。

　ミーヤは『光り輝く剣レイダーズ』のメンバーだ。

　本当は自分のパーティーの活動を優先しなければならない。

　仲間に迷惑をかけてまで、幼馴染を手助けしようとするのは間違っている。

　きっと自分のパーティー活動をサボってまで、手伝いを続けているのは俺のせいだ。

　ミーヤは俺に言いたい不満があるから、こうして手伝いという形で関わることにしたのだ。

　だけど、彼女は優しい。相手を傷つけるようなことを自分から切り出せるような性格じゃない。

　だから、まず俺の方から過去の出来事について触れなければならない。

「本来だったら、もっと前にミーヤに言わなくちゃいけないことがあったんだ」

「急にどうしたの？　真面目な顔しちゃってさ」

　ミーヤは笑いながら、手を振っていた。

　ここでなら、冗談っぽく誤魔化して逃げることもできる。

　引き下がるなら、今のうちだろう。

　だけど、それは決して彼女のためにならない。

　俺は一歩、踏み出すことにした。

「昔のことを謝らなくちゃいけないと思って」

「──っ」

　ミーヤの顔から笑みが消えた。

　場に流れていた明るい雰囲気が一瞬で消え去った。

　後ろを歩いていたロズリアは、黙ってこちらの様子を窺うかがっている。

「俺達二人が別れた日さ、俺すごく酷ひどいこと言ってミーヤを泣かせたじゃん。それだけじゃない。冒険者になり始めた時から、ミーヤに頼りきりになって、自分だけサボっていた」

　あの日の決別だけじゃない。

　それまでの怠惰な日も含めて。

　本来、別れを告げられたあの日に謝らなければいけなかった、全てを口にする。

「二人で夢を叶かなえようって約束してたのに、俺が破ったんだ。ごめん。本当にごめん」

　立ち止まって、深く頭を下げた。

　本当はもっと早くに謝らなくちゃいけなかった。

　再会して一番に謝らなくちゃいけなかった。

　ミーヤはどうせ俺と関わる気なんてないだろう。

　依頼を手伝うっていっても一時的なものだろう。

　すぐに他人の関係に戻るから。

　そもそも、ミーヤは俺と関わるべきではないから、二人の確執を解消する必要もない。

　そんな風に言い訳をして、なあなあにやり過ごそうとした。

　けれど、それは間違っていた。

「別に許されようだなんて思っていない。俺を嫌ってくれていい。どんな文句だって受けつけるから──」

　ミーヤに許されるためじゃない。

　ただ、彼女が過去に折り合いをつけ、現在を見ることができるようにと。

　ひたすら頭を下げた。

「……」

　しばしの間、沈黙が流れる。

　ミーヤの反応を窺おうと顔を上げたのと、彼女が口を開いたのは同時だった。

「なんだ。そんなことかー。いきなり真面目な顔するからびっくりしちゃったよ」

　なんてことないかのように、俺の真剣な謝罪を笑い飛ばした。

「いいよ、謝らなくて。別に気にしてないから。というか。どれだけ昔のことを掘り返しているの？　過ぎたことじゃん」

「何言ってるんだよ……」

「別にもう怒ってないから。あの時はわたしも感情的になっちゃったけどさ」

「いや、でも──」

「でもじゃない。この話はおしまい。いい？」

「全然よくな──」

「これ以上掘り返すと、逆に怒るよ。わたしが気にしてないって言ったの。だったら、おしまい。それでいいでしょ？」

　有無を言わさず、こちらの謝罪を口止めしてくる。

　まさかこのような展開になると思っていなかった。

　予想外の出来事に頭が真っ白になる。

「それだけで話って終わり？」

「……まあ」

　曖昧な返事で応えることしかできなかった。

　もっと何か言わないと。こちらが焦る間にも、ミーヤは話を勝手に進める。

「ロズリアちゃんも困っちゃうよね。いきなりシリアスな謝罪始められても」

「いや、わたくしは全然構いませんけど……」

「またまた。遠慮しなくていいんだよ。そもそも、わたしが困っちゃうし」

　ミーヤは両腕を頭の後ろに組んで、話を続けていた。

「もっと明るい話しようよ。明日の昼ご飯、どこで食べるかとかさ──」

　俺の精一杯の謝罪は、ミーヤの朗らかな声にかき消されてしまった。







「よかったですね。一応、仲直りできたみたいで」

　そのままこちらの謝罪が断ち切られ、しばらく身も蓋もない話をした後。

　ミーヤと別れると、ロズリアがそんなことを言いながら笑いかけてきた。

　彼女は一体何を言っているのだろう。見当違いも甚だしい。

　ゆっくりと首を振って答えた。

「逆だよ。仲直りの機会を逃したんだ。未いまだに俺につけられた傷で苦しんでいるから、ミーヤは過去と向き合うことを拒んだんだ」

「どうしてそうなるんですか？」

　エルドリッヒからの話を聞いていないロズリアにはピンとこなかったかもしれない。

　ミーヤが本心から過去の諍いさかいを気にしてないと言っていたと思っているのだろう。

　だけど、俺はそれが噓うそだと確信していた。

　これまでに彼女が吐ついていた噓がそれを証明している。

「そういえば、ロズリアには俺が今日の午前中、エルドリッヒさんと会ったことは言ってなかったよね」

「エルドリッヒさんって、以前ギルドでわたくし達たちに声をかけてきた人ですか？」

「そう、その人にある相談をされたんだよ。それでミーヤが噓を吐いていることがわかった」

「噓ですか？」

　ロズリアは皆目見当もつかないといった表情で首を傾かしげた。

「『光り輝く剣レイダーズ』は最近活動も少ないから、俺達の手伝いに顔を出せるって言っていたでしょ？　だけど、それは全くの噓で、ミーヤがこちらの手伝いをしている間にも『光り輝く剣レイダーズ』の活動はあったんだ。要するにミーヤは自分のパーティーの活動をサボっていたんだ。そのことをエルドリッヒさんに相談された」

「そうだったんですか……」

　ロズリアは口に手を当てて呟つぶやいた。

「確かに自分達のパーティーをサボることは悪いですけど。それって、言うほど問題視するようなことですか？　ただ単に、手伝いを理由にノートくんと仲直りしたかっただけなんじゃないですか？」

「それだけだったら、俺もそんな風に浮かれた勘違いをしていたかもしれない。もしかして、自分のことを許してくれたんじゃないかなんて。でも、ミーヤが吐いていた噓はそれだけじゃなかったんだ」

　これはエルドリッヒにすら、告げることのできなかった事実だ。

　だってそれは、俺に吐いた噓じゃなくて、『光り輝く剣レイダーズ』に吐いた噓だったのだから。

「ミーヤはさ、『光り輝く剣レイダーズ』の仲間に自分のスキルを偽っていたんだ。本当のスキルよりいくらか劣ったものを申告して、自分を弱く見せようとしていたんだ」

　──【弓術・大】に身体強化と精霊系スキルが揃そろっている冒険者なんてそうそういないからね。

　エルドリッヒはミーヤのことをこう語った。

　でも、それは間違いだ。

　ミーヤの本当のスキルは【弓術・極】だ。

『贈与の儀』でミーヤが祈りを捧ささげていた際に、神の石盤に映る文字を実際に見たのだ。

　俺が間違うわけもない。

　その他のスキルだって【身体能力・大】と【森精霊王の加護】である。

　二つとも、一方だけで冒険者としての成功を約束されたような、非常に優秀なスキルだ。

　エルドリッヒは身体強化と精霊系スキルと一緒くたに表現していたが、そこにも違和感を覚えた。

　もし彼が、ミーヤの【身体能力・大】と【森精霊王の加護】について知っていたら、もっとその点を強調していたはずだ。

　ミーヤはおそらく、全てのスキルについて偽りを述べている。

「それって……」

　ロズリアが驚くのも無理はない。

　冒険者の中には、パーティーメンバーに自身のスキルを偽ることはタブーとする価値観が存在する。

　パーティーメンバーとは互いが互いに自分の命を預ける存在のことだ。

　そうあるべき相手に、自分の能力の根幹であるスキルを偽るなんてもってのほかだ。

　実際のところ、タブーとされているのは自分のスキルを過大に偽ることだ。ミーヤのような過小に偽る場合はどうだかわからない。

　そもそも、自分を弱く見せようとするなんてことはそうそう起こらない。

　レアケースすぎて、タブーなのかどうかすら判断できないというのが正直なところだ。

「俺も最初から、おかしいと思っていたんだ。あんなに万能なスキルを持つミーヤが、冒険者としてそこまで有名じゃなかったことに」

　ミーヤのスキル構成は、この世界に十人といないほどの冒険者として恵まれたものだ。

　それにもかかわらず、王都で半年間も暮らしていて、その名前を一度も聞かなかったということ自体がおかしかった。

『光り輝く剣レイダーズ』についてもそうだ。

　その名前は王都の冒険者界かい隈わいでは有名だが、その名声は全てエルドリッヒのものだ。

　いくらエルドリッヒのスキルがすごかろうとも、それに埋もれるほどミーヤのスキル構成は生半可なものじゃない。

「ミーヤは意図的に自分の実力を『光り輝く剣レイダーズ』のメンバーに隠していた。多分、それは間違いない」

　そして、ミーヤが仲間を欺いてまで、自身の実力を隠したかったのは──。

「そこまでするのは、きっと俺のせいだ。彼女についていけなくて、二人で立てた夢を裏切った俺のせい。ミーヤはあの時のことを気にしてないなんてことはないはずなんだ。気にしてなかったら、噓なんか吐いていない」

『光り輝く剣レイダーズ』に入る時、彼女はこう思ったのかもしれない。

　もう二度と、同じ失敗はしないと。

　自分の実力のせいで、他人の心を折ってしまう。そういうのはもう嫌だと。

　だから、スキルも実力も全部隠して、平凡な一冒険者として生きようと。

　それは俺がかつて『到達する者アライバーズ』に加入した時とは正反対の心意気。

　見限られないように努力することを誓い、自分を変えることを願った俺とは正反対の歩みだ。

　俺は『到達する者アライバーズ』に出会い、彼らを信用し、ついていくことを決めた。

　ミーヤは『光り輝く剣レイダーズ』に出会い、彼らを信用せず、一人噓を貫くことを決めた。

　俺は『到達する者アライバーズ』に救われたが、ミーヤは『光り輝く剣レイダーズ』には救われなかったのだ。

　別に『光り輝く剣レイダーズ』の人達が劣っているというわけじゃない。

　エルドリッヒだってジンに負けず劣らずの良い人だと思う。

　フォースなんかが『光り輝く剣レイダーズ』のメンバーに人格で勝っているとも思えない。

　どの出会いが救いになるかなんて、タイミングと運の問題だ。

　きっと、歯車が少しずれていたら、俺とミーヤの立場は逆だった。

　ミーヤは『光り輝く剣レイダーズ』で余すところなく実力を発揮し、王都で最高の冒険者としての名声を得る。

　俺は『到達する者アライバーズ』の面々についていくことができずに、パーティーを去り、荷物運びとしての冴さえない冒険者生活に逆戻りをする。

　そんな可能性だって、大いにあり得た。

「ミーヤは未だに、俺との決別の傷を引きずっているんだ。引きずっているからこそ、今日も俺の謝罪をまともに受け止められなかったんだ。過去に向き合うことを放棄したんだ」

　ミーヤは言った。過ぎたことだと。

　過ぎたことだから、傷ついたことすらなかったことにしようとした。

　自分さえ我慢すれば全て丸く収まると、そう考えた。

　でも、そんなのは間違っている。過去を乗り越えたとは言えない。

「どうすればいいんだろうな。俺はミーヤに今と向き合って欲しいんだ。過去なんかに引っ張られずに。そうじゃないと人生ってのは辛つらいままだ」

　この街に来てからの自分がそうだった。

　ジンの死を引きずって。楽しかった『到達する者アライバーズ』の思い出を全て投げ捨てて、強引に普通の人生を歩もうとした。

　けれど、過去に引きずられた生活は、幸せを目指しているはずなのに、幸せとは程遠くて。

　苦しいだけの毎日だったと思う。

「やっぱり傷つけた本人じゃ無理なのかな？　ミーヤを救うのは？」

「わかりませんよ。お二人の問題はお二人の問題ですから。当事者じゃないわたくしが口を出しても、見当違いになってしまうかもしれませんし──」

「そうだよな……」

　ロズリアの言うことはもっともだ。

　これは俺とミーヤ、二人の問題だ。

　第三者に尋ねて、答えが見つかるような単純な問題じゃない。

「ただ一つ、的外れかもしれないアドバイスをさせてもらいますけど、お二人の仲なか違たがいってそこまで重大な問題なんですか？」

「えっ？」

　根本的な問いを投げかけられて、面食らってしまう。

「重大な問題も何も──」

「聞いた感じだと、どこにでもあるような喧けん嘩かじゃないですか？　パーティーのモチベーションがバラバラになって仲違いって。わたくしが知っているだけでも十はありますよ。ただ、仲直りのやり方を拗こじらせて、お互い引きずっているっていう最悪な状況なのが特別なだけで」

　客観的に見ればその通りかもしれないけれど。

　それでも、過去に死ぬほど苦しんで悩んできた当事者として反論させてもらう。

「でも、俺はミーヤにあんな酷ひどいことを言ったのは初めてだったんだよ。だから、ミーヤは傷ついて──」

「あんなに酷いことを言ったのは初めてって。今まで喧嘩とかしなかったんですか？」

「それは……多分ない。そういえば小さい頃も含めて、言い争いした記憶ってないかも……」

　俺とミーヤはチャングズという村で育った。同年代の人間がいない環境で二人きりで遊んできた。

　仲良くと言ったらおこがましいかもしれないけど、それでも波風は立てないように心掛けていた。

「だから、そんなに喧嘩が拗れちゃったんですよ。喧嘩慣れしていなかったから、仲直りの方法がわかんなくなっちゃったんです。逆に訊ききますよ。十五年間も一緒にいて、一度も言い争いをしたことなかったって異常じゃないですか？　普通なら、数え切れないほど喧嘩をしているはずじゃないですか？」

「それは……」

　俺は反論することができなかった。

　小さい頃から、ミーヤのことがずっと好きだった。

　彼女を傷つけまいと衝突を避けて暮らしていた。

　それでいいと思っていた。それが正しいと思っていた。

　でも、それはきっと幼い俺達たちにとって異質な関わり方で。

　だから、あの時に間違ってしまった。

　そして、今も間違い続けているのだ。

「そうか。最初から間違っていたのか。だから、昔みたいに振る舞おうとしても駄目だったんだ。失敗したんだ」

　二人の決別なんてなかったことのように会話をした。

『到達する者アライバーズ』時代の自分をひた隠しにし、情けなく弱いままの自分をどこか演じていた。

　それじゃ駄目だと、謝罪をした。全面的に自分が悪者なことを認めてしまった。

　それでは今までの俺達と何も変わらない。

　間違った関係のまま一緒にいても、それはお互いを傷つけるだけだ。

「ありがとう、ロズリア。少し目が覚めた」

「別に正しいことを言ったつもりはありませんよ。あまり真に受けないでください」

　ロズリアは謙遜とも、責任逃れとも言えないような言葉で返した。

　でも、今の俺には彼女の言葉がそう的外れなものには思えなかった。

　自分の中に、俺とミーヤの確執を解決する一筋の光が見えてきた。

「わかったよ。ヒントくらいに留とどめておくよ」

「そうしてください。わたくしの余計なアドバイスでさらに仲が拗れたら、笑い話にもなりませんから」

「そこは心配しなくていいよ。多分、今よりは拗れると思うから」

　今、俺達二人の間に一番必要なのは、やり直して仲直りすることじゃない。

　積み上げてきた全ての関係をぶち壊して、確執を全て清算することだ。

　彼女を縛り上げているものゼロにして、前を向かせなくてはいけない。

　それがたとえ、俺とミーヤの関係を完全に絶つことに繫つながろうとも、別に構わなかった。

「えっ!?　さらに拗れちゃうんですか!?」

「それはもう。もしかしたら、絶交されちゃうかも」

「いいんですか？　それで？」

　ロズリアは心配そうに尋ねてきた。

「いいよ。本来、絶交されていたようなもんだったし。たまたま再会できて、こうして話す機会ができたんだ。せっかくのチャンス、一いちか八ばちかの大おお博ばく打ちに挑んだ方が冒険者っぽくない？」

「ノートくんは冒険者をなんだと思ってるんですか……」

　今度は呆あきれた視線を向けてきた。

　何な故ぜか口元は笑っていた。

「でも、やっぱりノートくんには冒険者がお似合いだと思いますよ。そういう性格してます」

「そう？　どちらかというと、冒険者に向いていない性格だと思っているんだけど」

　繊細だし。すぐに落ち込むし。

　自分で言うのも情けないが頼りない性格だ。

「俺が思う冒険者らしい性格って、豪快って感じなんだけど……」

「確かにノートくんは豪快って感じではないですけど──」

　そう断って付け加えた。

「結構めちゃくちゃなことをやる性格ですからね。自分では気づいていないかもしれませんけど」

「そんなつもり全然ないんだけど……」

　本当に自覚がなかった。

　というか、指摘された今ですら、その評価には納得がいかない。

　俺ほど、冒険者に向いていない性格もないだろう。

「やっぱり。だから、今回も何をするつもりかはわかりませんが、あまり無茶はしないでくださいよ」

「大丈夫。あって怪け我が止まりだと思うから」

「そんな危ないことするつもりなんです!?」

　まあ、これからしようと思うことを考えれば？

　身体からだに矢が一、二本刺さってもおかしくはないのか？

　なんて考えているところだ。
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　わたしは昔からノート・アスロンという人間がそこまで好きではなかった。

　それは故郷であるチャングズの村に住んでいた時からの話だ。

　なよなよして、うじうじしているところ。

　卑屈で、頼りないところ。

　一人じゃ何も決められなくて、人の顔色ばっかり窺うかがうところ。

　文句があっても、溜ため込むことしかできないところ。

　他にも好きじゃないところはたくさんあった。

　別に嫌いだったというわけではない。

　そこまで好きではなかった。これが一番しっくりくる表現だ。

　わたし達の住んでいた村には同世代の子供が他に一人もいなかった。二人だけだった。

　このままわたし達が大人になったら、どうなるのだろう。

　同世代の男の子が他にいないのだから、このまま村に住んでいたら結婚相手もノートということになってしまうのではないか。

　幼い頃のわたしはよく不安に思っていた。

　別に幼おさな馴な染じみとしては、ノートは悪い人間じゃない。

　特に害を与えてくるわけでもないし。わたしを一番に想って、行動してくれる。

　だけど、恋愛対象として見るには少し不満だった。

　やっぱりわたしは、もっと頼りがいのある人が好きだ。

　男らしくて、前向きな性格の人が好みだった。

　だから、幼いわたしは村を出ることを決めた。結婚するに相応ふさわしい男の子を見つけようと。

　冒険者になろう。そう決めたのは両親が冒険者だったからだ。

　冒険者という職業に憧れる気持ちもあった。

　冒険者になると言えば、両親は村を出ていくことを許してくれるだろうという打算もあった。

　自分が村を出るのだから、ノートも一緒につれていってあげよう。過去のわたしはそう考えた。

　ノートが昔から、わたしのことを好きだったのは知っていた。

　いつもあとをついてきたし。態度や言葉ぶりからあからさまだった。

　ノートは隠し通せていると思っていたみたいだけど。

　好意を寄せているノート一人を置いて、村を出ていくほどの残酷なことは、さすがのわたしでもできなかった。

　自分はどちらかというと、計算的な人間だ。

　他人からどうすれば好かれるかを理解して、立ち振る舞うことができる狡ずるい女だ。

　そんなわたしでも、長年連れ添ってきたとあれば、ノートに情くらいは湧く。

　わたしはノートと結婚するつもりはないけど、一生結婚相手を見つけられないというのもかわいそうに思えた。

　だから、わたしはノートをそそのかして、彼にわたしと同じ夢を与えた。

　村を出て、一緒に一流の冒険者を目指すという夢を。

　別にノートのことは嫌いじゃないのだ。一緒に冒険者をやる分としては問題ない。

　むしろ、わたしの思い通りに動いてくれる分、助かるくらいだ。

　それに長年一緒にいたということもある。気心の知れない赤の他人と冒険をするよりかはずっといい。

　ノートはわたしといて、果たして他の女の子を好きになることができるのか。

　それだけが不安だった。

　自分で言うのもあれだけど、わたしはかわいい方だと思う。性格は悪いけど、よく見せようと思うこともできる。

　それにわたしはノートに好かれている自信もあった。

　もし、わたしが恋人を作ったら、ノートは落ち込むのだろうか？

　きっと落ち込む。口では強がっても、内心ではショックを受けるはずだ。

　もし、ノートがわたしへの恋心を諦めきれることができなかったら、どうすればいいのだろう。

　諦めきれず、結婚相手も見つけようとしなかったら、どうしよう。

　ノートはわたしがいないと何もできない。決められない。

　同世代の人が他にいないという環境だったせいもあると思うけど。わたしに依存していた。

　ノートが別の女の人についていくという光景が想像できなかった。

　ノートにわたし以外の女の人と結婚する気がなかったら、どうすればいいのだろうか。

　わたしが責任を取って、結婚しなくてはいけないのだろうか。

　きっと、自分はノートを見捨てることができない。

　自分の幸せを犠牲にして、ノートの幸せを優先してしまうかもしれない。

　かわいそうになって、情から結婚してしまうということだってあるかもしれない。

　でも、それはわたしが望んでいる将来じゃない。

　わたし、ミーヤ・ラインは幼馴染のことがそこまで好きではないのだから。







　過去の自分。ノートと喧けん嘩か別れをする前のわたしは、そんな馬鹿な思い違いをしていた。

　思い返してみると、馬鹿すぎて笑えてくる。

　ノートにはわたしがいないといけない。そう思っていた。

　だけど、それは全く違った。

　ノートにとってミーヤ・ラインという人間はただの幼馴染に過ぎなかった。

　そのことに最初に気がついたのは、ノートに別れを告げた時だった。

　別れを告げたあの日。実はノートと本当に別々に生きていこうだなんて思っていなかった。

　ただ、わたしに頼りきって全然モンスターと戦おうとしないノートを叱るつもりで、別れを切り出したのだ。

　そうすればノートも焦って、気を引き締めてくれるだろうという計算もあった。

　わたしとの約束を忘れていた彼に、腹を立てていたからってのもあったかもしれない。

　だから、いつになく強引な手段を取った。

　今回も、ノートはわたしの思い通りに改心してくれると思っていた。

　だけど、結果としてその考えは間違っていた。

　わたしは生まれて初めて、ノートに怒鳴られた。

　二人で冒険者を始めてからだけじゃない。15年間分の不満を全てぶつけられた。

　生まれて初めての反逆だった。

　てっきりノートはわたしのことを好いていると思っていたのに。

　その自信がきれいさっぱり消えてしまった。

　だから、動揺してわたしも思ってないようなことを言ってしまった。

　いつの間にか、意図的に彼を傷つける言葉を選んで放っていた。

　そうなれば、どんどんノートが怒るのは目に見えていて。

　口論は二人には止められない状況になってしまった。

　最終的には、わたしが泣きながら立ち去ることで、口論は終結した。

　立ち去る時、自分がなんて言ったかは覚えていなかった。

『もうノートとはやっていけない』

　きっと、そんなことを言っていたと思う。

　別にそれは本心なんかじゃなかった。

　喧嘩なんてしたのは初めてだけど、明日になったらノートが謝りにきて、それで仲直りして全てが解決すると思っていた。

　でも、いつまで待っても、ノートはわたしの下に来なくて。

　いつの間にか、他の適当な冒険者達たちと依頼を受け始めて。

　そこで初めて、わたしは見限られたのだと気がついた。

　自分はノートを見捨てるつもりなんてなかった。

　別に彼のことが好きなわけじゃないけど。

　ノートにはわたしがいないと駄目だから。きっとわたしが傍そばにいないと生きられないだろうから。

　見捨てるなんてかわいそうだ。そんなことわたしにはできない。

　そう思っていた。

　だけど、それは間違っていた。

　ノートにとって、わたしは別に必要のない存在だったのだ。

　その事実に気づいてしまってからは、わたしはブロードの街にいることができなかった。

　勝手に裏切られた感じがして。彼の名前を聞くことさえ嫌になって逃げ出した。

　ブロードの街からなるべく離れた場所に行こうと思った。

　ノートなんてもう知らない。

　いなくなってからわたしの大切さに気がつけばいいんだ。

　そう思って、王都に向かい、彼以外の人と初めてパーティーを組むことにした。

　それからの二年間、わたしは精一杯幼馴染の男の子のことを忘れようとした。

　恩知らず。薄情者。裏切り者の最低やろう。

　なんでわたしが見捨てられなくちゃいけないんだ。本当はわたしがノートを見捨てる立場なはずなのに。

　それじゃあ、わたしの方がノートを必要としているみたいじゃないか。

　むかついた。ノートを下に見ていた分、わたしのプライドはズタズタに傷つけられた。

　見返してやりたい。わたしを見捨てたことを後悔させてやりたい。

　それだけの一心で、勢いに乗っていたパーティーである『光り輝く剣レイダーズ』に加入した。

　別にわたしは『光り輝く剣レイダーズ』の人達のことを心の底から仲間だと思っているわけでもない。

　自分にとっては、『光り輝く剣レイダーズ』はノートを見返すための手段に過ぎなかった。

　だからスキルを偽って、ノートの時みたいにパーティーを崩壊させないような配慮だってした。

　ただ、自分は『光り輝く剣レイダーズ』というブランドを着飾って、ノートを悔しがらせさえすればいいのだから。

『光り輝く剣レイダーズ』が金ランクまで上りつめた時は、さすがのわたしでも嬉うれしかった。

　ようやくノートを悔しがらせられると、心の底から喜んだ。

　だから、この街の冒険者ギルドで彼を見つけた時は、笑みが堪こらえきれなかった。

　やっとだ。やっと復ふく讐しゆうが果たせる。

　わたしのことを追いかけてきたのかもしれないけど、今さら謝りに来てももう遅い。

　絶対に許してやらない。土下座したって泣き喚わめいたって許さない。

　そうやって、わたしを捨てたことを一生後悔し続ければいいんだ。

　だけど、その喜びは全くの見当違いだった。

　ノートはわたしのことを追いかけに、この王都にやってきたわけなんかじゃなかった。

　それどころかわたしを見て、逃げ出そうとした。

　呼びかけたのに、一度無視もされた。

　しかも、隣にはかわいい女の子を連れて。あろうことか二人で冒険者としてのスタートを切ろうとしていた。

　違うじゃん。なんなの、その女の子は？

　そこにいるのは本来、わたしのはずじゃん。

　一緒に一流冒険者になろうって約束したのは、わたしじゃん。

　どうして手を引いて、二人で立ち去ろうとしたの？

　わたしの手なんて、大きくなってから触ってもくれなかったじゃん。

　目を合わせた時もそう。

　昔は恥ずかしがってすぐに目を逸そらしたのに。今じゃ、全然視線を逸らさなくて。

　かわいいって？　昔はそんなこと一度も言ってくれなかったじゃん。照れて言えないのがノートだったじゃん。

　わたしをもう好きじゃないの？　その女の子に乗り換えたの？　実はそばにいてくれる女の子だったら誰でもよかったの？

　そんなノートへの不満が次から次へと溢あふれてきた。

　なんで、こんなに悔しいんだろう。

　これじゃ、わたしが二度も捨てられたみたいじゃんか。

　悔しくて、行き場のない怒りが溢れてきて。わたしは意地悪をすることにした。

　ノートとロズリアちゃんの間に入って、二人の関係をぶち壊してやろうと思った。

　ノートがわたしになびいたところをロズリアちゃんに見せつけ、見限らせようと思った。

　だから、二人の依頼を手伝うことにしたのに、結局は二人の仲の良さを見せつけられただけだった。

　何な故ぜかロズリアちゃんはノートに全面的な信頼を置いていて。わたしなんかが壊せるような関係性じゃなかった。

　……何、それ。

　ロズリアちゃんはどうしてそこまで彼のことを信用しているの？

　モンスターも倒せない。ダガーを忘れるくらいやる気がない。

　人の提案を断ることもできないし、弱気な発言だって多い。

　どうしてそんな人についていこうと思ったの？　彼のどこに惹ひかれるの？

　ノートはわたしのことが好きで。わたし以外に理解者なんているはずもなかったのに。

　いつの間にか、ぽっと出の女に居場所を奪われた。

　一体、どうしてこんなことになっちゃったの？

　こんなのわたしの望んだ未来じゃない。

　こんなことなら、村から出るんじゃなかった。冒険者になるんじゃなかった。

　見捨てられるくらいなら。こんな悔しさを味わうくらいなら。

　村で二人でずっと過ごして、大人になっていく方がマシだった。

　何が悪かったんだろう。どこで間違えたんだろう。

　もう昔みたいには戻れないのかな……。

　今日もわたしはそんな後悔をし続けていた。
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「ねえ、ミーヤ。今日は依頼を受けるのをやめようと思うんだ」

　いつものように、ノートとロズリアちゃんの手伝いに行くと、ノートからそんなことを切り出された。

「どうしたの急に？」

「やっぱり昔のことについて、もう一度話し合いたいと思って」

　わたしは別に昔のことについてなんて、話し合いたくない。

　仲直りがしたいわけでもない。

　ただ、ノートが過去のわたしを捨てたことについて、後悔して欲しいだけだ。

「だからいいって。わたし、気にしてないよ」

　もちろんそんな本心を言えるわけもない。笑って受け流すことにする。

　しかし、ノートはこちらの配慮を無視して、さらに切り込んできた。

「噓うそでしょ、それ？」

「そんなことないよ」

「だったら、なんで俺の依頼の手伝いなんかしているの？」

　一瞬、ノートにわたしの思惑が見破られたのかと思った。

　だけど、冷静に考えてみて、そんなはずがないと気づく。

　ノートは鈍い人間だ。十五年間一緒にいて、わたしの本性に気づかないくらい。

　わたしの胸の中に現在進行形で渦巻いている、どす黒い感情に気づけるはずもない。

「それはノートが困っていそうだったから……」

「『光り輝く剣レイダーズ』の活動をサボってまで？」

「それは……」

　そこまでノートにバレているとは思わなかった。

　鈍いノートのことだ。自分で気づけるはずもない。

　エルドリッヒあたりが告げ口したのだろう。

「バレちゃったかー。ノートにも早くランク上がって欲しかったから、つい休んじゃったんだよね」

「約束を破って、酷ひどいことを言った幼おさな馴な染じみに普通そこまでする？」

　今日のノートはなかなか引き下がってはくれないみたいだ。

　面倒に思いながらも、作り笑いで答えた。

「だから気にしてないって、それは。幼馴染が困っていたら、助けるのは当然のことでしょ？」

「気にしてないなら、なんでエルドリッヒさん達に噓を吐ついていたんだよ」

「それはノートを手伝いたくて──」

「そっちの噓じゃない。スキルを偽っていた方のやつだよ。自分の実力を過少に申告しているでしょ？」

「……」

　そこまでバレていると思わなかった。

　動揺で顔が引き攣つっていくのが、自分でもわかった。

「ミーヤは俺に裏切られたことをまだ気にしているんだろ？　だから、『光り輝く剣レイダーズ』のみんなに自分の実力を隠しているんでしょ？」

「っ……」

「もういいよ。隠さなくて。大体わかっているから」

　噓だ。ノートは何もわかっていない。

　わかっているんだったら、さっさとロズリアちゃんと別れて、わたしだけを頼ればいいんだ。

　今度はわたしがノートを捨てる番になるんだ。

「俺に言いたいことがあるんでしょ？　不満だってたくさんあるんでしょ？」

　あるに決まっている。文句だって言い切れないほどある。

　だけど、それを言ったら、ノートはわたしにもう執着しなくなる。

　それはわたしの望む展開じゃない。

「ちょっとはあるかもね。だけど、文句を言うほどじゃないよ」

「やっぱり正直に打ち明けてくれないんだね……」

　ノートは肩を落とす。肩を落としたいのはわたしの方だ。

　もういいから。過去の話なんてしたくない。

　わたしの思い通りに動いてよ。昔みたいに。

「ねえ、ミーヤ」

「……何？」

「喧けん嘩かでもしてみない？」

「……どういうこと？」

　突然の意味不明な発言に戸惑う。

「なんでそうなるの？」

「俺達たちって、今まで喧嘩ってほとんどしてこなかったじゃん。それこそ、ブロードの街でミーヤに別れを切り出された時くらいしか」

「それはそうだけど……」

「それってよくなかったと思うんだ。ミーヤだって、昔から俺にたくさんの不満があったはずだ。それなのにお互い溜ため込んじゃったから、あんなことになったんじゃないかな？」

　あんなこととは、お互いが不満をぶつけ合って傷つけ合った、別れの日の出来事を指しているのだろう。

「ノートの言いたいことはよくわかったよ。でも、わたしは喧嘩って嫌だな。傷つくのも嫌だし、傷つけたくもないよ」

「俺だってできることなら傷つきたくなし、傷つけたくもないよ。でもさ、もう俺達はそういう段階じゃないんだよ。もう綺き麗れいごとで解決できないほど、関係が拗こじれてるんじゃないかな？」

　わかってるよ。そんなこと。

　だから、ノートにわたしが味わった苦しみと同じ苦しみを与えて、それで過去を全部忘れようとしているんじゃん。

　それで終わりでいいから。喧嘩なんかしなくてもいいよ。

「そもそも、喧嘩ってしようとしてするものじゃなくない？」

「その通りなんだけどね……」

「それに喧嘩って何するの？　文句を言い合うだけ？」

「いや……そこは冒険者らしく拳で語り合おうよ……」

「拳で語り合うって闘うってこと？」

　ノートは頭でもおかしくなったのだろうか。

　わたし達が闘い合ったら身体強化スキルを持つこちらが圧勝してしまう。ぼこぼこにできる。

「まあね。もちろん、武器もアーツもありでいいよ。全力で闘った方がすっきりするでしょ？」

「そんなことしたら怪け我がしちゃうよ」

「そのためにロズリアがいるんだよ。回復スペルも使えるでしょ？」

「使えますよ。一応、神官もやっていましたから」

　ずっと黙っていたロズリアが手を上げた。

「そういうことだ」

「でも、いくら回復スペルがあったって全力でやったら死んじゃうかもしれないよ」

「そこは気をつけるってことで……」

　ノートは苦笑いする。

　ほら、全然ちゃんと考えてない。喧嘩しようなんて、ただの思いつきで言っているだけだ。

「それじゃあ、全力で闘えないじゃん」

「なんか一つ勘違いしてない？」

「えっ？　何、勘違いしてた？」

「さっきから聞いていれば、なんで喧嘩で勝つ前提で話しているの？」

「なんでって……」

「言っておくけど、俺も全力で闘うよ。それに負けるつもりもないから」

「──っ」

　思わず拳を握りしめてしまう。

　落ち着け、わたし。これはただの挑発だ。

　わたしに喧嘩をさせるためだけに大口を叩たたいているだけだ。本当は勝つ気なんてないんだ。

「俺だってミーヤには不満があるんだ。わざわざ負ける勝負を挑んだりしないよ」

　だから挑発に乗るな、わたし。

「それにミーヤがモンスターと戦っている姿を見て思ったよ。昔から全然、成長してないじゃん。これなら、俺でも勝てるって」

　成長してないのは、ノートの方じゃん。

　モンスターと戦いもしないくせに。

「もしかして、怖いの？　俺に負けるのが？」

「悪いけど、ぼこぼこにされても文句言わないでね」

　……乗ってしまった。

　馬鹿だな、わたし。何、やってるんだろ。

　でも、仕方ないじゃん。ムカつきが抑えられそうになかったんだもん。

「そう来なくっちゃね」

「一応訊きくけど、弓も精霊術も使っていいんだよね？」

「もちろん」

「言っておくけど、わたしにハンデがなかったら、絶対勝てないと思うよ」

「それはこっちのセリフだよ」

「──っ」

「ハンデとして、森で闘おうよ。ミーヤが力を１２０％出せるように」

「……後悔しても知らないよ」

　どうして、わたしの幼馴染はここまで人をイラつかせるのが得意なのだろう。

　今なら、顔面を全力で殴れる。その自信があった。

「楽しみだな。ミーヤを倒せるの」

「そう余裕ぶっているのも今のうちだからね」

「はいはい。精々頑張ってくださいな」

　どうして、わたしが格下みたいな言い方なの？

　挑戦者はノートの方でしょ？

　決めた。手加減なんて絶対してやらない。絶対に勝つ。

　わたしの望んでいた展開ではなかったけど、これはこれでいいかもしれない。

　ノートをぶっ倒せば、きっと気持ちがいい。過去に踏ん切りがつくかもしれない。

　それこそがノートの思惑なのかもしれないけど、悔しいが乗ってあげようじゃない。
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「ここなら闘いにちょうどいいんじゃない？」

　ノートに連れられた場所は、森の中にぽつんとある荒地であった。

　一見した感じだと、決闘するのにぴったりな場所だ。

　背の低い雑草しか生えてない半径10ｍほどの地面があり、その周りをびっしりと森が覆っている。

　この狭い草地が決闘のステージということだろうか。

「ここで闘うってこと？」

「木もなくて射線も通りやすいいい場所でしょ？　一応森の中だし、ミーヤのスキルの補正もかかるし」

　どうやらノートは、本当にわたしに有利な条件で闘いを始めるつもりらしい。

　一体、何を考えているのだろう。勝つ気があるとは到底思えない。

「正気なの？」

「正気って一体何が？」

「いいや。とぼけるつもりなら。後悔しても知らないから」

「はいはい」

　そう言って、ノートは背を向けて歩いていく。

　わたしから10ｍほど離れたところで立ち止まった。

「それじゃあ、闘うか」

　ノートはダガーを構える。

　さすがに今日は武器を忘れなかったようだ。

「いいよ」

　わたしも背負っていた弓を構える。腰の筒から矢を一本指へ挟んだ。

「わたくしはどこへいけばいいですか？」

　ついてきたロズリアちゃんが声を上げた。

　それにはノートが答える。

「そうだな。端にでも寄っておいてよ」

「というか、わたくしは来る必要がありましたか？　お二人の闘いの邪魔になりませんか？」

「いや、必要でしょ。どっちかが怪我をした時に備えて、回復スペルを使える人は欲しいし」

「わたしも一応、精霊術の回復スペルなら使えるよ」

「そういえば、ミーヤも使えたんだったね。じゃあ、審判ということで、端で見ていてよ」

「わかりました。厳正なジャッジを下させてもらいます」

　ロズリアちゃんはそう宣言すると、荒地の端まで歩いていった。

　どうやらロズリアちゃんは、わたし達の闘いに中立な立場を取るようだ。

　立っていた木に背を預けて、腕を組んでいた。

　あの場所なら、わたしの攻撃の流れ弾が当たるということもないだろう。安心して闘える。

　正面を見る。ノートと目が合った。

　ノートとわたしの距離は直線で10ｍ。このくらいなら、矢は効果的な武器だ。

　距離さえ維持できれば、弓矢だけで勝つこともできる。

　もちろんノートも一方的に矢を食らう展開は避けたいはずだ。

　必ず接近してくる。少なくとも、ダガーの射程まで近づかなければ、ノートに勝機はない。

　足場は悪くない。雑草はあるが、走りの邪魔にはならないだろう。

　開幕速攻、一直線に駆けてくる可能性が高い。

　別に問題はない。わたしには【身体強化・大】がある。

　近づいたノートを、身体能力の差を活いかして、落ち着いて処理すればいいだけだ。

　それにノートが近づいてくるには、飛んでくる矢を躱かわさなければいけない。

　この距離なら、ノートが全速力で走っても、わたしは二射くらいなら撃てる。

　二射もなくても、一射で決める自信があった。

　わたしが勝つビジョンしか視みえない。

「それじゃあ、お二人ともいいですか？」

　ロズリアちゃんが右手を上げる。

　それにわたしとノートは頷うなずいて応えた。

「勝負開始です」

　開戦の火ぶたが切られた。

　まずは一射。一瞬で決める。

　顔は駄目だ。ノートが死んでしまう。

　足元に狙いを定めることにする。

　ノートが飛び出してくる位置を予測して、矢を射うった。

「《偽・絶影》」

　ノートの身体からだに影が纏まとうのと、姿が消えるのは一瞬のことだった。

　──ヤバいっ。

　急な殺気を感じて、思わず全力で跳び退のいた。長年冒険者をやってきた身体的反射だ。

　動体視力を駆使して、ノートの姿を目で追おうと必死になる。

　──いない。一体何が起きた？

　焦る気持ちが募る。目を凝らして、辺りを見回す。

　なんだ、さっきのは？　アーツ？　姿を消すアーツなの？

《偽・絶影》と言っていた。そんなアーツ聞いたことがない。

　落ち着けわたし。冷静になれ。混乱すれば、相手の思う壺つぼだ。

　よくわからないが、ノートはわたしの知らないアーツで虚を衝ついてきた。

　闘う前の大口はあながち噓うそではなかったみたいだ。本当にわたしに勝つつもりらしい。

　だけど、わたしとノートにはスキルの差がある。落ち着いて、一つ一つ対処していけば負ける闘いではない。

　まずはノートの居場所だ。見失ったままでは攻撃も防御もできない。

　荒地中を丁寧に見回す。ここには遮蔽物もないし、隠れる場所もない。

　いるのはわたしとロズリアちゃんの二人きりだ。

　じゃあ、どこにいる？　上？

　違う。頭上にも、ぽっかりと森の穴は空いている。

　──森か。

　荒地を囲う木々に目を移す。隠れる場所は山ほどあった。

　完全なる誤算だ。ノートはてっきり距離を詰めてくると思っていた。

　でも、実際は真逆の手段を選んだ。距離を取って、森の中へと隠れた。

　森の中なら、矢の射線は通らない。それはノートも言っていたことだ。

　わたしの弓を無力化するには、有効な手段だ。

　でも、大丈夫。その手段はわたしには通用しない。

「《気配察知》」

　狩人かりゆうどの必須である、モンスター探索アーツを発動する。

　このアーツを使えば、周囲にいる人間の気配だって探知することができ──。

　いない。どうして？　全然、見つからない。

　同じく探索系アーツの《超感覚》まで発動してみる。しかし、依然見つからないままだ。

　森の中にもいないの？　そんなわけない。じゃあ、どこに行った？　忽こつ然ぜんと消えてしまった。

「ロズリアちゃん。ノートがいなくなっちゃったけど。この闘いってどうなるの？」

「そんなことわたくしに言われましても……」

　途端、身体に鳥肌が立つ。

　自分の首をが搔かき斬られる光景が視えた。

　また、反射的に身体が動いてしまった。その場から離れるように転がる。

　何もない。身体に手を当て、傷一つついていないことを確認する。

　今のは殺気を飛ばされただけだ。本当に攻撃されたわけじゃない。

　ようやく気がついた。最初に消えた時も、同じく殺気を放っていたみたいだ。

　殺気を飛ばされたということは、ノートが付近に潜んでいることだ。

　どうやら戦闘続行の意思はあるらしい。

　わたしがロズリアちゃんに闘いの継続の有無を訊いてしまったために、仕方なく存在を示したのだろう。

　ノートはわたしと別れてから、盗賊の戦闘職バトルスタイルを取ったらしい。

　盗賊には《隠おん密みつ》という気配を消すアーツがあったと思う。そのアーツで、今も姿を消しているようだ。

《気配察知》と《超感覚》があれば、《隠密》を見破れる気もするけど……。

　もしかしたら、何らかのトリックがあるのかもしれない。

　世の中には首切りという《気配察知》すら効かない《隠密》使いもいるらしいし、例外もあるだろう。

　先程、殺気が飛んできた場所に目を向ける。あの木からだったはずだ。

　弓を引き絞る。矢を放つ前に思い留とどまる。

　駄目だ。焦ってはいけない。

　ノートは殺気を放った後、すぐさま潜伏場所を移動したはずだ。もうあそこにはいない。

　矢を射れば隙ができる。ノートはわたしに隙ができれば奇襲をかけてくるだろう。

　ノートはわたしに隙ができるのを待っている。

　隠れて機を窺うかがい、一瞬で勝負を決める。盗賊としての戦い方そのものだ。

　わたしはノートへの認識を改めなくてはいけないかもしれない。

　彼はある程度、盗賊の基礎が身についている。よっぽどいい師匠を見つけたのだろう。

　だけど、基礎が身についているからといって、勝負に勝てるものでもない。

　結局、勝敗を分けるのは、お互いの実力だ。

　盗賊の戦い方にだって、弱点は存在する。

「《万緑の精霊エスメラルダ──」

　範囲殲せん滅めつ型スペルによる攻撃。木々に潜んでいるなら、この辺り一帯を更地にしてしまえばいい。

《万緑の精霊エスメラルダ、風を用いビエント、暴風を生成ウラカーン》より、さらに広範囲の。高威力のスペルを選んでいく。

「ロズリアちゃん、ごめん。自分の身は自分で守ってね。できるでしょ？」

「正気ですか？　そんなの撃ったら、ノートくんが……」

　ロズリアちゃんはわたしの練り上げる魔力に慄おののく。

　もちろん、これを撃ったらノートはただじゃ済まないだろう。

　だから、わたしの一撃を止めるべく、飛び出してくるはずだ。そこを叩たたく。

　こちらの隙を黙って待っているんだったら、こっちも逆にノートの隙を作り出せばいいだけだ。

　盗賊には、ガード系スペルはない。ロズリアちゃんみたいに防ぐことはできないはず。

　さあ、出てこい。決着をつけてやる。

「……」

　出てこない。ノートもこちらの意図を察しているのかもしれない。

　この精霊術がブラフだと判断したのだろう。自分を引っ張り出すための。

　そう来るなら、わたしも容赦はしない。全力でノートを倒す。

「風を用いビエント──」

　出てこないなら本気でスペルを放つだけだ。

「《不落城壁》」

　ロズリアちゃんが防御スペルを展開したのを確認して、わたしは現象指定を行った。

「──嵐を生成テンペスター》」

　魔力は風の渦と変換され、やがて炸さく裂れつした。

《万緑の精霊エスメラルダ、風を用いビエント、暴風を生成ウラカーン》の上位スペル。わたしが現状で使える最高位の精霊術。

　それが《万緑の精霊エスメラルダ、風を用いビエント、嵐を生成テンペスター》だ。

　このスペルが発動すれば、あとは待っているのは破壊のみだ。

　風は牙となり、木々や大地を切り裂いていく。草木や岩が舞い、周囲を黒い渦で染め上げていく。

　ロズリアちゃんは大丈夫だろうか。あの子の《不落城壁》はすごい硬さだ。

　最初に見た時は驚いた。『光り輝く剣レイダーズ』にもあそこまでの防御スペル使いはいない。

　ロズリアちゃんなら、きっと防いでくれる。そこは信頼して、詠唱させてもらった。

　ノートはきっと、このスペルを防ぐ術を持っていない。彼はロズリアちゃんとは違う。持たざる者だ。

　逃げてくれただろうか。わたしの詠唱中に。そうでなければ、死んでしまう可能性だってある。

　そこまで馬鹿じゃないはずだ。気の弱いノートなら、きっと逃げてくれるはず。

　このスペルの威力を目の当たりにすれば、ノートだって負けを認めるだろう。

　わたしの勝利は決まったようなものだった。

　ノートはわたしが精霊術を発動する前に、無理をしてでも飛び出さなければならなかった。

　そうすれば、勝ち筋はほんの少しだけ残っていたのに。

　なぎ倒された木々を見て、そんなことを思った。

　辺りは自然の脅威が過ぎた後だった。直立している木は既に一本も存在しない。もはや災害の痕だ。

　数百メートルにわたって、生命の痕跡は残っていない。嵐は破壊の限りを尽くしていた。

「ロズリアちゃん、大丈夫？」

　倒れる木々の中、そびえ立つ光の城壁に向かって話しかける。

　光が消えると、その中からロズリアちゃんが這はい出てきた。

「わたくしは大丈夫ですけど──」

　そう言って、ロズリアちゃんは周囲を見回していた。

　そこにあるのは、自然の残骸だけだ。ノートの姿は見つからない。

「生きてるー!?　ノート！」

　口の横に手を当て、大声で叫ぶ。遠くへ逃げたノートに聞こえるように。

「生きてるんだったら、出てきてよー！」

「ほら、お望み通り出てきたよ」

　背後。耳のすぐそばから、声が聞こえた。

　振り向こうとするも、首に冷たい金属の感触があり、身体が固まった。

「さすがに俺の勝ちでいいよね」

　ノートはいつの間にか、わたしの首にダガーを当てていた。

　完全に背後を取られた。隙ができていた。

　わたしの生死は完全にノートにゆだねられている状態だった。

　なんで？　という問いをグッと堪こらえ、わたしは宣言した。

「……降参です」
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　なんとか上う手まくいった。

　ミーヤの首筋に当てていたダガーを下ろして、ほっと息を吐く。

　生まれて初めて、ミーヤ・ラインという人物に勝つことができた。

　この事実を喜ばずにはいられなかった。

「なんで……」

　ミーヤは崩れ落ちながら呟つぶやく。

「なんで……負けたの……」

　彼女も負けると思っていなかったのだろう。

　余程ショックを受けている様子だった。

「なんでノートにわたしが負けるの……？　わたしの方が強いはずじゃん……」

　そんなことわかっている。俺が勝ったからといって、ミーヤより俺が強いわけでもない。

「ただ単に作戦が上手くいっただけだよ」

「作戦？」

「うん。ミーヤが俺の土俵で闘ってくれたから」

　この勝負は事前の計画が勝敗を分けた。

　ミーヤと違って俺には、闘いを切り出す前に時間があった。

　ミーヤと喧けん嘩かするということを決めた時、どうせなら彼女と闘いたいと思った。

　闘って、彼女に勝つ。

　それで俺の成長を、ミーヤの手伝いが必要ないことを、示そうと思った。

　そうすれば、彼女も安心して、俺の下を離れることができるだろう。

　けれど、その計画を実行するにはミーヤに勝たなければいけない。それも、手加減なしの全力のミーヤを上回らなければならなかった。

「普通に戦ったら、１００回戦ってもミーヤには勝てなかったと思うよ」

　だから俺は、自分がミーヤに勝っている点を探した。

　彼女より有利な点。それはこちらの手の内を知られていないことだ。

《偽・絶影》、《隠密》、《殺気》、回避アーツ。それらを俺が使えることをミーヤは知らなかっただろう。

　それらのアーツを活いかした闘いとなると、奇襲の一手となる。

　俺が満足に攻撃アーツを使えないことからも、背後を取って、攻撃するふりをして、降参を誘う。この形を目標に闘いに挑むことにした。

　背後を取るには距離を詰めなければいけない。

　最初は《偽・絶影》のスピードに任せて、速攻で距離を詰めることを考えた。

　しかし、ミーヤには【身体強化・大】がある。

　安易に近づいて、一撃でも攻撃を食らったら、こちらの負けだ。序盤から危険な賭けを挑むのは避けたい。

　となると、《隠密》で気配を消してから、隙を窺い、背後を取る。首切りに近い手段を取るのが効果的だろう。

「だから最初から、《隠密》での奇襲から勝負を決める一手を考えてたんだ。だから、遮蔽物の多い森での勝負を選んだ」

「わたしの全力を出せるようにっていうのは噓うそだったの？」

「それもあったけど、本命は《隠密》を活かすためだったかな。こちらの意図に気づかないで乗ってきて助かったよ」

　一応、決闘とあれば、ある程度のスペースも欲しい。

　森の中で、ある程度のスペースがある場所を探すところから始めた。

　幸いにも【地図化マツピング】があったため、探すのはそう難しくはなかったが。

「最初から接近戦をするつもりなんてなかったんだね。森に逃げるつもりだったんだね」

「うん」

　ミーヤに接近戦を挑むつもりだと勘違いさせるために、ダガーを構えた。

　そして闘いの開始とともに、《偽・絶影》を発動して、一目散に森へと逃げた。少しの隙を作るために《殺気》も放って。

　そうやって、ミーヤの一射をやり過ごすことができた。

「全部ノートの思い通りだったってわけか」

「一つだけ思い通りにいかないこともあったよ」

「そんなのあったっけ？」

「俺が隠れたら、戦闘続行の有無をロズリアに訊きいたじゃん。あれは少し焦った」

「でも、それだけでしょ？」

　まあそうだ。あれも、落ち着いて《殺気》を放って戦闘続行の意思を示したことでなんとかなった。大したピンチじゃなかった。

「ねえ。最後にわたしが精霊術を撃ったじゃん。あれもノートの予測通りだったの？」

「うん。隠れてたら絶対撃ってくると思ってた」

「精霊術を撃った後の隙を最初から狙ってたんだね」

「そこくらいしか、隙出さないでしょ？　ミーヤなら」

「まあね。でも、わたしの精霊術をどうやって防いだの？　それだけがわからない……」

「それは──」

「教えてくれないの？」

「教えてもいいけど、ちょっとズルみたいな方法だったんだよね……」

「……ズルみたいな方法？」

「うん。俺が防いだというより、遮蔽物に隠れたんだ」

「でも、遮蔽物なんて──」

　ミーヤは辺りを見回す。

《万緑の精霊エスメラルダ、風を用いビエント、嵐を生成テンペスター》によって、広範囲に破壊されていた森がそこには広がっていた。

「隠れる場所なんてないじゃん」

「いや、あったよ」

　そう言って、俺はロズリアを指差した。

「ミーヤが広範囲スペルを撃ったら、ロズリアが《不落城壁》で自分の身を守るのはわかっていたからね。背後にいたんだ」

「えっ!?　わたくしの後ろに隠れていたんですか!?」

「ロズリアちゃんも知らなかったんだ……」

「わたくしは中立の立場ですもん！　というか、ノートくん！　それ明らかなズルじゃないですか!?」

「やっぱ駄目だった……？」

「駄目に決まってますよ！」

　他にどうやっても、ミーヤの広範囲スペルを防ぐ手段がなかったんだもん。

　だから、勝負後の回復役という名目で、ロズリアを連れてきたというわけだ。

　しかも、背後に隠れやすいようにわざわざ荒地の端に陣取らせた。

「いいよ。わたしの負けだから。ノートにここまで思い通りにされたら、さすがに負けを認めるよ」

「いいんですか、それで？」

「……いいって言うしかないじゃん」

　俯うつむいていたミーヤは手に持っていた弓を地面に落とした。

「ああ、ムカつく！　本当にムカつく！」

　そして、顔を上げて大声を出した。

「なんでノートに負けなくちゃいけないの!?　わたしの知らないところで勝手に強くなっているの!?　ずっと弱いままだったらよかったのに！」

　ミーヤは思いっきり地面を叩たたく。力任せに叩かれた地面からは土が舞う。

「やっぱりノートなんて嫌い！　そもそも昔から好きじゃなかった！　いつもわたしの後ろをついてきて！　一人じゃ何も決められなくて！　臆病で！　情けなくて！　なんで、こんな幼おさな馴な染じみしか村にいないんだろうって思ってた！」

　突然の豹ひよう変へんに驚いて、俺は声が出せなかった。

　一緒にいたロズリアも同じ様子であった。

「贈与の儀を受けた時もそう！　外れスキルを引き当てて！　わたしがいないと依頼をこなせなくて！　全然やる気もなくて！　少し怒っただけで、逆ギレしてわたしの傍そばからいなくなっちゃうし！」

「それはミーヤが別々の人生を歩もうって──」

「あんなの冗談みたいなもんじゃん！　本気じゃなかったもん！　それなのに他のパーティーに入って活動し出して！」

「……そんなの言われないと気づかないよ」

「気づかなくても、いなくならないでよ！　ノートにとってわたしって、それだけの価値しかないの!?」

　そんなことはなかった。あの時、ミーヤは俺の全てだった。

　だから、別れを告げられた時は全てを失ったと思った。どうしようもなく悲しんで、どうしようもなく苦しんだ。

「再会した時もそう！　最初わたしを無視しようとしたでしょ!?」

「それは──」

　ミーヤを嫌って無視したわけじゃない。

　合わせる顔がなくて、無視という形で逃げようとしただけなんだ。

「言い訳なんか聞きたくない！　知らない変な女つれちゃってさ！　一緒に冒険者を再開しようって！　わたしとの約束はどこいっちゃったの!?」

　約束は既になくなっていたものだと思っていただけなんだ。

　もう一度、約束を破りたかったわけじゃない。

「一緒に依頼を受けるようになってからも、全然頼りにならないし！　モンスターと戦おうともしないしさ！　全然昔と変わらないっ！って思ってたのに！」

　彼女は駄々をこねるように叫んでいた。

「なんでわたしに勝っちゃうの!?　強いノートなんてノートじゃない！　いつまでもわたしを頼っていればよかったのに！　わたしがいないと何もできないノートのままでよかったのに！　成長なんて別にして欲しくなかった！」

「ごめん……」

　俺は素直に謝るしかなかった。

「今もそうだよ！　全然怒り返してこないし！　なんで冷静なの!?　言われっぱなしで悔しくないの!?」

「悔しくないよ。ミーヤの本心が聞けてよかったって思ってる」

　これは心の底からの気持ちだ。

　ミーヤが本心を、不満をぶつけてこられるようにここまでお膳立てをしたのだ。

　彼女がこんな感情を抱いているなんて知らなかった。

　俺のことを好いていないことは勘づいていたけど。ミーヤが俺へと執着していた意味をやっと理解することができた。

「そういう態度もムカつく！　もっと怒ってよ！　逆ギレしてよ！　勝手に大人になっちゃってさ！　わたしをおいて行かないでよ！」

「そんなこと言われても──」

　俺は言い淀よどむことしかできない。

　良くも悪くも自分は変わってしまった。

　ミーヤと別れ。『到達する者アライバーズ』に入って。ロズリアに出会って。エリンと二人で窮地から脱出して。ジンが死んで。冒険者を辞めて王都の生活を始め。そして、冒険者としてやり直すことを決めた。

　たくさんの出会いと別れがあって、その度に俺は少しずつ変わってきたんだ。

　人は人と関わることで成長していくものだから。成長とは不可逆的で、俺はもう昔の自分には戻れない。

　きっと俺とミーヤの関係も同じなのだろう。もう昔とまるっきり同じというわけにはいかないのだ。

「……無理なのは知ってるよ。もうノートは昔のノートじゃないんでしょ？　わたしといた時のノートじゃないんでしょ？」

　それはミーヤも勘づいているようだ。チャングズの村に住んでいた頃の俺達たちには戻れない。

「うん。ミーヤと離れ離れになって、色んなことがあったんだ。簡単に言い表せないほど、たくさんの思い出が」

　そうして、俺は今まで伝えていなかった過去の話をする。

　ミーヤと別れてから、『到達する者アライバーズ』に入るまで。そして、『到達する者アライバーズ』に入ってからの話をかいつまんで話した。







「……そんなことがあったんだ。わたしの知らないところで色んな経験をしたんだね」

「うん」

「だから、そんなに変わっちゃったんだ」

「変わるしかなかったってのが正直なところだけどね」

　ミーヤに別れを告げられたお陰で、今の俺があるのだ。

　たとえ、あの時は死ぬほど苦しかったとしても。あの時がなければ、今の自分はいない。

　だから、二年前に伝えたかった言葉をここで伝えようと思った。

「ミーヤは俺を恨んでいるかもしれないけど。俺はミーヤに感謝しているんだ。俺をチャングズの村から連れ出してくれてありがとう。夢を与えてくれてありがとう。ミーヤが幼馴染で本当によかった」

「わたしはノートが幼馴染じゃなければよかったのにって思っているけど」

「手厳しいな……」

　昔のミーヤだったら、こんな言葉を絶対言わなかっただろう。俺が傷つくような言葉はかけてこなかった。

　だけど、表面だけを取り繕った会話よりも、本心をぶつけ合う今の会話の方が百倍健全だ。幼馴染として。

「そうか……ノートは変わっちゃったのか……。わたしも変わらないといけないのかな……？」

「ミーヤが好きなようにすればいいと思うよ」

「そうだね。わたし、きっと今までノートに依存されることに依存されていたんだと思う。依存していたのはわたしの方だったんだ」

　きっとそれはミーヤだけの責任じゃない。

　最初に依存していた俺が悪かった。そして、二人が依存し合うしかなかった閉鎖的な環境が悪かった。

「でも、やめる！　もうノートに依存するのは！　わたしだってノートがいなくても生きていけるもん！」

　その宣言は少し悲しいような。でも、やっぱり嬉うれしかった。

「だから、依頼を手伝うのはやめにする！　これからはライバルだからね！　どっちが先に一流の冒険者になるか勝負だから！」

「いいよ。でもそれなら、俺も黙って負けるわけにはいかないな」

「そうですね。ノートくんとパーティーを組むわたくしへの挑戦とも受け取りました」

　黙って様子を窺うかがっていたロズリアも会話に参加する。

「言っておくけど、二人とも緑ランクでしょ？　わたしは金ランクだよ？」

「何言っているんですか？　わたくし達はダンジョンの最下層まで潜っているんですよ？　こちらの方が実績は上ですよ？」

「でも、もうダンジョン攻略はやめちゃったんでしょ？　王都で冒険者をするんだったら、王都でのランクが優先でしょ？」

「それなんだけど──」

　俺はかねてから決めていたことを口にした。

「またダンジョン攻略を挑もうと思うんだ」

「そうなんですか？」

　先に驚いたのはロズリアだった。

「やっぱり、『到達する者アライバーズ』にいた時って一番楽しかったじゃん。危険だけど。また誰かが死んじゃうかもしれないけど。もう一度だけやり直したいんだ。『到達する者アライバーズ』のみんながいいって言うならだけど。またみんなで冒険をしようよ」

　もうジンとは冒険できないけれど。

　残ったメンバーだけとでも、あの日夢見た景色の続きを見たかった。

「わたくしは別に構いませんよ。ついていきますよ」

「そう言ってくれると思ったよ」

「卑ひ怯きようですね。断れないことを知って、投げかけてくるなんて」

「それはごめん」

　俺が謝ると、今度はミーヤが口を開いた。

「この街から出ていっちゃうんだ……」

「まあね。この街は嫌いじゃなかったけど、やっぱりピュリフの街の方が性に合っているかな」

「そんなにダンジョン探索って面白いの？」

「うん。とても」

　俺は自信を持って答えた。

「少なくとも俺は人生の中で一番あの時間が好きだった」

「だったら、わたしもダンジョン探索してみようかな？」

「えっ？」

　ミーヤの突然の発言に驚いてしまう。

「そんなに楽しいんだったら、ダンジョンに潜ってみたいなって。それにわたしほどの実力だったら、ダンジョンくらいじゃないと手応えないんじゃない？」

　確かにミーヤがダンジョン攻略を始めれば、一瞬でダンジョン制覇の最有力候補に躍り出るだろう。

　彼女にはそれほどのポテンシャルがある。

「ノートより先にダンジョン制覇をすれば、その時はわたしの勝ちでしょ？　同じ土俵で戦って、勝ってこそ真の勝ちでしょ？　それこそライバルって感じがしない？」

「でも、ダンジョンに行くってことは『光り輝く剣レイダーズ』は？」

「わたしはあそこにいる資格はないよ。みんなに噓うそを吐ついていたんだから……」

　ミーヤは自身のスキルについて偽っていた。自分の実力を隠していた。

　それは真剣にやっている仲間にとっては、裏切りに近い行為だ。

　エルドリッヒ相手なら、素直に打ち明けたら許してくれる気もするが。

　結局どうするかはミーヤの選択次第だ。彼女が自分を許せないのなら、立ち去ることも選択の一つだ。

「それにもう一度、一からやり直したいんだ。わたしは変わらなくちゃいけないんだから。新しい場所で、新しい仲間と再スタートを切りたい。ただの我わが儘ままだけどね」

「いいんじゃない？　今まで言いたいことを我慢してた分、少しくらい我儘言っても、バチは当たらないよ」

「うん。そうさせてもらう」

「そうだ。ちなみになんだけど──」

　念のため、一つだけ確認しておくことにした。

「俺達のパーティーも一人分、枠が空いているんだけど、よかったら入らない？」

　こちらの提案にミーヤは笑顔で答えた。

「嫌に決まってるじゃん。一緒に冒険したら、勝負にならないじゃん」

　この瞬間、ようやく俺とミーヤは正しい別れ方をすることができた。

　二年前のような間違った方法じゃなくて。

　二人は未来に向かって、運命を進めることを選んだ。
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　それから俺がダンジョン探索を再開するにあたって、行動を始めるのは早かった。

　ダンジョンに潜るには、この王都を出て、ピュリフの街に行かなければならない。

　半年以上住んだ街におさらばするのは少し寂しかったが、それにも増して期待の方が強かった。

　まあ、実際問題すぐに拠点を移すというわけにはいかない。

　この街にもたくさんの思い出があり、たくさんの人と関わってきたのだ。

　今日も俺がこの街で知り合った人達に、別れの挨拶をしようと思っていた。

「おっ!?　ノートじゃねえか!?　平日の昼間から何しに来たんだ？　遅刻か？」

「俺がここの仕事辞めたこと知っていますよね？」

　訪れたのは、ついこの間まで働いていた配達所であった。

　事業所に顔を出すと、昼休憩をしていたであろうヒルトンらがいた。もちろん、モナルも同席している。

「知っているに決まってるだろ。冗談ってやつだ」

「今日は何の用事で来たの？　来たからには手ぶらじゃないよね!?」

「わかってますって。はい、差し入れ」

　俺は用意してあった菓子折りをモナルへと手渡す。

「本当に出てくるとは……。言ってみるものですねー」

「言われなくても渡すつもりでしたよ」

「で、今日はどうして来たのー？」

「この街を出る目め処どが立ったんで、お別れの挨拶をしようと」

　ヒルトン達には働いている間、だいぶお世話になった。

　仕事を辞めたからといっても、礼儀としてひと声かけておくべきだろう。

「そうなのか、遂ついにダンジョンに戻るのか」

「まあ、仲間探しからやらないとなんで、ダンジョンに潜るのは当分先なんですけどね」

「でも、ノートが実はダンジョン冒険者だったって聞いたときは驚いたねー」

　仕事を辞める理由を話す際、俺がダンジョンに潜っていたことを彼らには伝えてあった。

「絶対噓だと思ったんだけどな」

「私もてっきり仕事を辞めるための適当な噓だと」

　あの時は、職場全体を巻き込んで大騒ぎになったものだ。

　数日前のことだけど、懐かしく感じる。

「だけど、俺は前にノートがすごい冒険者だって見抜いてたぜ。ひったくり犯を倒した時はすごかったもんな」

「初耳なんですけどー。そのエピソード」

「ノートと二人で配達してた時、色々あったんだよ」

「ヒルトンさんが荷物ほっぽり出そうとしたやつですね」

「そのエピソードも初耳なんですけど……」

「言い方が悪いぞ、ノート。俺は人助けをしようとだな……」

　そんなこんなを話しているうちに、あっという間に時間は過ぎていき──。

　気づけばヒルトン達たちの昼休憩が終わる時刻となっていた。

「それじゃあ、ノート。俺達はもう仕事をしなくちゃだから」

「すみません。わざわざ時間を取ってくれて」

「いいよ、そんなの気にしないで。久しぶりに話せて楽しかったよー」

「そう言ってくれて、何よりです」

　笑顔で手を振るモナルに、手を振り返す。

　ヒルトンも外へと向かう途中で、肩を叩たたいてきた。

「応援しているからな。しっかりとダンジョン制覇しろよ」

「そうだねー。ダンジョン制覇で有名になったら、私達の配達所を宣伝してよ！」

「簡単に言いますね……」

　こうやって、面と向かってダンジョン攻略を応援されたことってあまりないんだよな……。

　嬉しいような、恥ずかしいような。不思議な感覚だ。

　でも、悪い感覚じゃない。

「まあダンジョン制覇したら、宣伝くらいはさせてもらいますよ」

「約束だからねー」

「未来の有名人になるかもだし、サインくらいはもらった方がいいのか？」

「ヒルトンさん。それは気が早すぎますって」

　なんだかんだ、俺は周りにいる人に恵まれていたのかもしれない。

　少しだけ、この職場を辞めたことを惜しいと感じている自分がいた。
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「お別れの挨拶に来ました。ヒューゲルさんとエイシャさん」

　俺はというと配達所に立ち寄った足で、そのままヒューゲルの家へとやってきていた。

　彼らにも、この街で大変お世話になった。

　俺が冒険者に戻ろうと思えたのも二人のお陰だ。

　冒険者に戻るにあたって、ブランクを埋めるための修業にも付き合ってくれた。

　ヒューゲルとエイシャに出会わなければ、俺はもう一度ダンジョン攻略を目指すことはなかったかもしれない。そのくらい、二人には感謝していた。

「もうこの街を出るのか」

「早いですね。出会ったのが昨日のことのように思えますよ」

　しかも、エイシャには一つ『到達する者アライバーズ』復活のために頼みごとをしていた。

　情報収集を専門とする彼女にしか任せられない頼みごとだ。

「それでどうでした？　あの件」

「いきなりでしたからね。調べきれないところもありましたが──」

　そう断って、エイシャは一枚の紙を手渡してきた。

「はい。これが『到達する者アライバーズ』の皆さんの現在の動向をまとめたものです」

「わざわざ忙しいところありがとうございます」

　書かれた内容に目を通しながら、感謝の言葉を述べる。

「気にしなくていいですよ。今はちょうど依頼もなかったですから」

「ああ、それと──」と言って、エイシャは付け加えた。

「わからない点もいくつかありましたから」

　紙に書かれた項目を指差しながら、いくつか丁寧に説明してくれた。

　エイシャは謙遜していたが、彼女の情報収集能力はずば抜けている。

　一週間前に頼んだのに、ここまで調べてくれるなんて。

　一体、どうやって彼女は情報を得ているのだろう。

　知りたいような。怖いから知りたくないような。

「それにしても、みんなバラバラの場所にいるな……」

「集まるのが大変そうですね」

「まあ、エイシャさんに調べてもらった分、手がかりはありますし。ここからは地道に探しますよ」

　エイシャの言う通り、気になる点もいくつかある。

　全員を簡単に見つけることはできないかもしれないが、なんの手がかりもなしで一人探すよりはずっと現実的だ。

『到達する者アライバーズ』のみんなで集まる時間も、そう遠くない未来かもしれない。

「悪いな。私は何もできなくて」

「ヒューゲルさんの専門分野とは違いますし……」

　ヒューゲルの手を借りるような事態は、できれば起こって欲しくないのが本音だ。

　殺しの依頼を頼むような事態って、一体どうなれば起こるのだろう。

「たまには王都に顔を出してくださいよ」

「そうですね。ダンジョン攻略が一段落着いたら顔を出せるように頑張ってみます」

「私達もピュリフの街に行くときは、そちらのパーティーハウスに顔を出すようにするからな」

「いっそのこと、一緒にピュリフの街に旅行に行くというのはどうでしょうか？　新婚旅行として──」

「ピュリフの街ってダンジョンしか観光名所がなくないか？　旅行としては微妙じゃないか？」

「ですよねっー！」

　あっさりと旅行案を却下されたエイシャは涙目で叫ぶ。

　頑張れ、エイシャ。次会う時までには、その恋が叶かなっていることを祈っているから。

「じゃあ、二人ともお身体に気をつけて」

「ノート殿の方こそ」

「ダンジョン探索頑張ってください」

　俺は手を振って、ヒューゲルとエイシャに別れを告げた。
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「これでこの街ともお別れかー」

「なんか寂しいですね」

　俺とロズリアは王都の西にある馬車乗り場へと来ていた。

　これから俺達は王都を出ていくことになっていた。

　俺のバッグもぎっしり詰まっていたし、ロズリアのトランクも重そうだった。

　不思議なことに荷物の量はこの街を訪れたときと同じ程度に収まっている。

　この街に来て、色々買い物をした。その分捨てたものも多かったということだろう。

「長かった気もするけど、一年もいなかったんだよな」

「そうですね。でも、皆さんと再会するのはすごく久しぶりって感じがします」

「そりゃあ、あの時は毎日のように顔を合わせていたからね」

　これから『到達する者アライバーズ』のみんなを回収して、ダンジョンのあるピュリフの街に向かう予定になっていた。

　王都はこの国の北東に位置する。ピュリフの街に行くにも、みんなを回収するにも、ひとまずは西に出る馬車に乗らなければならない。

　しばらく馬車に乗った後、ピュリフの街へ向かうルートから離れて、エイシャに教えてもらったパーティーメンバーの居所に向かうという形になるだろう。

　とりあえずは馬車の中継地点となるミニョンに向かうこととなる。

　そこから一番近くにいるメンバーとなると、フォースだろう。

「はい、チケット」

　用意してあった馬車の券を取り出し、ロズリアに手渡す。

　受付の人にお互い券を見せると、すぐさま馬車へと案内されることになった。

「でも、旅立ちっていうのに見送りの人がいないのは悲しいですね」

「ロズリアは教会の人に挨拶は済ませたんでしょ？」

「そういう問題じゃないですよ。ミーヤさんは来てくれないんでしょうかって話です」

「ああ、そういうことね」

　質問の意味をようやく理解した。

「それは来ないでしょ。ミーヤは仲間というよりライバルなわけだし」

　あの喧けん嘩かの後、俺達とミーヤはすぐに解散した。

　長年の積もった話をするわけでもなく。手伝いに来ていたときと同じように街へ帰り、そのままお互いの家への帰路につくことになった。

　別れ際には、彼女にこう宣言された。

『次会うときは、わたしがダンジョンを制覇して、ノートに自慢するときだから。それまでは会いにいったりもしないから』

　俺も負けじと『じゃあ、会うときは一生来ないかもね。俺達がダンジョン制覇するんだから』なんて言い返しもした。

　言葉通り、それっきり俺達三人が集まるということはなかった。

　彼女はピュリフの街に向かったのだろうか。

『光り輝く剣レイダーズ』を辞めたという話はギルドに立ち寄った際、小耳に挟んだ。

　しかし、それ以上の情報は何も知らなかった。

「ライバルとはいえ、少しの間一緒に冒険したじゃないですか！　なんか一言くらいあってもよくないですか？」

「なんだ、寂しいの？」

「それは少し寂しいですよ。ノートくんに執着しなくなったのかもしれませんが、わたくしとは仲良くしてもいいんじゃないですか？」

「ミーヤはロズリアのこと、変な女呼ばわりしていたからな……」

「あれ地味に酷ひどかったですよね！　茶々を入れる雰囲気じゃなかったんで黙っていましたが、今思い出すと失礼極まりないと思うんですよ！　ミーヤさんってもしかして、わたくしのこと嫌ってます？」

「さあ、本人に訊きいてみないことには……」

　まあ、本音をぶちまけたときの口ぶりとして、最初はいい印象を持っていなかったのは事実だと思うが……。

　一緒に依頼を受けて印象は変わるだろうし、何とも言えない問題だ。

「まあ、ピュリフの街で会おうと思えば会えるわけだし、そのとき訊いてみれば？」

「本人にわたくしのこと嫌ってます？って訊くんですか？　絶対誤魔化されますって。ノートくんが代わりに訊いてくださいよ」

「嫌だよ。自分から会いに行ったら、ミーヤとの約束を破ることになるじゃん」

「まあそうですね。『次会うときは──』って約束しておきながら、大したことない用件で会いに行くのは、少し恥ずかしいですよね」

「それだよな。ピュリフの街でばったり出くわさないように気をつけないとな」

「人通りの多い場所に行くときは注意が必要ですよ。覆面マスクでも用意しておいた方がいいんじゃないでしょうか？」

「それはやりすぎでしょ」

　なんて笑い話をしているうちに、乗る予定の馬車にたどり着く。

　馬車の発車予定時刻は、あと十分ほどだ。

　もっと余裕を持って行こうと思ったのだが、用意をしているうちにギリギリの時間になってしまっていた。

　馬車の窓からは数名の人影が見えた。一緒に乗る乗客のようだ。

　もしかしたら、自分達たちが最後かもしれない。

　なんて、考えながら馬車の中へと足を踏み入れると──。

「……」

「……」

　両者の目が合い、気まずい沈黙が流れる。

　後ろからやって来たロズリアも、何が起こったか気づいたようだ。ゆっくりと口を開く。

「あれ……もしかしてミーヤさんも同じ馬車だった感じですか……？」

「……そ、そうみたいだねー」

　震えた声で席の奥に座っていた少女は答えた。

　気持ちはわかるよ。『次会うときは──』とかかっこつけた約束をしておきながら、馬車の中でばったり出くわすって恥ずかしいよね。

　顔を背けているけど、耳真っ赤になってるもん。

「あれあれ、次会っちゃいましたね……」

「……うん」

「もしかして、もうダンジョン制覇したんですか？」

「……っ」

　もうやめてあげて！　涙目になってるから！

　変な女呼ばわりされたことの仕返しをしているのかもしれないけど、これ以上の追撃はミーヤの精神が持たないよ！

「まあ、同じ方向に向かっているわけだしね……。偶然、一緒の馬車になるっていうこともあるよね……」

「早くノートくんに自慢しなくていいんですか？」

「おい、ロズリア。その辺にしておいてあげないと──」

「もう帰るっ！　ダンジョンなんか知らないっ！」

　そう叫んで、ミーヤは馬車から飛び出してしまった。

「ほら、言ったことか……」

「あれ、いじりすぎましたかね……」

　一難去ってまた一難。

　自分の人生ってこんなのばっかりだな……。

　と、嘆かずにはいられなかった。
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あとがき




　皆さんお久しぶりです。鴨かも野のうどんです。

　この度は『外れスキル【地図化マツピング】を手にした少年は最強パーティーとダンジョンに挑む』四巻を手に取ってくださり、ありがとうございます。

　前巻はページ数の都合上、なかがきということでしたので、二巻ぶりのあとがきということになりますね。

　実は今回もページ数にはだいぶ悩まされまして……。

　書き始める前は２００ページにもいかないんじゃないかと、分量の少なさを心配していたのですが、いざ書き終わってみたら３００ページを超えていました。

　書き始める前の自分はなんて狂った計算をしていたんでしょうね。

　という感じで、今巻のあとがきはページ数に困ったことを書こうってプロットを、二ヶ月くらい前から考えていました。

　実際にプロット通りにあとがきを進められたのはいいんですが、書いてみて気がついたのは、どう考えても分量が足りないですね。

　あとがきでも、ページ数に悩まされることになるとは……。

　恐るべし、ページ数問題。

　もう駄目ですね。ページ数の感覚は一向に摑つかめる気配がしません。

　きっと、次巻でもページ数問題に悩まされることになるでしょう。

　まあ、次のあとがきではページ数以外の話題を提供できるよう頑張ります。




　最後に謝辞を。

　雫しず綺きさん、今巻も目を見張るほどの豪華なイラストありがとうございます。雫綺さんのイラストの素晴らしさは先日の謝恩会でも語らせてもらいましたが、まだまだ語り足りないくらいです。

　担当の曽そ山やまさん、今巻も色々な相談に乗ってくださり、ありがとうございます。

　そしてＳＡＶＡＮさん、コミカライズを引き受けてくださり、ありがとうございます。

『到達する者アライバーズ』のみんなをかわいく、そしてかっこよく描いていただき、感動しております。

　ちょうどこの巻と同時にコミカライズの方の一巻も発売されるそうです。

　この本をお読みの皆様も、もしよければお手に取ってください。

　最後に読者の皆様。本作を読んでくださり、本当に感謝しております。

　また次の巻でお会いできることを願っています。


鴨野うどん
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